
一



歯科衛生士 DHS全国統一模試 25-2 解答
第25回第2固模試 午前問題解説

「
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時、M 宿.，'，'-

解説 (午前問題)
一

No.1解苦 科目 INo.1解害 科 目 INo.1解害 目

x c 関節軟骨は硝子軟骨である。
Od 下顎頭軟骨は線維軟骨である。

科

[問題 II 上顎骨の写真(別問午前No.llを別に示す。
矢印の孔を通るのはどれ由 。

a 頬神経
b 頬骨神経

C 眼寓下神経

d 上歯槽神経

l~IJ冊 午前 No. l 写真

アプロチ

軟骨組織に関する問題である。基質の性質によって、

硝子軟骨、弾性軟骨、線維軟骨の3つに分類できる。

アプロ チ

上顎神経の枝に関する問題である。写真は限寓下孔で

ある。脳神経の中でも口腔領域に関係する三叉神経、顔

面神経、舌咽神経については、よく勉強しておくこと。

選択肢考察 答え C

下顎骨

土顎骨
根窟下孔

X 8 頬神経は下顎神経の枝である。

xb 頬骨神経は上顎神経の枝であるが、写真が示す眼

寓下孔を通らない。

Oc 眼高下神経はよ顎神経の枝で、文字どおり眼窟下
孔を通る。

xd 上歯僧神経は上顎神経の枝であるが、写真が示す

眼高下孔を通らない。

ポイント

く末梢神経の走行>

(問題 2) 線維軟骨はどれか。

a 肋軟骨

b 気管軟骨

C 関節軟骨

d 下顎頭軟骨

1 人体(歯 口腔を除く。)の構造と機治g 5 歯科衛生士砂占有

2 歯 口腔の構造と機能 6 臨床曲科医学

3 疾病の成り立ち及び田里過曜の促進 7 歯科予防処置論

4 画 口腔の健康と予防に関わる人聞と社会的仕組み

※出題基準 8 歯科保健指導論

9 歯問診療補助論 選択肢考察

X 8 肋軟骨は硝子軟骨である。

x b 気管軟骨は硝子軟骨である。

答え d 

ポイント

<軟骨組織〉

硝プ耳石商恥骨、肋軟骨、 鼻輔、気管軟骨、気管支軟骨

弾性軟骨|耳介および外耳迫田軟骨、喉頭蓋軟骨

線畦軟骨|椎間円板、恥骨結合、下顎頭軟骨

〔問題 3) 顔面神経に支配されるのはどれか。
a 頬筋

b 岐筋

C 顎舌骨筋

d 内側翼突筋

アプロチ

表情筋は顔面神経支配である。 方、 Oll嘱筋を支配す
るのは主主神経の第 3枝(~下顎神経)である。

選択肢考察 答え a
08 頬筋は表情筋の 1つで、顔面神経支配である。

x b、xd 唆筋、内側翼突筋は岨昭筋なので、三叉神

経第3枝の下顎神経支配である。
x c 顎舌骨筋は三叉神経第3枝の下顎神経支配である。

ポイント

く表情筋>

上唇挙筋、小頬骨筋、口角挙筋、大頬骨筋、口輪筋、

笑筋、頬筋、口角下制筋、広頚筋、下啓下制筋など

→すべて顔面神経支配である。

〔問題 4) 歯乳頭から形成されるのはどれか。 2つ選べ。
a エナメル質
b 象牙質

C 歯髄

d セメント質
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選択肢考察 答え bc 
X 8 エナメJし質はエナメル器から形成されるロ
Ob 象牙質は歯乳頭から形成される。
Oc 歯髄は歯乳頭から形成される。
xd セメント質歯根膜歯磨骨は歯小嚢から形成さ

れる。

ポイント

<歯匪の構成要素とその形成物>

歯乳顕

神経外匪菜

歯小嚢



第25回第2回模試

ポイント

く感覚の種類>〔問題 5) 胃液の分泌を促進するのはどれか。

a トリプシン

b セクレチン

C ガストリン

d アミラ ゼ

アプロチ

消化管ホルモンに関する問題である。

選択肢考察 答え c
X a 十二指腸に分泌される醇液に含まれる消化酵素で、

ヲンパフ質をポリペプチドやアミノ酸!と分解する。

X b 十二指腸から空腸の粘膜で産生され、小腸内の

pHの低下によって血中!こ放出される消化管ホルモ

ンである。胃酸の分泌や小腸の運動を抑制するロま

た、解液の分泌を促進する。

Oc 胃の幽門部粘膜で産生され、食物による機械的刺
激および迷走神経刺激により分泌される消化管ホル

モンである。胃液の分泌や、胃酸(塩酸)やペプシ

ンの分泌を促進する。

Xd 唾液、隣臓に含まれる消化酵素で、デンプンを麦

芽糖に分解する。

ポイント

く消化管ホルモンとその作用>

上部小腸粘模 醇液の分抽促進

(問題 6) 特殊感覚はどれか。

a 痛覚
b 視覚

C 触覚

d 運動感覚

アプロチ

感覚の種類1"関する問題である。感覚には、特殊感覚
(視覚、聴覚、唄覚、味覚、平衡感覚)、体性感覚(皮膚

感覚、深部感覚)、内臓感覚などがある。

選択肢考察 答え b

X a 痛覚は体性感覚の中の皮膚感覚に属する。その他
に内臓感覚の中の内臓痛覚がある。順応がなく刑l激
が続く限り痛みを感じる。

Ob 視覚、聴覚、嘆覚、昧覚、平衡感覚を特殊感覚と
いう。

X C 触覚は体性感覚の中の皮膚感覚に属する。順応が

起こり、刺盟を続けていると、その感覚を生じなく

なる。

xd 運動感覚は体性感覚の中の深部啓覚に属する。

午前問題解説

〔問題 7) 交感神経の興奮で生じる反応はどれか。

a Hj童孔縮小

b 心拍数減少

C 気管支範張

d 末梢血管革張
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選択肢考察 筈え c
xa 交感神経が興奮すると、壇孔は散大する。
xb 交感神経が興奮すると、心拍数は増加する。

Oc 交感神経が興奮すると、気管支は拡張する。
xd 交感神経が興奮すると、末梢血管は収縮する。

ポイント

<交感神経と副交感神経の作用>

空感神経 副交感神経

瞳孔 散大 縮小

唾直腺 粘意性の分掛 襲液性の分泌

気管 拡張 収縮

呼吸 促進 抑制

心臓 促進 抑制

冠状動脈 主五 張 収縮
肝臓 グυコゲン分解 グリコゲン合成
胃 運動抑制 運動促進
胃車醇液 分泌減少 分泌増加

腸 運動抑制 運動促進

末梢血管 収縮 主五張

〔問題 8) 頭頭部の写真 (別冊午前 No.2)を別に示す。

矢印で示す部位にある唾液腺の分泌神経が経由するの

はどれか。

a 耳神経節
b 顎下神経節

C 毛横体神経節

d 翼口蓋神経節

門市一午前 NO.2 写真
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第25回第2回模試

経支配である。矢印で示す宮町立にある唾液腺とは顎下腺

のことである。

選択肢考察 答え b 

下顎角

x a 耳神経節は下顎神経の所属神経節である。耳下腺
の唾液分泌の際、副交感神経系で経由する。

Ob 顎下神経節は下顎神経の所属神経節である。顎下
腺、舌下腺の唾液分泌の際、国U3I'感神経系で経由す

るロ

x c 毛様体神経節は眼神経の所属神経節である。
xd 翼口蓋神経節はよ顎神経の所属神経節である。

ポイント

く唾液腺の神経支配>

〔問題 9) 肉芽組織でみられるのはどれか。

a 骨芽細胞
b 象牙芽細胞

C 線維芽細胞

d エナメル芽細胞
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選択肢考察 答え C 

xa、xb 、Oc、xd
肉芽組織は線維芽細胞、毛細血管、頼粒味、 りン

パ球などを伴う幼弱な結合組織である。

ポイント

く肉芽組織の構成成分>

線維芽細胞、毛細血管、頼粒球、リンパ球、マヲ口

ファジなど。

(問題 10) 岐合性外傷について正しいのはどれか。
a 歯棺硬線が出現する。
b 歯根膜腔がt広大する。
C 接合上皮の進行増殖がみられる。

d 辺縁性歯周炎の直接的原因である。
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午前問題解説

性岐合1"は、早期接触、歯ぎしり(ブラキシズム)、口
腔悪習癖などが挙げられる。

選択肢考察 答え b

x a 外傷性の岐合力!とより歯槽硬線(~白線)は消失
する。

Ob 歯恨膜腔は艦大する。
Xc 接合上皮(付着上皮)とは歯肉溝の底を指し、歯

と歯肉の付着という役割を果たしているが、歯周病

が進行すると深〈増殖し、歯周ポケットを形成して

いく。

xd 歯周病の原因は歯垢である。外傷性岐合のみによ
って歯周炎を引き起こすことはないが、歯周炎に外

傷性岐合が合併すると、歯周炎はさらに進行する。

ポイント

く岐合性外傷の症状>

①歯の動揺

②歯根膜腔の拡大

③白線(~歯摺硬線)の消失

@垂直性の骨吸収

⑤歯の岐耗

⑥歯の痛み

¢歯の移動

@骨梁の綴密化

@歯周炎と合併すると、歯周炎は急速に進行する。

@歯根膜、歯僧骨、セメント質に影響を与える。

(問題 III RNAウイルスはどれか。
a B型肝炎ウイルス

b C型肝炎ウイJレス
C 単純抱疹ウイルス

d 水痘帯状抱疹ウイルス

アプロチ

ウイルスの分類に関する問題である。 DNAウイルス
とRNAウイルスに大別される。

選択肢考察 答え b

x a 日型肝炎ウイルスはDNAウイルスである。
Ob C型肝炎ウイJl，スはRNAウイルスである。
x c 単純庖疹ウイルスはDNAウイルスである。
xd 水痘帯状癌疹ウイルヌはDNAウイルスである。

ポイント

くウイルスの分類>

DNAウイルス
単純癌疹ウイルス
水痘帯状抱疹ウイルス
痘摘ウイルス
EBウイルス
日型肝提ウイルス
サイトメガロウイルス

RNAウイルス
H山ウイルス
A型肝斑ウイルス
C型肝斑ウイルス
インフル工ンザウイルス
ムンプスウイルス
麻華ウイルス
工ンテロウイルス
風疹ウイルス
日本脳貴ウイルス
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午前問題解説第25回第2回模試午前問題解説第25回第2目標試

(問題 18) 歯科疾患実態調査結果から、ある項目の年齢

階級別の年次推移を図に示すa

〔問題 16)唾液中のムチンで正しいのはどれか。
a 細菌を凝集する。

b 脂肪を分解する。

c 酵素性抗菌因子である.
d 媛液性穂7ンパヲ質である.

〔問題 14)
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アプローチ

唾液中の糖ヲンパヲ質であるムチンに関する問題である。

" 
t。

この項目はどれか。

• 2日本以上の歯を有する者の割合
b 現在歯に対してう歯をもっ者の割合

c 4mm以上の歯周ポケットをもっ者の割合

d フッ化物塗布を受けたことのある者の割合

選択肢考察 筈え a
0. ムチンの糖鎖末端にはシアJし酸が多いので、細
菌やインフル工ンザウイルスを結合する。さらに、

slgAや1)ゾチーム、アルブミンなどと複合体を形

成し、細菌を凝集する。

Xb 脂肪を分解するのは消化酵素のリjてーゼであるo

X C 酵素性抗菌因子はリゾチームやベルオキシダ ゼ

である。

Xd ムチンは粘液性穂ヲンバヲ質である。

a 4Nμ 
薬物白血中濃度の時間経過を図に示す。(問題 12) 飛沫感染するのはどれか。

a 悔毒
b コレラ

c B型肝炎
d 流行性耳下腺炎

アプローチ

感染経路に関する問題である。接触感染、飛沫感染、

空気感染、経口感染、血液感染などがある。

3時間の生物学的半減期をもつのはどれか。

a ① b ② C ③ d ④ 
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選択肢考察 答え dX. 侮毒は接触感染(性交など)や垂直感染(経胎盤
感染)する。

Xb コレラは経口感染する。

X c B型肝炎は血液感染や性交などで感染する。
Od 流行性耳下腺炎は咳ゃくしゃみなどで感染する。

至近距離での直接飛沫感染である。インフル工ンザ

や風疹なども直接飛沫感染する。

アプローチ

平成23年歯科疾患実態調査の結果に関する問題であ

る。

ポイント

くムチン〉

潤新字用

保護作用

凝集作用

d 選択肢考察 答えX. ①は生物学的半減期は1時間である。
X b ②は生物学的半減期は2時間である。

X C ③は生物学的半減期は2.5時間である.
Od ④は生物学的半減期は3時間である.

ポイント

く飛沫感染〉

咳ゃくしゃみなどで感染するロ

至近距躍での直接飛沫感染である。

インフル工ンザ、風疹、流行性耳下腺炎怠どが代表

例である。 選択肢考察

X.、Xb、Oc、Xd
4mm以上の歯周ポケットをもっ書の富J合のグラ

フである。 4mm以上の歯周ポケットをもっ者の割

合について平成 17年調査と比較すると、 30-60
歳代では概ね低値を示した。 方、 75歳以上の高

齢者層では平成23年調査のほうが高値を示した。

c 答え

口腔，胃掃の日DR指様で正しいのはどれか。[問題 17)
2つ選べ。
a 寝たきり者が対象である。
b 日は「口臭Jの評価項目である。

c Rは「うがしりの評価項目である。
d Dは「義歯清掃Jの評価項目である。

ポイント

〈生物学的半減期>

分解、排;世の速い薬剤は生物学的半減期が短い。

蓄積性の薬剤は生物学的半減期が畏い。

ポイント

く4mm以上の歯周ポケットをもっ者の割合〉

75歳以上の高齢者層で平成23年調査のほうが高

値を示した原因は、現在歯数の増加が考えられる。

アプローチ

口腔，青掃の自立度判定基準 (BDR指標〉に関する問

題である。

[問題 19) 我が固におけるフッ化物配合歯磨剤で正しい

のはどれか。

a 医薬品に分類される。
b 高齢者のう蝕予防に催奨される。

c 歯みがき後は水で頻回lこ;先口する。
d フッ素イオン濃度は1%以下である。

選択肢考察 答え.c 
0. 寝たきり者の口腔甜生指導マニュアルが示してい
る基準である。

Xb 日は「歯磨き(口腔清掃)の自立度』の評価項目

である.

Oc Rは rうがいの自立度Jの評価項目である。
Xd Dは「義歯着脱』の評価項目である。

アプロチ

静脈内投与で用いられる抗凝固薬に関する問題であ

る。ヘパリンとワルファリンとの違いについて復習して

おくこと.

〔問題 15) 静脈内投与で用いられる抗凝固薬はどれか。

a へパリン
b ワルファリン

c アスコルビン酸
d トラネキサム酸

[問題 13)図は歯垢中細菌の構成比率の経目変化を示す。
ストレプトコッ力スはどれか。

a ① 削
b ② i∞ド"レf史~
c ③ l' 二三IllI
d ④ 喜'"伴J理一/

;町/¥、 ¥
• I 7 、 -(U)

E l~ / ・一 ・0刷、rI / 
主 1/ @../ 
吾川i企図 ι 

専一l

平Lτ一了寸
.娠のB.

アプロ チ

歯磨剤は「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安

全性の確保等に関する法律J により「化粧品』と「医薬

部外品Jとにわけられている。

選択肢考察 答え bX. 基本成分に薬用成分であるフッ化物が配合されて
いる歯磨剤は「医薬部外品Jである。

Ob 高齢者では歯肉退結に伴う根面う蝕が好発する
が、フッ化物配合鴎磨剤は根面う蝕の予防に推奨さ

れる。

Xc 歯みがき後に水で鎖国に洗口すると、フッ化物が

口腔外に吐き出され効果が持続されなくなる。

X d フッ化物配合歯磨剤のフッ素イオン濃度は

1，000ppm (0.1%)以下である。

ポイント

歯科訪問彰療を行う対象は多くの場合に要介護高齢者

であり、診療に際して適切な管理計画を策定することが

求められる。厚生労働省は歯科訪問診療で継続的な歯科

疾患の管理が必要な場合、歯斜疾患の状況などを踏まえ

て作成した管理計画書を提供することで歯科疾患在宅療

養管理料という診療報酬を認めている。その標準的帳式

にBDR指標も含まれている。

選択肢考察 答え a
0. へパリンは抗凝固薬であるが、消化管から吸収さ
れないため経口投与では用いない。静脈内投与、筋

肉内注射で用いられる。

Xb ワJしファリンは経口抗;j;訓百薬である。ピヲミンK
の活性化を競合的に阻害する。

Xc アスコルビン酸(ピヲミン C)は血管強化薬である。

Xd トラネキサム酸は抗プラスミン薬である.

ー【図}
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ポイント

くへパリンとワルファリンとの違い〉

選択肢考察 答え a
0. ①は通性嫌気性菌のス トレプトコツ力スである。
常に優位である。

X b ②は好気性菌であるナイセリアである。

X C ③は嫌気性菌であるyヲチノマイセスである。

Xd ④は嫌気性菌であるフゾパヲテリウムである。

-5ー

ポイント

< Ritzの歯垢中の細菌の変動を示すグラフ>
ストレプトコッ力スは常に優位である。

-4ー
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ポイント

フッ化物配合歯磨剤の使用後は5相間程度軽くブヲブ

ヲうがいをさせ、洗口は1回のみとし、その後1-2時
間程度は飲食をしないことが望ましい。

(問題 20) う蝕の第一次予防でフッ化物局所応用lζ用い

られるのはどれか。 2つ選べ。

a フッ化第スズ
b フッ化ジアンミン銀

C ケイ7ッ化アンモニウム
d モノフルオ口リン酸ナトリウム

アプロチ

7ッ化物局所応用lこはフッ化物洗口法やフッ化物歯面

塗布、フッ化物配合歯磨剤などがある。う蝕の第 次予

防でフッ化物局所応用lこ用いられるフッ化物を考える。

選択肢考察 答え ad 
Oa フッ化第 スズはフッ化物歯面塗布に用いられる
ため、う蝕の第ー次予防に用いられる。

x b フッ化ジアンミン銀はう蝕の進行抑制に用いられ

るため、う蝕の第二次予防1"用いられる。
x c ケイフッ化アンモニウムは金属の表面処理剤で有
毒である。

Od モノフルオロリン酸ナトリウムはフッ化物配合歯
磨剤に用いられるため、う蝕の第次予防に用い己

れる。

ポイント

フッ化物の応用はう蝕の第 次予防の特異的予防に該

当する。 7ッ化ジアンミン銀塗布はう蝕の進行抑制が目
的のため、う蝕の第二次予防の即時治療に該当する。

〔問題 21) 歯石形成を抑制するのはどれか。
a 尿素
b ロダン塩
C ピ口 1)ン酸

d ウレアーぜ

アプロチ

プラ ヲは各種イオンの外部への拡散を妨げるため

に、唾;~と比較してカルシウムイオンとリン酸イオンが高

濃度に含まれる。これは歯石形成に関与するが、唾液1"
含まれる石灰化阻害物質1"より歯石形成は阻害される。

選択肢考察 答え C

x a、Xd ウレア ゼが尿素在分解してアンモニアが
生成することでプラーヲ ρHが高まると、カルシウ

ムの溶解性が低下するため、歯石形成が促進されるE

x b ロダン塩はベルオキシダーゼと共同で抗菌活性を
発揮する。

Oc ピ口リン酸は石灰化阻害物質であり、歯石形成を
抑制する。

ポイント

歯石の無機石灰化成分の主体はリン酸カルシウムで、

有機質成分の主体は菌体由来の外膜成分である糖ヲンパ

ヲ質やりン脂質などである。

午前問題解説

{問題 22) 舌ブラシの使用によって減少する口臭の原因
物質はどれか。 2つ選べ。

a アセトン
b トリメチルアミン

C メチルメルカプヲン

d ジメチJしサjしファイド

アプロチ

口臭の原因物質に関する問題である。舌ブラシにより

除去できるのは舌苔であり、舌苔1"多く含まれる口臭の
原因物質は揮発性硫黄化合物であるロ

選択肢考察 答え cd 
X a、Xb アセトンやトリメチJcアミンは全身由来の
口臭の原因物質である図

Oc 、Od メチJcメJc力ブタンやジメチルサJしファイ
ドは揮発性硫黄化合物であり、舌ブラシの使用によ

って減少する口臭の原因物質である。

ポイント

く揮発性硫黄化合物>

硫化水素

メチルメル力プヲン

ジメチルサJしファイド

〔問題 23)平成23年度における我が国の社会保障給付
費の内訳を図に示す。

/
ザ

四

一位

アとイの組合せで正しいのはどれか。

アイ

a 医療介護

b 医療年金

C 年金医療

d 年金介護

アプロチ

我が国の社会保障制度の体系は、社会保険、公的扶助、

公衆衛生、社会福祉に大別され、保障内容は、所得保障、

保健医療介護保障、労災雇用保険、公衆衛生、社

会福祉に区別されている。

選択肢考察 答え c 
xa 、xb、Oc、xd
平成23年度における我が国の社会保障給付費の
内訳は年金(ア 49.4%)、医療(イ 31.7%)、
福祉その他(18.9%)となっている。

6 
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ポイント

く年金保険〉

労働能力の長期的喪失や生計維持者の死亡につい

て、その本人や遺族の生活を保障しようとする長期保

険である。年金給付の中心である老齢年金は 25年以
上の保険料の支払いと、一定年齢 (65歳)への到達
とを条件として給付が行われる。

[問題 24) 疾病の自然史 (naturalhistory)と予防手段

との関係を図に示す。

::MA判
明段|rJ判ェ| 和 frて21u | 

時間

一一一一一
アプロチ

第 次、第三次および第三次予防についての問題であ

る。

選択肢考察 答え d

x a Tは死亡を表す。
xb イは慢性化を表す。

x c ウは治癒を表す。
Od 工は早期発見早期治療を表す。

ポイント

〈疾病予防の段階〉

闘Eま繊

可f
|一」竺日

醐剛一 lギニ 一

6・S産不全
観臨書

配管.n

発病根 有例湖

∞・J!lJt;遭 1<哨興断刷開 I，ilJ!I-qg見即時処置 ! 喧.，属現失調止 I ~刷、凹テ'"〆
鼠-.予m .二次予. 飽三次予悶

〔問題 25) 保健所の業務はどれか。
a 歯周疾患検診
b 保険医の指導

C 業務上疾病の認定

d 精神障害者の相談

死

/ 

午前問題解説

アプロ チ

保健所は地峨住民の健康の保持および増進のための、

地域保健の広域的、専門的、技術的拠点である。「地域

保健法J 1<:設置が規定されている。

選択肢考察 答え d
xa 歯周疾患検診は f健康増進法J に基ついて市町村
が行う健康i曽進事業である。

xb 保険医の指導は『健康保険法J(;:::基づいて厚生労

働省や地方厚生(支)局、都道府県が行う。

x c 業務上疾病の認定は「労働基準法j に基づいて厚
生労働省が行う。

Od 精神障害者の相談は保健U所の業務である。

ポイント

<保健所の業務>

地域保健に関する思想の普及と向上に関する事項

人口動態統計そのほか地域保健1ζ係る統計に関する
事項

栄養の改善と食品衛生1"関する事項
住宅、水道、下水道、廃棄物の処理、清掃そのほか

の環境の衛生lこ関する事項

医事と薬事に関する事項

保健師1"関する事項
公共医療事業の向上と増進に関する事項

母性、乳幼児、老人の保健に関する事項

歯料保健1"関する事項
精神保健に関する事項

エイズ、結核、性病、伝染病そのほかの疾病の予防

に関する事項

〔問題 26) 特定保健指導について正しいのはどれか。 2

つ選べ。

a 健日康増進法に規定されている。
b JtfヒBユレーシヨンアプローチが根底にあるロ
c 40歳から 74歳までの被保険者が対象である。
d リスヲの高い生活習慣を有する者が対象である。

アプローチ

『高齢者の医療の確保に関する法律j に基づいて特定

健康彦査が行われ、肥満者(腹囲や BMIで判定)でリ

スク(高血圧、脂質異常、耐糖能異常)のある人に対し

て特定保健指導が行われる。

選択肢考察 答え cd 
x a 高齢者の医痕の確保に関する法律」に規定され
ている。

xb メタポリッヲシンドロ ムの該当者および予備軍

を対象としたハイ 1)スヲアプローチである。

Oc 40歳から 74歳までの被保険者被扶養者が対
象である。

Od 食習慣や運動習慣などに問題があるとメタポリツ
ヲシンドロ ムのリスヲが高くなる。そのため、 1)

スヲの高い生活習慣を有する者が対象である。

ポイント

く特定保健指導〉

リスウに応じて積極的支度、動機づけ支援、情報提

供が行われる。

医療機関で治療中の患者は特定保健指導の対象から
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除外され、医療機関で保健指導を実施する。

(注)特定健康診査は受診する必要がある。

〔問題 27) 介護認定までの順序を図1"示す。

利用者→認定申請→認定調査 → 次判定 → (ア)

アに必要な情報はどれか。

a 居住地域
b 利用者の収入

C 主治医の意見書

d 同居家族の状況

アプロチ

要介護認定を受けようとする被保険者(利用者)は市

町村に「認定申請Jを行い、「認定調査j が行われ、高

齢者の心身の状況調査に基づくコyピュ タ判定の結果

(一次判定)を原案として、介護認定審査会で「二次判定」

が行われる。アは二次判定である。

選択肢考察 答え C

xa 、Xb、Xd 二次判定lζ居住地域や利用者の収入、
同居家族の状況は関係がない。

Oc 介護認定で、介護認定審査会では次判定結果を
原案として、主治医意見警や訪問調査時の特記事項

の情報を加え、要介護度ごとに示された複数の「状

態像の例』を勘案して最終判定(二次判定)を行う。

ポイント

〈要介護認定の流れ〉

I市町村l

124五1FF議諮ZT諜10)

二次判定

国富翠盟国

(問題 28) 人口ピラミッドの模式図を示す。

22511 
ア つ z イ

平成26年 10月1日現在の我が国の人口構成の特徴

を示すのはどれか。

a ア b イ C ウ d 工

午前問題解説

アプロチ

人口静態統計の指標として年齢別 性別人口があり、

これに基づき人口構成の全体像を描いたものが人口ピラ

ミッドである。

選択肢考察 答え d

X a アは人口が増減しない状態で停滞および安定して
いる。

X b イは出生数の減少により将来人口減少が予想され

る。

X C ウは 63~65 歳を中心とした膨らみはみられる
が、 3日 ~41 歳を中心とした膨らみがみられない。

Od 工は我が国の人口ピラミッドである。1947~ 

1949年と 1971~ 1974年の2回のベピブム

をピ クとして出生数が少なくなっているため、人

口ピラミッドの 63~65 歳と 3日 ~ 41 歳を中心と

したEつの膨らみをもっ形となっている。

ポイント

〈我が国の人口>

平成26年 10月 1日現在の総人口は 1億 2708万
3千人で、 3年連続で大きく減少している。人口ピラ
ミツドは 62~64 歳と 37~40 歳在中心とした 2 つ
の膨らみをもっ『つぽ型J に相当する。

(問題 29) 国民健康 栄養調査について正しいのはどれ
力、。

a 毎年実施される。

b 特定保健指導と同時に開始された。

C 身体状況調査として心電図検査がある。

d 調査対象となる都道府県は無作為抽出で選ばれる。

。
るあで題問のてしつ

一
し査調養栄康

チ
健
一
民

ロ

国
プア

選択肢考察 答え a
Oa 毎年実施される。

X b 国民健康 栄養謁査の開始後に特定保健指導が開

始された。

X C 心電図検査は含まれない。

X d 都道府県単位では対象とならない。

ポイント

<国民健康栄養調査>

「健康増進法』に基っき、自民の身体の状況、栄養

素等摂取聖および生活習慣の状況を明らかにし、国民

的健康の増進の総合的な推進を図ることを目的として

毎年行われる般統計である。

(問題 30) 水質汚濁で値古吋"くなるのはどれか。
a 浮遊物質量
b 溶存酸素置

C 化学的酸素要求聖

d 生物化学的酸素要求量

アプロチ

水質汚濁は環境基準と排水基準とにわけて設けられて

おり、環境基準は、健康の保護に関する基準と生活環境

保全に関する基準にわけられている。

B 
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選択肢考察 答え b 

xa 水中に浮遊する杏種の不溶成分のことで、水質汚 〔問題 32) 日本人の食事摂取基準 (2015年版)で生活

濁で値が高くなる。 習慣病予防のために指僚が定められている栄養素はどれ

Ob 水中1"溶存している酸素のことで、水の清浄度の か。 2つ選べ。

指標であり、水質汚濁で値が低くなる。 a 炭水化物

x c 、xd 水中の還元性物質により化学的に処理され b ナトリウム

る時に消費する酸素置のことで、水質汚濁で値が高 C ピヲミン A

くなる。 d ビタミンC

ポイント アプローチ

〈水質汚濁の指標> 日本人の食事摂取基準で、目標豊は生活習慣病の予防

浮遊物質量 (SS)
水中1"浮遊する各種の不高成分 (ppm)で を目的に、『生活習慣病の予防のために現在の日本人が

ある。 当面の目標とすべき畏取量Jとして設定される。
生物化学的酸素要求畳 日00が大きいと水中の溶存酸素は急速10
(80口) 消費される。

選択肢考察 答え a b 
化学的酸素要求量 水中田還見性物質によって化学的に処理さ

Oa 、Ob 炭水化物やナトリウムには目標震が設定さ(COO) れる時!こ消費する酸素置 (ppm)である固

水中ι溶存している酸素のことで、水のJ青 れている。
溶存酸素量 (00)

浄度の指標 (ppm)である。 x c 、xd ピヲミンAやピヲミンCには目標章が設定

されていない。

(問題 31) ある疾患に関する検査結果を表1"示す。 ポイント

(単位入) く目標量が設定されている栄養素>

疾患 「たしかな目標J

有 簡 ヲンパ7質、炭水化物、脂質、食物繊維、 カリウム、
80 20 ナトリウム。

陰 性 10 90 

正しいのはどれか。 〔問題 33) 歯科衛生士の業務独占はどれか。

a 感度は0.80である。 a 印象材の練和

b 特異度は0.82である。 b 歯科保健指導

C 偽陽性率は0.90である。 C バキューム操作

d 陽性適中度は0.89である。 d フッ化物歯面塗布

アプロチ アプローチ

スヲリ ニング検査についての問題である。 歯科衛生士の業務については 「歯科衛生士法Jに規定

されており、名称独占と業務独占とがある。

選択肢考案 筈え b 

x a 感度~ 80; (80 + 10) ~ 0.89である。 選択肢考察 答え d 

Ob 特異度~ 90; (90 + 20) ~ 0.82である。 xa 印象材の練和は歯科衛生土でなくても行うことが

x c 偽陽性率二20;(90 + 20) ~ 0.18である。 できる。

x d 陽性適中度~ 80; (80 + 20) ~ 0.80である。 x b 歯料保健指導は歯科衛生士業務の名称独占であ

る。

ポイント x c パキユ ム操作は歯科衛生士でなくても行うこと

耽曙度 本当に痕病がある人のうちスクり ングでも陽性と ができる。

(感 度) 判定された人の割合 Od フッ化物歯面塗布は歯科衛生士業務の業務独占てe

特異庄
憧全な人のっちスクリ ーングでも陰性と判定された ある。
人の暫j古

開性反応適中置 スクリ ンデで明性と判定された人のっち本当に疾
ポイント(横車後確率) 病のある人の割合

陰性反応適中度
スクリー ツグで陰性と判定された人のっち健全な人 く歯科衛生土の業務>

の割合 名称狙占 歯科保健指導

品陰性率
本当は疾請があるの!とスクリ ーングでは瞳性と判定 歯科診療の補助
された人の割合 仮封仮封の除去、貼華、 重層、マトリックス白装

偽陽性率
本当俗健全なのにスクリ ンずでは陽性と判定され

業務独占
着除去、予防壇塞、克填物の研磨、結繋線の除去

た人の割合 フッ化物歯面塗布
予防的歯石時去
予防的薬物塗布

日
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(問題 34)下顎水平埋伏智歯抜歯の際に有効な工ッケス
線写真撮影法はどれか。2つ選べ。
a 岐翼;圭
b 工ッヲス線CT

c 頭部工ツヲス線規格写真
d パノラマ工ッヲス線写真
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選択肢考察 答え bd 

X a 岐翼法は隣接面う蝕の診断IC有効である。
Ob 工ッヲス線CTでは水平断面像を得ることができ

る。

Xc 矯正歯科治療の際に有効な撮影法である。

Od パノラマ工ツヲス線写真では埋伏智歯が読影でき

る。

ポイント

<下顎水平埋伏智歯臨歯の際に有効な工ッヲス線写真掻.J>
パノラマ工ッフス線写真、工ッウス線C丁、 二等分
法、平行法など

{問題 35) 生体活性材料はどれか。

a チヲン

b アルミナ

C ジルコ二ア

d TCP (第3リン酸カルシウム〉
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選択肢考察 答え d

Xa チヲンは生体不活性材料である。
xb アルミナは生体不活性材料である。

x c ジJ~コ二アは生体不活性材料である。
Od 第3リン酸カルシウム、八イドロキシアパヲイト、

生体ガラスは生体活性材料である。

ポイント

くインプラント材料と生体反応>

インプラント材料 係一間
一

織
竺
組
一
骨
一哩

A
D

一
適
↑
体一生
↑
応
一

主

同
一帥

閉

生一

-a

戸テンしスI掴
金Ico-cr合金
属げタン
チタン合金
._IJヲ Lミナ

主ドiJLコ二ア
ミItJーポン
ツυkイドロキシア/(タイト
21TCP 第3リン酸カルシウム〉
ハ l生体ガラス

生体
不活性 [官JJ
生体活性

午前問題解説

[問題 36)象牙質知覚過敏症でみられるのはどれか。 2
つ選べ。

a 打診痛

b 擦過痛

C 冷水痛

d 自発痛

アプロチ

象牙質知覚過敏症は象牙細管が口腔内に露出閉口する

ことで生じる。症状は一過性の誘発痛である。

選択肢考察 答え bc 
xa 象牙質知覚過敏症で打診痛は生じない。
Ob 象牙質知覚過敏症では、歯ブラシや探針などによ

り一過性の擦過痛が生じる。

Oc 象牙質知覚過敏症では、一過性の冷水痛が生じる。
xd 象牙質知覚過敏症で拍動性の自発痛は生じない。

ポイント

象牙質知覚過敏症は捜面露出ゃくさび状欠損などで生

じる。プラ フコント口 Jしやフッ化物塗布などが行わ
れる。

(問題 37) メヲルインレーが装着された下顎右側第 大
臼歯に麻酔怯髄を行うこととした。使用する器具の写真

(別冊午前 No.3)を別に示す。

使用目的はどれか。 2つ選べ。
a 歯髄腔への穿孔
b 根部歯髄の除去

C う蝕象牙質E切削

d メヲルインレーの除去

| 別冊午前 No.3 写真 | 
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選択肢考察 答え a c 

CA用ラウンドパ

Oa I友髄する際の歯髄H腔への穿孔はラウンドパーなど
が用いられる。

x b 根部歯髄の除去はクレンザなどを用いる。ラウ
ンドパーは使用しない。

Oc う蝕象牙質の切削にはラウンドパーを用いる。
xd メヲルインレーの除去は FG力一パイドパーを使

用する。 ラウンドパ では除去できない。

ポイント

ラウンドパーはスチール製であり、オ トフレ ブで

錆びるなどの欠点があった。最近ではステンレススチー

Jし製のラウンドパ が販売されており、オートヲレープ
滅菌が可能である。
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(問題 38)23歳の男性。上顎左側中切歯の痔痛を主訴
として来院した。 1か月ほど前から冷水痛を自覚してい
たが、昨日から温熱痛と自発痛が出現したという。近心

隣接面にコンポジットレジン修復がなされている。

最も考えられるのはどれか。

a 歯髄充血

b 象牙質知覚過敏症

C 急性化膿性歯髄炎

d 急性化膿性根尖性歯周炎
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選択肢考察 答え C

xa 歯髄充血では自発痛は生じない。そのため、歯髄
充血は考えられない。

x b 象牙質知覚過敏症は 過性の誘発痛が特徴であ
り、自発痛はみられない。そのため、象牙質知覚過

敏症は考えられない。

Oc 冷水痛を自覚していた状態から温熱痛と自発痛が
出現したことから急性化膿性歯髄炎と考えられる。

xd 急性化膿性根尖性歯周炎は歯髄が失活しており、

冷水痛はみられず、打診痛や根尖部歯肉の発赤や腫

脹などがみられる。したがって、急性化膿性根尖性

歯周炎は考えられない。

ポイント

歯髄炎 歯髄に生活反応がみられ、温度診や電気診に反

応する。

根尖性歯周炎歯髄は失活しており、冷水痛は生じない。

(r.覗li39) 写真(別冊午前 No.4)に示す根管治療用器
具はどれか。

a レンツ口

b ヲレンザ

c Kファイjし
d H 7ァイJし

| 別冊午前 No.4写真 | 

アプロチ

根管治療用の小器具は類似しているものがあるので注意

する必要がある。写真をみると、円錐を連ねたような形状

をした器具であるのでHファイルであることがわかる。

置き
答え d 

トイ フアイjレ

xa レンツ口は螺旋状の器具である。
xb ヲレンザーは歯髄の除去する器具で、スム スブ

ローチにとげのついた器具である。

X c K 7アイJしはワイヤ を捻って製作した器具であ
り、写真のような形状ではない固

Od Hファイルはワイヤ を切削して製作(旋盤加工)

した器具で、写真のように円錐を連ねたような形状

となる。

ポイント

根管拡大形成用の手用小器具には、リーマ一、 Kファ

イル、 HファイJしがある。 見すると類似した形態であ
るため、それそ。れ以下の記号で識別することがある。

D. : IJ マ 、口 K ファイ J~、 O : H ファイル

[問題 40) 歯の損耗(ToothWear)はどれか。2つ選べ。

a う蝕
b 酸蝕症

C くさび状欠損

d 歯の内部吸収
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選択肢考察 答え bc 
x a う蝕は歯の損耗 (ToothWear)ではない。

Ob 酸蝕症は職業で酸を取り扱ったり、酸性食品の摂

取などで生じる歯の損耗 (ToothWear)である。

Oc くさび状欠損は不良なブラッシングやアブフラウ
ションなどで生じる歯の損耗(ToothWear)である。

xd 歯の内部吸収は歯の損耗(ToothWeaけではない。

ポイント

く歯の損耗(ToothWear) > 
岐耗症

摩耗症

酸蝕症

アブ7ラフシヨン

くさび状欠損

(問題 41) ポセレンラミネ トベ二ア修復に必要なの
はどれか、 2つ選べ。
a 工ッチング材
b 水硬性仮封セメン卜

C シランカップリンク材

d グラスアイオノマーセメント

アプロチ

ポーセレシラミネートベ二アは、接着性レジンセメン

卜の接着力を利用して歯に接着するもので、歯面および

修復物の処理が重要となる。

選択肢考察 答え ac 
Oa ポーセレンラミネートベ二アを接着性レジンセメ
ントで接着させる際には、形成した工ナメル質面を

工ツチング材で酸処理する必要がある。

x b 水硬性仮封セメントは寓洞に対する仮封であり、
ポーセレンラミネートベ二ア修復の形成面には使用

されない。

Oc ポセレンラミネ トベ二アを接着性レジンセメ
ントで接着させる際には、ポセレンラミネ トベ

二アの被着面をシラン力ップリング材で処理する必

要がある。

x d ポーセレンラミネートベニアはグラスアイオノマー
セメントではなく接着性レジンセメントで合着する。

11ー
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ポイント

ポーセレンラミネ トベニアやポセレンインレ一、

レジンインし などを接着性レジンセメントで接着させ

ると吉に、修復物内面の処置としてシラン力ツプリング

材を用いる。メヲルインレーの場合には、シラン力ツプ

リング材ではなくメヲ)1'プライマーを用いて処理を行う。

〔問題 42)26歳の男性。上顎右側第 小臼歯の冷水霜
を訴えて来院した。う蝕と歯髄腔との近接度を検査する

こととなった。初診時の口腔内写真(別冊午前 No.5)

を別に示す。

適切なのはどれか。

a 透照診
b 歯髄電気診

C 動揺度検査

d インピーダンス測定検査

|別冊午前 No.5 写真

アプロチ

上顎右側第一小臼歯の冷水痛を訴えているが、口腔内

写真をみると、遠1[;隣接面部に大きなう窟が確認できる。

処置方針在決定するためには、歯髄腔までの距離を考慮

する必要がある。

選択肢考察 答え d 

連心隣接面部に

実質史損

X a 透照診は隣接面う蝕の有無や歯の破折の有無など
を調べるものである。

X b 歯髄電気診は歯髄の生死を判定するものである。

X C 動揺度検査は歯周組織の状態を調べるものであ

る。

Od インピーダンス測定検査はう蝕の深さ、つまり、
う蝕と歯髄腔との近接度を調べるものである。

ポイント

くインピーダンス測定検査の目的〉

う蝕の深さ

露髄の有無

根管長の測定

穿孔の有無

午前問題解説

(問題 43)歯周組織検査器具の写真(別冊午前 No.6)
を別lζ示す。

これを使用する部位はどれか。 2つ選べ。
a 上顎第小臼歯頬側

b 下顎第一大臼歯頬側

C 下顎第二大臼歯舌側

d 上顎第二大臼歯口蓋側

円市下百一日0.6 写真

アプローチ

写真の器具は根分岐部用探針(ファ ケ シヨンプロ

ープ)である。したがって、根分岐部が存在する部位を

考えればよい。

選択肢考察 答え bc 

損分岨部用探針

X a 上顎第小臼歯は頬側根と口蓋根の2根性であ
り、頬側に根分岐部は存在しない。

Ob 下顎第 大臼歯は近心根と遠心根の2根性であ

る。頬側に根分岐部が存在するため、根分岐部用探

針を使用する部位である。

Oc 下顎第二大臼歯は近心根と遠心根の2根性であ
る。舌側に根分岐部が存在するため、恨分岐部用探

針を使用する部位である。

Xd 上顎第二大臼歯口蓋側は近心根と遠心根、口蓋根

の3根性であり、口蓋側に根分岐部は存在しない。
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〔問題 44) 歯肉の炎症の評価に有用なのはどれか。
a 歯の動揺度
b 工ツクス線検査

C アヲッチメントレベル

d プ口 ピング時の出血
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選択肢考察 答え d

X a 歯の動揺度は歯肉の炎症とは直接関係がない。
Xb 工ッヲス線検査では歯肉が観察できない。
X C アヲッチメントレベルは歯周組織般壊の程度の把

握を目的として行われる。

Od プロ ビング時の出血は歯肉の炎症の評価1"用い
られている。

ポイント

歯肉に炎症が生じると、歯肉の発赤や腫H脹が生じ、ス

テイツプリングが減少・消失してくる。また、プロ ビ

ング時の出血が生じるようになる。
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(問題 45) 岐合平面と平行になる基準平面はどれか。
a HJl;ll¥平面
b 正中矢状平面

C 力ンベ)(，平面

d フランクフルト平面

るホ山由で題問るす関-L
 
面平準墓る

斗

Jお査診
チ

の
一
A
口

口

岐

プア

選択肢考察 答え C

X a 矯正学分野における Simonの顎態診断法に用い
られる3平面(フランヲフルト平面、眼寓平面、正
中矢状平面)の 1つである。両側の眼目置下点を通り、
フラン"77)(，卜平面に直交する平面をいう。
Xb iE中矢状平面は水平面と直交する平面である。
Oc Camperにより考案された、鼻翼下縁と両側の外
耳道上縁とを結ぷ仮想平面である。岐合平面と平行

になるといわれることから、全部床義歯の岐合採得

の際の仮想校合平面の決定時lこ利用され、補綴学的
平面ともいわれる。

xd 眼高下縁 (Or;オJしピヲーレ)と外耳道上縁 (PO
ポリオン)とを結んだ平面で、岐合器のフェイスポ

ウトランスファ の際、眼寓下点在前方基準点とし

た場合は、フランヲフ)(，卜平面を基準平面として上

顎模型を装着することになる。

ポイント

<岐合の診査!とおける基準平面>

力ンベル平面、フランク7)レト平面

(問題 46)無歯顎者のチ工ツヲバイト法に用いるのはど
れか。

a 石膏印象材

b インレワックス

C アルジネ ト印象材

d ユティりティ ワッヲス

アプロチ

チエッヲバイト法に関する問題である。岐合採得j去の

1つで、半調節牲岐合器の頼路調節に用いられる。有歯
顎と無歯顎で岐合記録材が異なるので注意すること。

選択肢考察 答え a 

Oa， x b 、 xc 、xd
有歯顎であれば歯にアンダーカッ トが存在するの

で、非弾性印象材である石膏印象材は使用できない。

シリコ ンラパ やパラフィンワッヲスを用いる。

方、無歯顎の場合は、シリコ ンラパ、石膏、

酸化亜鉛ユージノー)(，ベーストなどを岐合床の喰合

渥聞で硬化させ、上下顎関係を記録する。

ポイント

くチエッヲバイト法における岐合記録材>

有歯顎 |シリコーツラ/(一、 lぐラコインワックス

鮪歯顎iシリコーンラ/(一、石膏、酸化亜鉛ユージノールベースト

(問題 47) 金属のみで製作される歯冠補綴物はどれか。
a 陶材焼付金属冠
b オー)(，セラミッヲクラウン

C レジンジャケットフラウン

d プロキシマルハー7"7ラウン

アプロチ

金属のみで製作される歯冠補綴物1"関する問題である。

選択肢考察 筈え d

xa 陶材焼付金属冠は外観!こ触れる唇画(あるいは頬
側面)を陶材で前装し、その他は金属で構成されて

いる。

xb オ ルセラミッヲフラウンは文字どおり、セラミ

ッヲのみで製作される歯冠補綴物である。

Xc レジンジャケットフラウンとは、歯冠部全表面を

削除して、レジンを用いて歯冠を被覆する補綴物で

ある。

Od プロキシマjし/¥ーフヲラウンは臼歯部の生活歯に
応用される一部被覆冠である。岐合面、頬側、舌側

の遠心部分を寝う金属のみの歯冠補綴物である。

ポイント

く金属のみで製作される歯冠補綴物>

全部金属冠、 3/4フラウン、 4/5ウラウン、ピンレ
ツジ、プロキシマルハーフヲラウン

〔問題 48) 口腔内写真 (別冊午前N。η を別に示す。
到よは生活歯であった。

金工血2ブ1)ツジに適用される支台装置はどれか。
a 全部鋳造冠
b 歯冠継続歯

c 3/4ウラウン
d 4/5フラウン

| 別間午前 No.7 写真 l 

アプロチ

前歯部ブリッジの支台装置に関する問題である。前歯

部!と応用される歯冠補続物は、陶材焼付金属冠、前装金

属冠、ジャケットクラウン、 3/4"7ラウン、ピンレツジ
である。

選択肢考察

圃

2J 

答え C 

xa 全部鋳造冠は歯冠全体が金属なので、審美性を重
視する前歯には適さない。小臼歯、大白歯に用いら

れる。

xb 歯冠継続歯はポストフラウンともよばれ、歯冠昔日

人工歯と根管内lζ維持を求めるための合釘が体と

なっている。そのため、失活歯にのみ適用される。
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Oc 3/4フラウンは前歯部の生活歯に応用される一部
被覆冠である。唇側は削らないので、唇面在除く、

両隣接面と舌面を覆うことになる。ブリッジの支台

装置として使用してかまわない。

X d 4/5ウラウンは頬側面以外を被覆する金属冠であ

る。小臼歯、大臼歯に用いられる。

ポイント

く適応部位による被覆冠の種類〉

刷歯部 臼歯部

陶材焼付金属冠
同材焼付金属冠
前装金属冠

全部被覆冠 前装金属冠 ジャケツトフラウン(小自由のみ)
ジャケッ トヲラウン

全部金属冠

3/4-7フウン 4プ/5ヲフウン部被覆冠
ピツレッジ ロキシマルハ コフラウン

(問題 49) 次救命処置に含まれないのはどれか。

a 胸骨圧迫
b 人工呼吸

C 気管切開

d AEDを用いた除細動

アプロチ

次救命処置に関する問題である。一次救命処置とは

特殊な器具や医薬品を用いることなく、医師以外の者も

行える行為である。しかし、自動体外式除細動器 (AED)

は例外で一次救命処置に含まれる。

選択肢考察 答え C

Oa、Ob，Od 気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、白
動体外式除細動器 (AED)を用いた除細動は 次

救命処置に含まれる。

X C 気管内挿管や気管切開は二次救命処置に含まれ

る。

ポイント

く 次救命処置〉

特殊な器具や医薬品を用いることなく、医師以外の

者も行える行為である。

<I胸骨圧迫 CCirculat旧門)

e気道確保 (AirWay) 
③人工呼吸 (Breathing)

*なお、自動体外式除細動器 (AED)は 次救命

処置に含まれる。

〔問題 50) 30歳の男性。開口障害と慌下困難とを主訴

として来院した。 5目前に下顎左側智歯を抜去、翌日か
ら舌下部と顎下部とが腫脹し、開口障害が生じたという。

体温は38SC。鴨下痛が強いが、呼吸困難は訴えない。
腫脹部は波動を触れる。初診持の顔貌写真、口腔内写真

(別冊午前 No.8)を別に示すロ

まず行われるのはどれか。 2つ選べ。
a 切開排膿
b 気管切開

C 抗菌薬の投与

d 抜歯高再掻隈

円雨ー午前 NO.8 写真

午前問題解説

アプロチ

口底蜂窓織炎の治療に関する問題である。智歯抜歯に

伴う抜歯後感染が口底部に波及し、口底蜂窟織炎が生じ

ている。

選択肢考察 答え a c 

オトガイ下部田腫脹 舌下部の腫脹と尭赤

Oa 波動を触れる急性炎症なので切開排膿を行う。
Xb 呼吸ffi難を訴えていないので気管切聞は不要であ
る。

Oc 急性炎症の場合、抗菌薬を投与する。
xd 抜歯寓再撞艇はドライソケットの治療法である。

ポイント

く急性炎症時の処置>

①抗菌薬の投与

②抗炎症薬(消炎鎮痛薬)の投与

③切開排膿

*原因歯の抜去は急性炎症時には禁忌である。

[問題 51) シ工ーグレン症候群の特徴はどれか。
a 歯の形成不全
b 乾燥性角膜炎

C 唾液分泌量の増加

d メラニン色素の沈着

。
るあで題問るす関-し徴特の群候症ンレグ

チ

一

一

工

ロ
シ

プア

選択肢考察 答え b 

xa 歯の形成不全はみられない。
Ob、Xc シ工←グレン症候群とは、唾液分泌量の減

弘(~口腔乾燥)、乾燥性角膜炎、関節リウマチを
主症状とした疾患である。

xd メラニン色素の沈着は悪性黒色腫の特徴である。

ポイント

<シェーグレン症候群の特徴>

①口腔乾燥、乾燥性角膜炎、関節リウマチ在主症状と

した疾患。

②更年期の女性に多い。

③耳下腺の腫脹がみられる。

④口腔乾燥により、多発性う蝕、昧覚障害、嶋下障害

が起こる0

@RA陽性、唾液分泌能 (Schirmertest)の低下を示

す。
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〔問題 52) 11級ゴムの作用はどれか。 2つ選べ。

a 下顎臼歯の挺出
b 下顎の遠乙移動

C 上顎臼歯の近心移動

d 上顎前歯の舌租l傾斜

アプロチ

H級ゴムは顎間固定装置(顎間ゴム)の 種であり、

上顎の後方部から下顎前方部にかけるゴムである。

選択肢考察 筈え ad
Oa 11級ゴムでは下顎臼歯の挺出や近心移動が生じる。
x b 11級ゴムでは下顎の近心移動が生じる。
Xc 上顎臼歯の近ι移動は 111級ゴムの作用であるロ
Od 11級ゴムでは上顎前歯の舌側傾斜が生じる。

ポイント

<顎問固定装置(顎間ゴム)> 

H級ゴム

111級ゴム

垂直ゴム

使用方圭 |適応症

下顎の後方部から上顎前方部にかける|上顎前突

上顎由佳方部から下顎前方部!こかける|下顎前突

上下顎歯列間仁垂直にかけ、暗合由 | 
|開眼緊密化を図る l 

空文ゴム |交X喧合由治療に用い、暗合面を越え|主主岐合
て斜めにかける | 

[問題 53) 不正岐合の先天的原因はどれか。 2つ選べ。

a 外傷

b 口蓋裂

C 過剰歯

d 乳歯の早期喪失

先

因
を

原
の

的
も

天
る
後

あ

を
が
の
因

も
原

る
に

あ

前

が

生

因

出

原」

ち

後
う
生
の
出

因原
い
の
い
合

と

チ

岐

因

。

一
正

原

う

口
不
的
い

プ

天

と

ア

選択肢考察 答え bc
x a 外傷は不正校合の原因となるが、これは後天的原
因である。

Ob 口蓋裂などの先天異常により不正唆合が生じ、そ
れらは先天的原因である。

Oc 過剰醤などの歯数の異常や歯の形態異常は不正瞭
合の原因となり、それらは先天的原因である。

xd 乳歯の早期喪失で不正岐合が生じるが、これは後

天的原因である。

ポイント

<不正岐合の先天的原因〉

遺伝

先天異常

歯数の異常

歯の形態異常

午前問題解説

(問題 54) 頭部工ッフス線規格写真のトレ スを図に示
す。

S点はどれか。
a ① 

b ② 

C ③ 

d @) 

アプロチ

S (セラ)とは、蝶形骨のトルコ鞍の壷状形陰影像の
中心点である。

選択肢考察 答え a
Oa ①はS点である。
xb ②はN点で前頭鼻骨縫合部の最前点在示す。

x c ③はA点で、上顎歯槽基底部外形線上の最深点
である。上顎の前後的な位置の評価に用いられる。

x d ④は 日点で、下顎歯槽基底部外形線上田最深点
である。下顎の前後的な位置の評価に用いられる。

ポイント

SNA角上顎骨の前後的位置を表す。この値が大きけ

れば前方位と判断する。

SN日角下顎骨の前後的位置を表す。この値が大きけ

れば前方位と明断する。

ANB角上下顎骨の相対的な位置関係を表す。この値

が大吉ければ上顎に対して下顎が後方位と判

断する。

[問題 55) 矯正装置装着時の口腔内写真(別冊午前 No

9)を別に示す。

この装置について正しいのはどれか。

a 持続的な力を加える。
b 小臼歯を歯肺移動させる。

C 機能性矯正装置に分類される。

d ナンスのホールディングアーチである。

| 別冊午前 NO.9 写真 | 

アプロチ

写真の矯正装置をみると、バンド!と4つのらせんを有
するワイヤ が付与されているのでつワドへリッヲスで

あるとわかる。

選択肢考察 答え a 

つのらせん

クワッドヘリヲスを装着している

Oa フワドヘリッウスは持続的な力を加える装置であ
る。

x b 頬側1"傾斜移動させる。
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x c ヲワドヘリッフスは器械的な矯正装置である.
Xd この矯正装置はヲワドヘリッヲスである。

ポイント

くヲワドヘリッヲス〉

持続的な矯正力を発揮する。

臼歯音Eを頼慣れ傾斜移動させ歯列弓を広大させる。

(問題 56)幼若永久歯の特徴について正しいのはどれ
力、。 2つ選べ。

a 歯髄腔が狭い。
b 小寓裂j胃が浅い。

C 象牙細管が太い。

d 工ナメル質が厚い。

アプロ チ

歯は萌出後も成熟していく。 萌出して聞もない永久歯

を幼若永久歯といい、歯根が未完成である。

選択肢考察 答え cd

X a 幼若永久歯は象牙質が薄く、歯髄腔が広い。
X b 幼若永久歯は岐耗しておらず、 小寓裂溝が深い。

Oc 幼若永久歯は象牙細管が太い。加齢変化で象牙細
管は狭窄してくる。

Od 幼若永久歯はエナメル質が厚い。歯根が完成し岐
合するようになると岐耗して薄くなっていく。

ポイント

〈幼若永久歯〉

歯根が未完成で、根尖孔が太い。

象牙質が薄く、象牙細管が太い。

歯髄腔が広い。

エナメル質が未成熟で、耐酸性が低い。

臼歯の小禽裂満が複雑で明瞭である。

(問題 57) リガ フェーデ病の原因はどれか。
a 遺伝
b ウイルス

C 栄餐障害

d 早期萌出歯

アプローチ

リガ フ工ーデ病は国試によく出題されている。原因

や発症部位などは覚えておく必要がある。

選択肢考察 答え d

x a 1)ガ フェーデ病の原因は遺伝ではない。
X b リガ フェーデ病の原因はウイルスではない。

Xc リガ フエーデ病の原因は栄養障害ではないe

Od リガ フエ デ病の原因は先天歯、 つまり、早期
萌出歯である。

ポイント

〈リガフエデ病〉

先天歯が原因で舌下部に生じる外傷性潰揚である.

晴乳に関連しており、乳児にみられる。

午前問題解説

(問題 58) 4歳の女児。保護者が前歯の形態異常在気づ
いて来院した。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No.10)

を別に示す.

矢印で示すのはどれか。

a 切縁結節
b 切歯結節

C 中心結節

d 力ラベリ 結節

円而苧前 NO.10 写真

アプロチ

歯の形態異常に関する問題である。口腔内写真から乳

中切歯の舌側に生じていることがわかる.

選択肢考察 答え b 

xa 切縁結節は切歯の切縁にみられる結節である。乳

歯は岐耗しやすく、口腔内写真から切縁結節ではな

し、。
Ob 切歯結節は上顎乳切歯の舌側面にみられる異常結
節である。

x c 中心結節は小臼歯の岐合面にみられる異常結節で
あるe

xd カラベリ 結節は上顎第大臼歯の近心舌側岐頭

の舌側面にみられる異常結節である。

ポイント

切歯結節は上顎乳前歯の舌側面に生じる。切歯結節の

破折により歯髄炎になることがある.また、切歯結節に

より舌尖付近に潰揚が生じることなどもある。

[問題 59)若年者と比較した高齢者の歯周組織で特徴的
な所見はどれか。

a 歯根膜の肥厚
b 歯肉上皮の葬薄化

C 歯槽骨の骨密度上昇

d セメント質の葬薄化

アプロチ

加齢1;::伴う歯周組織の変化についての問題である。

選択肢考察 答え b
xa 高齢者白歯恨膜細胞の増殖能は若年者と比較して

低く‘そのほかの細胞成分も減少しており、歯根膜

は葬薄化する傾向にある。

Ob 歯肉上皮の葬薄化や結合組織内の線維芽細胞の滅
少などにより歯肉退績が生じ、くさび状欠損や知覚

過敏、根面う蝕おどが生じやすくなる。

x c 骨芽細胞数の減少や骨リモデリング能の低下によ
り、全身と同様に骨密度が低下する。

xd 加齢に伴い、特に栂尖部では細胞性セメント質が

添加され、厚みが噌加する。
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ポイント

一般的に加齢に伴い細胞数の減少や機能低下、組織の

萎縮や変性が起こる.

〔問題 60) 高齢者の基本的日常生活動作を評価する「機
能的自立度評価表 (FIM)Jの評価項目はどれか。

a 買物をしている。
b 着替えをしている。

C 薬を服用している。

d 家計の管理をしている。

アプロチ

高齢者の基本的日常生活動作を評価する方法には、

Barthel indexとFIMがある。

選択肢考察 答え b

x a 買物をしているは IADLの評価項目である。

Ob 着替えをしているは機能的自立度評価表 (FIM)
の評価項目である.

x c 薬を服用しているは IADLの評価項目である。

xd 家計の管理をしているは IADLの評価項目であ

る。

ポイント

<FIM>  

機能的自立度評価表で、 Barthelindexが『できるJ

ADLを評価するのに対し、「しているJADLを記録

することで、介助置の測定が可能である。

く手段的日常生活動作 (IADL)> 

(Instrumental Act川:yof Oaiν Livin日)日常生活
を送るうえで必要な動作のうち、 ADLより複雑で高

次な動作をさす。高齢者の生活自立度を評価する場合

は、 ADしだけではなく IADLも考慮することが必要

だと考えられている。(電話の使用 買い物責事の

支度家屋維持洗選外出時の移動服薬家計管理)

(問題 61) 小児自閉症児の特徴はどれか。 2つ選べ。
a 女児に多い。
b 儀式化がみられる。

c 反容言語を使用する。

d 地象的に思考できる。

アプローチ

小児自閉症児の特徴に関する問題である。

選択肢考察 筈え bc

x a 比較的男児に多い。
Ob 同一傾向を保持し、機式化することがある。
Oc 反響言語を使用し、オウム返しを行うことが多いo
xd 抽象的に思考することはで吉ない。

ポイント

く小児自閉症児の特徴〉

男児lζ多い。

一見利発そう。

パニッヲに陥りやすい。

反響言語を使用し、オウム返しを行う。

同傾向を保持し、儀式化する.

午前問題解説

(問題 62) ベリヲルについて正しいのはどれか。 2つ選
Pミ。

a 細菌の産生物である。
b 歯面の保護作用がある。

C プラーヲ形成の足場となる。

d 歯ブラシで除去可能である。

被得獲で膜

、
し薄なRn 

E
 
透るれさ成形-」面

。

歯

る
は
れ
ル
わ

チ
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一
リ
も

ロ
ベ
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プ

糠

ア

選択肢考察 答え bc 
x a ぺυヲルは唾液由来の糖ヲンパヲ質などが吸着さ
れて形成され、細菌は含まない。

Ob，Oc ベリヲJしは、酸から歯面を保護するはたら
きがある。一方、細菌が付着しプラーヲ形成の足場

となる。

xd ベリヲJしは歯ブラシでは除去できない。

ポイント

ペリヲルは、研磨用ポリッシングブラシなどを用いる

と除去できる。しかし、ベリク)[，は唾波中の聴ヲンパヲ

質などが吸着されて形成されているため、除去しても歯

面に再形成される。紅茶、コ ヒ などの外来性色素は
ペリフルに沈着しているものが多い。

〔問題 63) フッ化物溶液で pHがアルカリ性を示すのは

どれか。

a APF 

b 2 % NaF 
c 8% SnF2 

d 38% Ag (NH3) 2F 

アプローチ

各種フッ化物潜液の特性について理解しておくこと.

選択肢考察 答え d

x a APF (厳性フッ素リン酸溶液)は文字通り酸性

である.

x b 2 % NaF (フッ化ナトリウム)は中性である。
x c 8%SnF2 (フッ化第 スズ)は酸性である。

o d 38% Ag (NH，) 2F (フッ化ジアンミン銀)はア
ルカリ性である。

ポイント

2%フッ化ナトリつムは、 中性である。

〔問題 64) SPTにおいて歯科衛生士が行うのはどれか。

2つ選べ
a PMTC 

b 岐合調繋

c 暫悶固定
d スケーリング

アプローチ

SPT (Supportive periodontal therapy)とは、歯周

治療によって病状が安定した歯周組織を維持するための

治療である。
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選択肢考察 答え ad

o a SPTでは、 SRP後に PMTC在行うとよい。
PMCTは歯科衛生士が行うことができる。

x b 、xc 岐合調整や暫間固定は歯科衛生士が行うこ
とではない。歯科医師が行うものである。

Od SPTでのスケーリングは歯科衛生士が行うこと

ができる。

ポイント

歯周病の原因はプラ クであり、 SPTではプラーヲ

コントローJしが重要となり、 SRPや岐合調整なども行
われる。

〔問題 65) 口腔内写真 (別冊午前NO.ll)を別に示す。
観察できるのはどれか。 2つ選べe
a 付着の喪失
b 小帯の高位付着

C テンシヨンリツジ

d 付着歯肉幅の減少

円市平高 NO.11 写真

アプロチ

口腔内写真から、前歯部に歯肉退縮が認められる。

選択肢考察 答え ad 

歯肉退縞が

認められる

Oa 付着の喪失はアヲッチメントロスともいう。 歯肉

退縮しており、セメント工ナメJし境が露出している
ため、付着喪失が観察できる。

x b 小帯の高位付着はみられない。
x c テンシヨンリツジは堤状隆起ともいうが、観察で
きない。

Od 歯肉退縮がみられることから、付着歯肉幅町減少

が観察できる。

ポイント

歯肉退縮により、アヲッチメントロス(付着の喪失)

と付着歯肉幅の減少が生じていることが判断できる。根

面露出1<::より象牙質知覚過敏症が生じることもあるため

注意する。

〔問題 66) 計測に辺縁歯肉の位置が関与するのはどれ
力、。2つ選べ。

a 付着歯肉幅

b 付着喪失璽

C 上皮性付着量

d 歯周ポケット深さ

アプロチ

歯周組織の検査に関する問題である。

午前問題解説

選択肢考察 答え ad 
Oa 付着歯肉幅は r(辺縁歯肉から歯肉歯槽粘膜境ま

での距離)-(ポケット深さ)Jであり、計測に辺

縁歯肉の位置が関与する。

x b 付着喪失量はアヲッチメントレベルの変化で計測
する。アヲッチメントレベJしは「セメント工ナメル
境からポケット底までの距離Jまでである。辺縁歯

肉の位置は関係ない。

x c 上皮性付着畳は、付着上皮(接合上皮)が歯面lこ
付着している部分である。辺縁歯肉の位置は関係な

し」

Od 歯周ポケット深さは『歯肉辺縁からポケット底まで

の距離』であり、計測に辺縁歯肉の位置が関与する。

ポイント

〈歯周ポケット深さとアヲッチメントレベ)[，>

どちらもポケット底の位置を調べているが、測定す

る基準点が異なる。歯周ポケット深さを測定する基準

点は歯肉辺U縁であり、アヲッチメントレベルを測定す

る基準点はセメントエナメル境である。

[問題 67) プ口一ピングで正しいのはどれか。

a フリ ハンドで行う。

b 掌握状把持法で行う。

C プロ ビング圧は 50gである。
d ウォ キングスト口 7で操作する。

容内世、
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歯

基

プ

は
ア

選択肢考察 答え d
X a 手指の固定では、測定歯や隣接歯に固定点をおく。

Xb プローブは改良執筆状で把持する。

Xc プ口一ピング圧は約259である。
Od プロ ビング操作はウォ キングストローヲで行う。

ポイント

<プ口ーピングの方法〉

改良執筆状把持法で行う

測定部位にできるだけ近く確実な固定点をとる。

プ口 ブは歯軸に平行に婦入する

プロ ビング圧は20~25gで行う@

ウォ キングスト口 7で操作する

(問題 68) CPI (Community Periodontal Index)の判
定に用いられないのはどれか。

a 歯肉縁下歯石の有無

b 歯周ポケットの深さ

C プラ ヲの付着の有無

d プロ ビング時の出血の有無
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口
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判
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て
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選択肢考察 答え C

Oa CPIでは、歯肉縁下歯石の有無を判定に用いる。
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Ob CPIでは、歯周ポケットの翠さを判定に用いる。

X c CPIでは、プラ ヲの付着の有無は判定しない。
Od CPIでは、プロ ビング時の出血の有無を判定に

用いる。

ポイント

<CPIの判定基準>

コード2

[問題 69) 根薗う蝕のリスヲ在高めるのはどれか。2つ

選べ。

a 加齢
b 歯根嚢胞

C エナメル質の白濁

d シェーグレン症候群

アプロチ

う蝕発生に関与する3つの因子として細菌と宿主、糖

質がある固宿主因子は歯の質や唾液量などであり、根面

う蝕は宿主因子としての歯肉退縮lこ伴って生じる。

選択肢考察 筈え ad 
Oa 根面う蝕は高齢者に多い。加齢による歯肉退縮が

リスヲとなる。

x b 歯根袈胞は失活歯の根尖部に生じる嚢胞であり、
根面う蝕のリスクとは関係ない。

X C 根面う蝕は歯根面に生じるう蝕であり、工ナメjし

質の白濁は関係ない。

Od シ工ーグレン症候群は唾液量減少により、う蝕の

リスヲが高まる要因となる。

ポイント

<根面う蝕〉

環状性に進行する。

歯肉退縮に伴う歯根面が露出した患者に生じる。

(問題 70) 深い歯周ポケットのル トプレ 二ングに最
も適しているのはどれか。

a 超音波スケーラ-
b チゼルヲイプスケーラー

C シッフルヲイプスケ ラ

d キユレットヲイプスケ ラ

の臭器↓AO
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選択肢考察 答え d

xa 超音波スケーラーは歯肉縁干のスケ←リング )[， 

ートプレ 二ングに使用するチップも存在するが、

歯肉線下の細かい複雑な部位は手間スケ う を使

用するのが般的であり、超音波スケーラーが最も

適しているとはいえない。

Xb チゼルヲイプスケーラーは歯肉縁上の歯石や下顎

午前問題解説

前歯隣接面の歯石の除去などに用いられる。

Xc シッヲルタイプスケ ラ は歯肉縁上田歯石や浅

い歯肉縁下の歯石の除去などに用いられる。

Od キユレットヲイプスケ ラ は、歯肉縁下のスケ

リングル トプレ ニングに用いる器具とレて

は最も一般的であり、深い歯周ポケットのJし トプ
レー二ングに最も適している。

ポイント

キユレットタイプスケ ラ であるグレ シヲィ

プキュレツトには、通常のヲイプより第一シャンヲが

3mm長いアフヲーファイブやミニファイブがあり、深

い歯周ポケット!こ適している。

[問題71) 工アスケ う の特徴はどれか。 2つ選べ。
a 水量が少なくて済む。
b キャピテーシヨン効果がある。

C 歯肉縁下ポケットに利用できる固

d 毎秒20，000~ 40，000回振動する。

lu 
用応を気空縮圧の
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選択肢考察 答え ac 
Oa 工アスケ ラ は振動数が少ないため、過熱の心

配がなく水量が少なくて済む。

X b 超音波スケーラーにはキャピテーション効果があ

るが、工アスケーラーにはキャピデ シヨン効果は

ない。

Oc 工アスケ ラ は歯肉縁下ポケットのスケ リン
グに利用できる。

xd エアスケ ラーは毎秒2~ 6.5kHz (2，000 ~ 

6，500回)振動する。

ポイント

く工アヌケーラー>

毎秒2~6.5kHz (2 ，OOO~6，500目)振動する。

過熱の心配がなく、終痛や刺激および歯菌への損傷

が少ない。

先端にライトがついているものが多く、術野の明視

ができる。

{問題 72) 29歳の男性。下顎左側大臼歯部の食片圧入
を訴えて来践した。食片庄入は数年前から自覚している

という。初診時の口腔内写真 (日l冊午前 No.12)を別

に示す。

原因を考えるために行う検査はどれか。2つ選べ。

a 口臭検査
b 歯間離開度検査

C 歯の動揺度測定

d フアーケーシヨンプローブ検査

uu冊午前 NO.12 写真

アプローチ

数年前から食片圧入を自覚している患者である。食片

圧入は歯間部に食片がつまってしまうもので、その原因

は歯悶離開度の増大などであり、それらを調べられる検

査を行うのがよい。
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選択肢考察 答え b c 

尭赤

X a 口臭検査は食片圧入の原因在調べるものではない。

Ob 歯間離開度が広いと食片圧入が生じやすいため、
食片圧入の原因を調べるために歯間離開度検査I~有
効である。

Oc 歯の動揺が大きくなると食片庄入が生じやすいた
曲、食片圧入の原因を調べるため仁歯の動揺度測定

は有効である。

xd ファ-'7-シヨンプ口 ブ検査は根分岐部の検査

であり、食片圧入の原因を調べるものではない。

ポイント

〈食片圧入の主な原因>

大きな歯問時1度
隣接接触点の位置、形態の異常

歯の動揺

隣接面う蝕

辺緑隆線の不整など

〔問題 73)ルートプレーニング後の象牙質知覚過敏症の
予防で適切なのはどれか。 2つ選べo
a 歯質の過剰切削を避ける。
b l肯前に7ツ化物;先口を行う。
C 術後にフッ化物を塗布する。

d 術後にブラッシング在中断させる。

アプロチ

ル トプレ ニング在行うと、術後IC象牙質知覚過敏

症が生じることがある。したがって、事前に象牙質知覚

過敏症の可能性を説明し、適切に対応する必要がある巴

選択肢考察 答え ac 
Oa 歯質の過剰切削は象牙質知覚過敏症の発症につな

がるため、過剰な歯質の切削を避ける。

x b 術前にフッ化物洗口を行っても象牙質知覚過敏症
の予防とはならない。

Oc ルートプレーニング後に露出した恨面にフッ化物
を塗布すると、象牙質知覚過敏症の予防となる。

xd 適切なプラークコントローんにより象牙質知覚過

敏症が軽減するため、術後にブラッシングを中断さ

せることはよくない。

ポイント

象牙質知覚過敏症は根薗露出などによって口腔内に象

牙細管が閉口すると生じる。そのため、フッ化物塗布な

どにより象牙細管を封鎖すると象牙質知覚過敏症の予防

につながる。適切なプラーヲコントローんにより、唾液

中のミネラJレが沈着し象牙細管の封鎖が生じるため、プ
ラ クコントロ )L，も重要である。

午前問題解説

[問題 74) シャ プ二ングで正しいのはどれか。 2つ選
べ。

a 爪に当てて切れ昧を確認する。
b 施術中はセラミッヲストーンが適する。

C 刃部のヒーんからトウに向かつて研ぐ。

d 形態修正にはアーカンソーストーンを用いる。

で題問るす関眠るす用使や法方のグンプ
チ

一

一
ヤ

。

ロ
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ア

選択肢考察 答え bc 
x a 切れ味の確認には、爪ではなくテストスティッフ
を用いる。

Ob セラミッヲストーンはオートタレーブ滅菌が可能
で潤滑剤が不要であるため、施術中IC適している。

Oc シャ プ二ングは刃部のヒ ルからトウIC向かっ
て研ぐ。

xd 形態修正には粒子が組いインディアナスト ンな

どを用いる。

ポイント

く砥石の種類>

[問題 75)重曹粉末噴射歯面清掃器について正しいのは
どれか。

a 露出した根面の清掃に用いる。

b 小さな円を描くように操作する。

C ノズjしは歯面lζ密着させて使用する。

d ;e;ナトリウム血症の患者Ic使用できる。
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選択肢考察 答え b

x a 重曹粉末噴射歯面清婦器は露出した根面には使用
しない。

Ob 小さな円を錨くように歯函清掃を行う。
x c 歯面清掃時は、ノズルは歯面から2-----5mm離し
て使用する。

xd 重曹粉末噴射歯画，青掃器は高ナトリウム血症など

ナトリウム摂取制限がある患者には使用しない。

ポイント

〈重曹粉末噴射歯面清掃器む禁忌症>

ナトリウム摂取制限中の患者 高ナトリウム血症、

浮腫、妊娠高血圧症候群など

呼吸器系に重度の疾患がある患者

全身的な疾患や障害がある患者
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〔問題 76) PMTCに用いる器具の写真(別冊午前 No
13)在別に示す。

この器具の使用法で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 高漣回転で連続的に操作する。
b カップ内面に研磨剤をつけて使日用する。

C 力ツプを極冠側がら歯肉方向へ動かす。

d 力ツプ辺縁が少し広がる程度に圧接する。

|別冊午前 NO.13 写真|

一フでスピドンしグン
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選択肢考察 答え bd 

コントラアングルハンドピ ス

x a ハンドピ スは低速回転で断続的に操作する。
Ob ラパ 力ツプの内面!こ研磨剤jをつけて歯面に当て
る。研磨剤を含めた湿潤状態を保つことで、摩擦熱

の発生を低減できる。

x c 歯周ポ7ット内に研磨剤が必要以上lζ入らないよ
うに、カップを歯肉j~~から歯冠方向へ動力、す。

Od ラパー力ツプは、辺縁が少し広がる程度に歯ilillc
圧接する。

ポイント

< PMTC田方法>
①プラ-?の染め出し

②研磨剤の注入または塗布

@隣接面の清掃研磨

盛期責舌側面岐合面の清掃研磨

⑤歯Eの洗浄
⑥フッ化物塗布

(問題 77) う蝕活動性試験で患者の皮膚温を利用するの

はどれか。

a RDテスト⑧

b Dentocult'lJl LB 
C 力リオスヲット@

d ミユ カウン卜@

アプロチ

う蝕活動性試験の方法に関する問題である。

選択肢考察 答え a
Oa RDテスト@ は、患者の腕に 15分貼付し体温を

利用して保温する。

x b Oentocultl8J LBは3TCの恒温槽で4日間培養す
る。

x c 力リオスヲット@ は 3TCの恒温僧で 24~ 48

時間培養する。

x d ミユ 力ウントゅ は3TCの恒温檀で24時間培
養する。

ポイント

くRDテストω>

唾液を検体とし、微生物因子を評価する試験であ

る。

患者の腕に15分貼付し体温を利用して保温する。

レサズリン還元性菌の活性を測定することで唾液中

の細菌数を調べる。

{問題 78) フッ素イオン濃度9，000ppmのフッ化物を
用いるのはどれか。

a フッ化物洗口(毎日法)
b 7ッ化物洗口(週1団法)

C フッ化物歯面塗布

d フッ化物配合歯磨剤

法方のれぞれそ
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選択肢考察 答え C

xa 7ッ化物洗口(毎日法)はフッ素イオン濃度
226 ~450ppm のフッ化物を用いる。
x b フッ化物洗口 (週 1団法)は7ッ素イオン濃度
900ppmのフッ化物を用いる。
Oc フッ素濃度9，OOOppmのフッ化イオン物はフツ
化物歯面塗布Ic用いられる。

x d フッ化物配合歯磨剤はフッ素イオン濃度
I，OOOppm以下のフッ化物を用いる。

ポイント

2%フッ化ナトりウム (NaF)溶液のフッ素イオン濃

度は9.0口Oppmであり、フッ化物歯画塗布に利用され
ている。洗口法(遇1団法)に用いるフッ化ナトリウム
の濃度は0.2% (900ppm)であり、フッ化物歯面塗布
の1ハ口の濃度である。

〔問題 79)6歳由男児。う蝕予防処置を希望して来院し
た。下顎左側第一大臼歯が萌出中である。口腔内写真(別

冊午前 No.14)を別に示す。

現時点で適切な対応はどれか。 2つ選べ。
a プラ ヲコントロール

b フッ化物配合歯磨間J塗布
C レジン系材料による予防填塞

d リン酸酸性フッ化ナトリウムゲル塗布

i 8
'
J冊午前 NO.14 写真|

るえ考を置処防予蝕-つるすす
合
V
F児歳nb

 
の中
る

出
あ

チ

萌

で

一一
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口
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選択肢考察 答え a d 
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下顎軍大臼曲目歯冠は

完全に萌出していない

Oa 萌出途中であり、プラ フコントロ )L，はう蝕予
防処置として重要である。

xb フッ化物配合歯磨剤を使用してプラ クコントロ

ールを行うのはよいが、塗布することはない。

x c レジン系材料による予防填塞は、歯冠が萌出して
ラパ ダム防湿が可能となってから行う。

Od 萌出途中の幼若永久歯に対してりン酸酸性フッ化ナ

トリウムゲ)L，塗布はう蝕予防処置として妥当である。

ポイント

う蝕予防にはプラ ヲコントロールが重要である。小

高裂溝に対する予防填塞は、ラパ ダム防湿が可能であ

ればレジン系填塞材を用いる。ラパ ダム防湿が困難な

場合には、簡易防湿下でグラスアイオノマ セメン卜系

縫塞材による予防填塞を行うとよい。

〔問題 80) 準寝たきりの高齢者lこ口をすすがせるとき好

ましいのはどれか。

a 立位

b 座位

C 腹臥位

d ファ ラ位:

アプロチ

要介護者に対する口腔ケアについての問題である。

選択肢考察 答え d

xa 準寝たきりの高齢者に立位は適切ではない。
x b 般的1"口腔ケアの体位としては座位が好ましい
が、準寝たきりの高齢者に座位は国難である。

x c 腹臥位は誤燃しやすい体位のため適切ではない。
Od 準寝たきりの高齢者!と口をすすがせると吉は77

ーラ位が適切である。

ポイント

<7ァラ{立>

上体を45圃起こした体位のことである。体位保持に
はギヤツジベッドやパッウレストなどが用いられるこ

とが多い。身体がずり落ちないように、頭部や阪寓、

膝下などを枕ゃっッシヨンで支えるのが望ましい。

〔問題 81) 在宅歯科医療について正しいのはどれか。
a 介護保険の対象となる。

b 市町村長の指示で行う。

C 介護支援専門員が診療補助を行う。

d 地域包括支援セン? と連携する。

アプローチ

在宅歯科医療は診療内容においては比較的簡便なもの

に限定されるものの、歯科医療施設で行う歯科医療と異

なるものではない。

選択肢考察 答え d

xa 在宅歯科医療は介護ではなく医療であり、医療保
険の対象となる。

xb 在宅歯科医療は患者の求め!と応じて行う。

Xc 在宅歯科医療で歯科診療の補助ができるのは、看

護師と歯科衛生士である。

Od 地域包括支援セン? とは地域包括ケアの拠点的

役割であり、地域の医療機関などと連携して地減高

齢者の福祉医療二一ズに対応する。

ポイント

在宅歯科診療の提供は医療保険で給付される。引き続

き計画的継続的な口腔管理が必要と判断された患者iこ

は居宅療養管理指導が提供され、これは介護保険で給付

される。

〔問題 82) 鴨下内視鏡検査の写真 (別冊午前 No.15)を
別lこ示す。

矢印はどれか。

a 気管

b 仮声帯

C 喉頭蓋

d 梨状陥凹

|別冊午前 No.15 写真

アプロチ

聴下内視鏡検査の写真から咽頭や喉頭の構造を考える

問題である。

選択肢考察 答え C 

矢印は喉頭蓋

xa 気管は開大した声門の奥にみられる。
xb 仮声帯は声帯ヒダの上方にあり、声帯靭帯の外側
にみられる。

Oc 矢印は喉頭重であるロ
xd 梨状陥凹は咽頭後頭部の両側にある凹みである。

ポイント

聴下内視鏡検査 (VE)は上咽頭から下咽頭、喉頭ま

での食塊の流れを直視下1"て観察することができる固
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〔問題 83) 6-7歳児への口腔清掃指導で適切なのはど
れか。

a ブヲブヲうがい
b 歯間ブラシの使用法

C 第大臼歯に対する 1歯磨き
d ジ工ツト水流式口腔洗浄器の使用法

おに肉付F
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選択肢考察 答え C

x a 洗口では歯垢は除去できない。
xb 6-7歳は歯問ブラシの適周年齢ではない。

Oc 萌出途上の歯は清掃が困難なため、 1歯ずつの清
掃が効果的である。

xd ジェット水流式口腔洗浄器では歯垢は除去できな

し、。

ポイント

混合歯列期に口腔清掃指導では、萌出途上の歯在中心

とした歯垢除去が重要である。

[問題 84) 1歳7か月の女児。よ顎前歯部表面が「で

こぼこしているJ と来院した。口腔内写真(別冊午前

No.16)を別に示す。

適切な対応はどれか。 2つ選べ。
a 食事指導
b フッ化物塗布

C 上唇小帯切除

d フッ化物洗口の指示

円両一平高 No.16 写真

アプローチ

口腔内写真から乳前歯部に軽度のう蝕がみられる。う

蝕リスヲが高いと考えられるため、う蝕リスクを改善す

る対応を考える。

選択肢考察 答え a b 

Oa 口腔内写真から乳前歯部にう蝕がみられるため、
食事指導や口腔清掃指導を行うことが適切である。

Ob う蝕に羅患している歯にフッ化物塗布を行っても
効果は少ないが、う蝕リスヲが高いと考えられるた

め、ほかの歯がう蝕に曜患しないようにフッ化物塗

布を応用することは適切である。

x c 口腔内写真から上唇小帯を切除する必要はない。
x d 1 j鏡7か月児ではフッ化物洗口は行えず、誤飲す
る危険性がある。

ポイント

低年齢児のう蝕に対しては、う蝕に対する処置を行う

と同時に、食事指導や口腔清掃指導を行うことが重要で

ある。

(問題 85) 12歳の女児。前歯部の白濁を主訴として来

院した。初診時の口腔内写真(別冊午前 No.17)を別

に示す。

行うべき対応はどれか。 2つ選べ。
a 歯画研磨
b ブラッシング指導

c 7ツ化物歯面塗布
d グラスアイオノマ セメント修復

u'l冊 午前 No.17 写真

アプローチ

口腔内写真から上顎両側中切歯の歯類部lζ白濁がみら

れる。この白濁に対して行うべき対応を考える。

選択肢考察 答え b c 

薗頭部の

白濁

x a 白濁は歯面研磨では改善しない。
Ob 口腔内写真から上顎両側中切歯!と白濁がみられる
ため、ブラッシング指導を行うことが適切であるロ

Oc 口腔内写真からよ顎商側中切歯lζ白濁がみられる
ため、フッ化物歯面塗布を行うことで再石灰化を促す。

xd 実質欠損はみられないため、グラスアイオノマー

セメント修復を行う必要はない。

ポイント

歯函の白濁に対しては口腔清掃指導を行い、フッ化物

を応用することで再石灰化を促す。
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〔問題 86) 前年度と今年度の健康診断票(歯 口腔)の
一部を表1"示す。この 1年間で歯科受診の経験はない
とし、う。

前年度

OOil:) 

今年度

010.) 

前年度から今年度までの聞に起った変化はどれか。 Z

つ選べ。

a 乳歯の自然脱落

b 永久歯の早期萌出

C 永久歯う蝕田発生

d 永久歯表層の再石灰化

アプローチ

学校歯科健康診断表を見比べながら考える問題である。

選択肢考察 答え ad 
Oa 下顎右側第二乳臼歯が自然脱落している。
Xb 11歳という年齢を考えても永久歯の早期萌出は

みられない。

x c 下顎左側第大臼歯はcoであり、永久歯う蝕の
発生はみられない。

Od 上顎右側中切歯の再石灰化がみられる。

ポイント

<学校歯科健康診断の記号>

(問題 87) 75歳の男性。訪問診療の際、下顎右側粘膜

の違和感を訴えた。 6年前に脳梗塞を起こして以来、要
介護の状態で、義歯は数年間装着したままだという。義

歯をはずした口腔内写真(別冊午前 No.18)を別lこ示す。

まず行うのはどれか。

a 粘膜調整
b 日E喝訓練
C 抗菌薬の投与

d 口腔粘膜の清拭

|別冊午前 No.18 写真|

アプロチ

口腔内写真から口腔粘膜にプラーヲがみられるため、

口腔粘膜の清掃を行う必要がある。

選択肢考察 答え d 

口腔粘膜lζ

ブラヲ

x a 口腔内写真から粘膜面に異常はみられない。
Xb 岨明言慨を行っても口腔粘膜のプラーヲは除去で

きない.

x c 抗菌薬を投与しても口腔粘膜のプラ ウは除去で
きない。

Od 口腔内写真から口腔粘膜にプラ クの沈着がみら

れるため、まずは口腔粘膜の清拭を行う。

ポイント

口腔粘膜にプラ ヲの沈着がみられるときは、スポン

ジブラシなどを使用して口腔粘膜の清拭を指導する。

(問題 88) 1 j寵6か月の男児。健康診査のために保健セ
ンヲ に来所した。う蝕はなく、卒乳はしたという。歯

科保健指導在行うこととした。口腔内写真(別冊午前

No.19)を別に示す。

歯科保健指導を行う理由として考えられるのはどれ力、。

a 歯肉の発赤
b 亭乳の完了

C 歯の萌出状態

d プラーヲの沈着

|別冊午前 No.19 写真|

臥
ム
の

、
密
主

A

下

立
は

引

で
ま
真

nu
号二内
E
腔
、口
A
 
立
が
で
だ

児

ず
月
は

骨

る
6
れ

歳

ら

。

1
め
い

の
認
な

育
が
れ

チ

発

出

ら

一
型

萌

み

ロ
定

の
が

一
ノ

P
U

ロu

ア

選択肢考察 答え c 

下顎手閣j切歯が

来萌出

x a 口腔内写真では歯肉の発赤はみられない。
x b 1 j君6か月で卒乳しているため必要はない。
Oc 口腔内写真では下顎両側乳側切歯が未萌出であ
る固定型発育の 1j題6が月児では下顎乳慣u切歯が萌
出しているため、歯の萌出時期には個人差があるこ

とを説明する。

Xd 口腔内写真では歯や粘膜へのプラ ヲの付着はみ
られない。

ポイント

乳幼児の歯科保健指導の問題では、口腔清掃状態ゃう

蝕の有無、歯周組織の状態だけではなく、岐合誘導の観

点がらも口腔内を診査することが重要である。
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(問題 89) 歯垢染色剤lζ使われる色素はどれか。 2つ選

べ。

a 工オジン
b サフラ二ン

C フロキシン

d ブリリアントブlし

アプローチ

市販されている歯垢染色剤は、合成食用色素を使用し

たものが大部分を占めている。

選択肢考察 答え cd

xa エオジンは病理組織検査のへマトキシリンー工オ
ジン染色に用いられる。

xb サフラ二二ノl<tグラム染色の対比染色!と用いられる。
Oc 70キシンは歯垢を紅色lこ染色する歯垢染色剤で
ある。

Od ブリリアントブjし は歯垢を青色に染色する歯垢

染色剤である。

ポイント

<歯垢染色剤>

工リスロシン桜実色

フロキシン紅色

ーロ ズベンガlし紫枢色
ブリリアントブiGー青色

[問題 90) 乳幼児期の正常な口腔機能発達に重要なのは

どれか。

a 歳までの卒乳
b 生後3か月からの離乳開始

C 成人と同じ昧付けの離乳食

d 歳半ころまでの成熟型嚇下への移行

アプローチ

乳幼児期の正常な口腔機能発達についての問題である固

選択肢考察 答え d

x a 推奨されている離乳の完了時期は1歳。か月-1
歳6か月である。

x b 生後3か月は舌挺出反射がみられるため、離乳を
開始しても成功しにくい。

x c 離乳食は成人の味付けよりは薄昧にする。
Od 乳児は乳児型鴨下を行っているが、 1歳自力、月こ

ろまでには成熟型瞭下!と移行することが望まじい。

ポイント

乳児型聴下口を開けたまま嚇下する

成熟型隙下 口を閉じた状態て憾下する

[問題 911 健康教育で適切なのはどれか。

a 介入の方法は一定にする。
b 健康行動と価値観は無関係である。

C 危機感は行動変容の吉っかけになる。

d 知識を提供すれば行動変容は完了する。

アプロチ

健康教育についての問題である。健康教育とは健康に

午前問題解説

関する態度や行動1"影響する個人集団地域住民のす
べての経験およびそうレた影響を与えるための努力や過

程のことである。

選択肢考察 答え C

xa 介入の方法は個人1"合わせて行われるべきである。
Xb 個人の健康行動は各々の価値観によって大きく変

化する。

Oc 危機感は行動変容のための重要なきっかけとなる。
xd 知識を提供するだけでは行動変容は完了しない。

ポイント

医療者主導の指導型から患者自身が自分¢医療を選択

決定できるための知識や情報を習得するための対象者主

導の学習援助型へと大きく考え方が変わってきている。

(問題 92)ある地域の母子歯科保健事業の評価に必要な
由はどれか。 2つ選べ。

a 両親の職業
b 事業の受診車

C 歯科医療施設数

d 次回へのフィードパック

アプローチ

地域の保健事業の評価では対象者の行動変容だけでな

く、次回への7ィ ドパッヲも重要である。

選択肢考察 答え bd

x a 両親の職業は関係がない。
Ob 事業の受診率は地域の保健事業を評価するうえで
重要である。

Xc 歯科医療施設数は関係がない。

Od 地域の保健事業の評価では、 次回へのフィード!( 

ツヲが重要である。

ポイント

く母子歯科保健事業の評価>

効果測定

企画、実施の検討

次回への7ィ ドパッヲ

(問題 93) 75歳の女性。 高血圧で脳梗塞の既往があり、

抗凝固薬を服用している。抜歯をすることになった。

術前に確認すべき値はどれか。 2つ選べ。
a 血圧
b 尿 量

c HbA 1 c 

d PT-INR 

アプロチ

脳血管障害患者の抜歯時の注意点に関する問題であ

る。脳血管障害患者は抗凝固薬を服用していることが多

し、。

選択肢考察 答え ad 
Oa 術前lこ血圧を測定することはほかの疾患でも重要
なととである。

x b 尿置は抜歯lこは特に影響しない。
X c HbAlcは糖尿病に擢患している場合に重要な項

目である。
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Od 以前は抗凝固薬の服用を中止させていたが、「科
学的根組に基づく抗血柱療法患者の抜歯!と関するガ

イドライン (2010年)Jでは、 PT-INRが3以下で

あれば、適切な止血処置を行うことにより、抗凝固

薬を中断することなく抜歯が可能としている。

ポイント

く抗凝固薬を服用している患者の抜歯>

PT-INRが3以下であれば抗凝固薬在中断すること

なく抜歯が可能としている。

〔問題 94) 車椅子在使用している要介護高齢者への対応

で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 移乗後は浅く座ってもらう。

b 移乗する前にブレーキをかけるロ

C 移乗する時はフットレストをおろしておく。

d 介助者の両腕を患者の脇に入れて移動させる。

アプローチ

車椅子を使用している要介護高齢者への対応に関する

問題である。

選択肢考察 答え bd 

X a 移乗後は深く座ってもらう。

Ob 移乗する前にブレーキをかける。
X C 移乗する時はフットレストを持ち上げておく。

Od 介助者の両腕を患者の脇lこ入れて移動させる。

ポイント

く車崎子患者の補助>

①フットレストは持ち上げるo

e介助者は腰在低くする。
@テ'ンヲJしチ工ア は車椅子のシ トより下げておし
④患者の左側lこユニットがくるように車格子を寄せる。
喧介助者の両腕を患者の脇に入れて移動させる。

e移乗する前にブレーキをかけるロ
⑦立位が可能な場合は自分で移乗してもらう。

@移乗後は深く座ってもらう。

[問題 95) 容器の写真(別冊午前 No.20)を別に示す。

この容器に廃棄するのはどれか。 2つ選べ。
a 使用後の注射針
b 使用済みのメスの刃

C 膿汁在吸収したガゼ

d 使用済みのテンポラリ フラウン

1EI冊午前 No.20 写真

アプロチ

感染性医療廃棄物に関する問題である。バイオハザー

ドマーヲには赤色、倍色、黄色の3種類がある。

選択肢考察 答え a b 

黄色のバイオハザ ドマ ヲ

午前問題解説

Oa 、Ob 使用後の注射針、使用青みのメスの刃は鋭
利なものなので黄色のバイオハザ ドマ ?の付い

た容器に廃棄する。

X C 膿汁を吸収したガーゼは赤色のバイオハザ ドマ

クの付いた容器に廃棄する。

Xd 使用済みのテンポラリーフラウンは僅色のバイオ
ハザ ドマ ヲの付いた容器1"廃棄する。

ポイント

<バイオハザードマ ヲの色と感染性廃棄物の形態〉

廃棄物白状態 | 例

赤 1血i混 膿汁など、渡体泥状のもの|濃汁を吸収したガゼ
石膏模型胤去後白印象材、
歯石田付いたガぜ

貫|走射針、メス、リ マ類などの|使用したメス
鋭利なもの l 

〔問題 96) 高圧蒸気滅菌法で正しいのはどれか。

a 滅菌時間は 121'Cで 10分間である。
b 滅菌後はエアレ シヨンが不要である。

C 工アヲ←ピンヘッドの滅菌には適さない。

d 滅菌物は缶内の容積の約 80~90%を目安に入

れる。
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選択肢考察 答え b

X a 滅菌時間は 121'C、2気圧で 20分間である。

Ob 滅菌後に工アレーシヨン(空気にさらすこと)は
不要である。

X C 工アヲ ピンヘッドの滅菌もできる。

X d 滅菌物は缶内の容積の約 60~ 70%を目安に入

れる。

ポイント

高圧蒸気滅菌法では、缶内の容積の約 60~ 70%を
目安に滅菌物を入れる。

[問題 97) セメントスパチユラと練板の写真(別冊午前

No.2lJを別に示す。

これらを用いて練和するのはどれか。

a ')ン酸亜鉛セメント
b 力ルポキシレ トセメント

C グラスアイオノマ セメント

d 酸化亜鉛ユジノルセメント

|別冊午前 No.21 写真

アプロチ

練板とスパチユラの組合せに関する問題である。写真

は紙練板とステンレススパチユうである。

選択肢考察 答え d 

-26 

第25回第2回模試 午前問題解説

ポイント

くうパーダム防湿に用いる器具>正/ステンレス
スパチ斗ラ

R噌

xa リン酸亜鉛セメントはガラス練板とステンレスス
パチュラで練和する。

xb 力ルボキシレ トセメントは紙練板とプラスチッ

クスパチコラで練和する。

x c グラスアイオノマ セメントは紙練板とプラスチ
ツヲスパチユラで練和する。

Od 酸化亜鉛ユ ジノ ルセメントは紙練板とステン
レススパチユラで練和する。

ポイント

く各種セメントにおける練板とスパチュラの組合せ>

セメント |鞭板|スパチョラ

グラスアイオノマ セメント i 紙 lプラスチック
リン酸亜鉛セメント |ガラス lステンレス
カルポキシレ トセメント | 紙 1プラスチッヲ
酸化亜鉛ユージノールセメント| 紙 |ステンレス

接着性レジンセメント | 紙 |プラスチッウ

[問題 98) 器具の写真(別冊写真午前 No.22)を別!こ

示す。

この器具を試適する際l乙用いるのはどれか。2つ選べ。
a デンヲJしフロス
b ラパーダムシート

C ラパーダムパンチ

d フランプフォ セップス

円市下百石.22 写真

アプロチ

ラパダム防，昆に用いる器具に関する頻出問題である。

選択肢考察 筈え ad 

Oa ヲランプの誤瞭防止のために、ヲランプにデンヲ
ルフロスを結んでおく。

x b ラパ ダムシートは防湿のために使用するので、
ヲランプの試適の段階では不要である。

x c ラパーダムパンチはラパダムシ トの穿孔に用
いる。

Od ヲランプフォ セップスでフランプを把持する。

タルフロス

(問題 99) ガッヲパ チャポイントの所要性質はどれ

か。 2つ選べ。
a 吸水性
b 膨張性

C 熱可塑性

d 組織親和性

アプローチ

ヵーッヲパーチャポイント(~根管充填材)の所要性質

に関する問題である。根管充填に関する問題は毎年出題

されているので必ず覚えておくこと。

選択肢考察 答え cd 
xa 吸水性はない方がよい。
xb 膨張してはいけない。

Oc 熱可塑性があるので、加熱したプラガで加圧す
る。

Od 化学的に安定で、組織親和性を有する。

ポイント

くガッヲパ チャポイントの所要性質〉

任化学的に安定

②組織続和性がある(~組織車激性がない)

③工ツウス線不透過性(~造影性がある)

④多孔性でない

⑤熱可塑性

喧有機，;g媒に可溶性

⑦収縮や膨張しない(ニ不変性である)

喧密着性がある

@除去が可能である

(問題 100) 歯周バッヲの装着時、患者への指導で正しい

のはどれか。

a 明日パッヲをはずします。
b 粘着性食品は避けてください。

C 今日は歯磨きはしないでください。

d 出血が止まっていたらはずしてください。

アプローチ

歯周パッヲ!こ関する問題である。歯周パッ7は歯周外
科処置後に装着する。

選択肢考察 答え b
xa 装着時間の目安は約1週間である。
Ob 硬い食品や粘着性の食品は避けてもらう。
x c パッヲを装着している部分以外は、歯磨きしても
bつ。
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Xd 患者自身で外すようには指導しない。

ポイント

〈歯周パッヲ(歯周包帯)> 
①目的量IJ面の保護や止血。

②パッヲを行った歯の暖合面はプヲツシングを行う。

③パッヲが脱落した時には来院させる。

④装着時閣の目安は1週間。
⑤粘着性食品は控えてもらう。

(問題 101) 35歳の女性。岨瞬障害を主訴として来院し

た。上顎右側第大臼歯の支台築造寓洞の形成後に、既

製トレーを用いて寒天アルジネ ト連合印象採得する

ことになった。禽洞形成後の口腔内写真(別冊午前

No.23)を別に示す。

印象採得時に準備するのはどれか。 2つ選べ。
a 接着材
b シリンジ

c ラジアルピン
d ピーソリマ

円市予言 NO.23 写真

アプローチ

寒天アルジネ ト連合印象採得での準備器材に関する

問題である。支台築造寓洞の印象の場合、根管内の細部

まで印象採得する必要があるので、ラジアルピンが必要

になる。

選択肢考察 答え bc 

1副主台築造高洞

x a 既製トレ を用いるので、接着材は不要である.
Ob シリンジで寓洞内に注入する。インレ一、ヲラウ

ンなどの印象採得時にも使用する固

Oc 支台築造寓洞の印象の場合、根管内の細部まで印

象採得する必要があるので、ラジアルピンを根管内

に障入して印象材がちぎれないようにする。

Xd ピーソーリーマーは根管艦大 形成に用いる器具

である。

ポイント

く寒天アルジネ ト連合印象>

①インレー、ヲラウン、ブリッジの精密印象に用いら

れる.

②寓洞形成終了時点でコンディシヨナーの準備も完了

しておく必要がある。

@l聖天アルジネ ト連合印象では注入した寒天が硬化

する前にアルジネ ト印象材を練和する。

午前問題解説

{問題 102) 部分床義歯装着時の指導で適切なのはどれが。

2つ選べ。
a 義歯安定材を使用してください.
b 毎食後、義歯を清掃してください.
C 就寝時は水中に保管してください。

d 噛み込みながら装着してください。

アプロ チ

部分床義歯装着時の患者指導に関する問題である。

選択肢考察 答え bc 
xa 義歯安定材は使用させない。

Ob 毎食後、義歯は清掃してもらう。

Oc 就寝時は水中に保管してもらう。

Xd 噛み込みながら装着すると、正しい位置に装着で

きおいことがある。

ポイント

〈新義歯装着時の患者指導>

①新しい義歯では慣れが必要であることを説明する。

②痛みがなくても再来院は必要であることを説明す

る。

③毎食後、義歯周ブラシで清掃する必要があることを

説明する。

④市販の義歯安定材を使用しないように指導する。

⑤義歯の着脱方法について説明する。

@理軍存歯の清帰方法について説明する.

⑦まずは軟らかい食品から慣らしていく。

⑤全部床義歯の場合は臼歯部での岨咽を練習する。

⑨義歯洗浄剤は使用してもらう。

⑩就寝時は義歯を水中に保管してもらう。

〔問題 103) 器具の写真 (別冊午前 No.24)を別に示す。

この器具の用途はどれか。

a 切開排腹
b 残根の按去

c 歯僧骨の削除
d 不良肉芽の除去

円市宇部 NO.24 写頁

真写るあで題1
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選択肢考察 答え d 

トガ
鋭匙

xa メス、ゾンデ(~消息子)の使用目的である。
Xb 残根組子やル トチップの使用目的である。
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Xc マイセル、マレット、骨パ などの使用目的であ 選択肢考察 答え b 
る。 x a 5N平面はセラ (5)とナジオン (N)とを結ん

Od 鋭匙の使用目的である。 だ平面である.

Ob FH 平面(~フランヲコルト平面)はオルピヲ

ポイント レ(Or)とポリオン (PO)とを結んだ平面である。
く口腔外科用器具とその用途〉 x c 顔面平面はナジオン (N)とポゴニオン (Pog)とを

①メス 切開 結んだ平面である。

@骨膜剥離子 骨膜剥離 x d Y軸はセラ (5)とグナチオン (Gn)とを結んだ線

@マイセル、マレット‘骨パ 歯檀骨の削除 である。
④鋭匙 不良問牙の除去

@エレベーター 歯の脱臼、抜歯 ポイント
⑥i亙曲鉛子 阪歯 <頭部工ッヲス線規格写真の基準平面>
①スポンゼル、オキシセル 局所的止血

①SN平面 セフ (S) ナジオン(N)
@縫合用器具式 縫合

⑨ルトチップ 残恨の臨去
②FH平面 オルピターレ (Or) ポリオン(Po)
③顔面平薗 ナジオン (N) ポゴーオン(Pog)
@:口蓋平面 ANS ρNS 

上下顎中切歯切縁の 上下顎第大臼歯由唆頭
⑤唖合平面

中点 鼠合する中点
[問題 104) 器具の写真(別冊午前 No.25)を別に示す。

使用目的はどれか。
⑥下領下縁平面 メントン (Me) 下顎下縁の接線問白量深点

⑦Y軸 セヲ (S) クナチオン(Gn)
a 歯肉の切開

b 歯肉の縫合

c 歯肉弁の担持

d 肉芽組織の除去 〔問題 106) 系統脱感作法はどれかa

a 他者の治療の横子を見せて、学習させる。
|別冊 午前 NO.25 写真| b 適応行動は褒め、望ましくない行動は叱る。

c 治療に使用する物を説明し、 見せて、経験させる。

アプロチ d 患児のロを手で覆い、注意力を集中させ鎮静させ

持針器にはマッチユー型とへガル型があり、どちら る。

の型も縫合針の把持と縫合のために用いる。

アプローチ

選択肢考察 答え b 系統脱感作;去に関する問題である。 Tell-5how-Do法

は系統脱感作法の 1つである。

選択肢考察 答え c 

x a モデリング法のことである。

Xb オペラント条件づけ法のことである。

o c Tell-5how-Do法のことである。不安および恐怖
の反応を克服させようとする系統脱感作法の 1つ

ヘガル型持針器 である.

xa 歯肉の切開のために用いるのはメスである。 X d Hand Over Mouth 法 (HOM法)のことである。

Ob 歯肉の縫合のために用いるのは持針器である。写

真はへガール型の持針器である。 ポイント

Xc 歯肉弁の把持のために用いるのはピンセットである。 くTell-5how-Oo;去〉

Xd 肉芽組織の除去のために用いるのは鋭匙である。 不安および恐怖の反応を克服させようとする系統脱

感作法の1つである。

ポイント 治療に使用する物を説明し(Tell)、見せて(5how)、経

く持針器〉 験させる(00)。

マッチユ 型とへガル型がある。

縫合針の把持と縫合のために用いる。

〔問題 107) 写真 (別問午前 No.26)を別に示す。

小児におけるこの器具の使用で正しいのはどれか。 2

〔問題 105) 頭部工ッヲス線規格写真の基準平面の計測点 つ選べ。

の組合せで正しいのはどれか。 a 2歳来満児に用いる。

a セラ ポゴ二オン b 岐合採得時に用いる。

b オルピヲーレ ポリオン c 緊急処置時に用いる.

C ポリオン ナジオン d 強制治療時に併用する。

d ナジオン グナチオン
[]ij冊午前 NO.26 写真|

アプロチ

頭部工ッヲス線規格写真の基準平面に関する問題であ アプローチ

る。 5N平面、 FH平面、顔面平面、下顎下縁平面、 Q宝 小児における開口器の使用lζ関する問題である。開口
合平面などがある。
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器の使用は、治療時間が長い(就眠のため開口を維持で

きない)ときや抑制(強制)治療時に併用される。

選択肢考察 答え c d 

関口器

X a 愚児の年齢で使い分けするわけではない。

x b 0:空合採得する際には外さなくてはならない。
Oc 緊急な処置を要する場合は必ず開口させないとい
けないので、関口器在使用する己とがある。

Od 般に抑制(強制)治療時1<:併用することが多い図

ポイント

く小児における開口器の使用>

口五、台療時聞が長い(就眠のため関口を維持できない)

ときに用いる。

e抑制(強制)治療時や緊急な処置を要する場合に併
用される。

〔問題 108) 80歳の女性。左側上下肢に麻緯がある。訪

問歯科診療を行うにあたり、ベッドから車椅子へと移乗

させる乙とになった。

正しいのはどれか。 2つ選べ固
a 声かけはすばやく行う。

b 移乗時には麻癖側に車椅子を置く。

C 体幹が左側に傾かないようにする。

d 側臥位にする時は、左側を上にする。

アプロチ

片側麻痩がある患者への対応に関する問題である。今

後、高齢者 障害者の診療補助に関する内容が出題が多

くなることが予想される。

選択肢考察 答え cd 
xa とくに高齢者に対する声かけは短く、ゆっくり行
つ。

xb 移乗時には健側lこ車椅子を置く。
Oc 体幹が麻揮現jの左側に傾かないようにする。
Od 側臥位にする時は、麻捧がある左側を上にする。

ポイント

<片側麻癖がある患者への対応>

側臥位にする時は、麻痩側在上にする。

体幹が麻痩側に傾かないようにする。

〔問題 109) 工ッヲス線写真撮影時の防護対策で誤ってい

るのはどれか。

a 防護工プロンを使用する。

b 高感度フィルムを使用する。

C 線源と人体との距離を短くするロ

d デジヲル撮影システムを採用する。

アプロチ

患者の被曝軽減に関する問題である。

午前問題解説

選択肢考察 答え C

Oa 鉛の入った防護工プ口ンを使用する。
Ob 高感度フィルムを使用すると、少ない線量でも十
分な黒化度が得られるので、撮影時聞が短縮できる。

つまり、被曝時間が短日縮できる。

x c 緑源と人体との距離を短くすると被曝線璽が多く
なる。

Od デジヲ){，撮影システムを採用すると、少ない線量
で撮影可能となる。

ポイント

〈患者の被曝軽減法>

在高感度フィルムを使用する。

②防護工プロン(鉛を使用)を着用させる。

③線源と人体との距離を長くする。

④線量を少なくする。

⑤照射時間を短くする。

⑥デジヲJし撮影システムを採用する。
⑦照射野を制限する。

[問題 110) 肝機能の検査項目はどれか。 2つ選べ。

a PT 
b CRP 

c r -GTP 
d AST (GOT) 
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選択肢考察 答え cd 
x a トロンピン時間 (PT)は出血性素因のスヲリ
二ング検査項目である。

x b CRP (C反応性タンパフ)は感染症、炎症の検
査項目である。

Oc r -GTPはヲンパク質分解酵素で、腎臓に最も多
く、次いで降崎、肝臓、牌臓、 Il¥i暑などに含まれて
いる。欽酒による肝樟害の判定に役立つ。

Od 肝実質細胞の壊死、変性を反映する血清酵素検査
であり、肝炎の判定に役立つ。

ポイント

<肝機能の血液生化学検査項目>

①ピリルピン代謝|血漕ピリルピン、黄痘指数

|血清総タンパク量、 血清タンパク分直L
②タンパヴ質代謝 IAiG比、尿棄窒素但U川

|チモール混濁試験(TTη 、G腰質反応 | 
|硫酸亜鉛E濁試験(ZTT)

EE脂質代謝 |血清コレステロール、中性脂肪、リン脂質

IAST (GCη 、AしT(GPTl、
⑤酵素定量 |アルカリフォスファタ ぜ、乳酸脱水素酵素、

コリY工ステラぜ、 γ-GTPなど

ハUコu

第25回第2回模試 午後問題解説

解説(午後問題)

〔問題 1) 横紋をもっ不随意筋が存在するのはどれか。

a 舌
b 空腸

C 心臓

d 績隔膜

xd 上顎第一大臼歯の近心舌側校頭の舌側面近心部に

見られる結節である。

ポイント

く歯の形態>

と筋意随不と問+」。筋るあで題問るす関

る

に

き

チ

織

で

一
組

別

口
筋

大

プ

に

ア

選択肢考察 答え C

x a 舌には横紋をもっ骨格筋が存在する。骨格筋は随
意筋である。

x b 空腸は消化管の 1つであり、平滑筋が存在する。
平滑筋1<:は憤紋がなく、不随意筋である。
Oc 心臓には横紋をもっ不随意筋である心筋が存在す
る。

xd 横隔膜には犠紋をもっ骨格筋が存在する。吸気時

に横隔膜は下制し、胸腔を拡大させる。骨格筋は随

意筋である。

ポイント

く筋組織>

〔問題 3) 岨噌筋の作用の組合せで正しいのはどれか。

a 岐筋 側方運動

b 内側翼突筋 開口運動

C 外側翼突筋 後方運動

d 側頭筋一一一一一一一 閉口運動

[問題 2) 写真 (RU冊午後 No.1)を別に示す。

矢印が示すのはどれか。

a 介在結節
b 中心結節

C 日後結節

d 力ラベリ 結節

| 別冊午後 NO.1 写真 | 

アプロチ

岨帽筋の作用に関する問題である。超頻出問題なので、

咽咽筋(岐筋、側頭筋、内側翼突筋、外側翼突筋)の作

用について必ず覚えておくこと。

選択肢考察 答え d

xa 岐筋は閉口運動に関与する。
xb 内側翼突筋は閉口運動に関与する。
x c 外側翼突筋は関口運動、前方運動に関与する。ま
た、側方運動時の平衡側(~非作業側)でも作用する。

Od 側頭筋は閉口運動、後方運動!こ関与する。また、
側方運動時の作業側でも作用する。

アプロチ

歯の形態lこ関する問題である。斜切痕、カラベリー結
節、斜走隆線、介在結節、中ι結節、ブ口トスヲイリツ
ドなどがよく出題されている。

選択肢考察

中心結節

答え b 

ポイント

<岨暢筋の起始と停止〉

喧明間 | 起始 | 停 止 1 作 用

唆臨 |頬骨弓 |下顎絞外函(吸血租面) 1閉口車動
閉口運動、

側頭臨 |側聞寵 1!7i突起 l下顎の後方費動
l 側方運動

内側翼突筋|線形骨賞状突起の翼突窓 |下顎角内面(貰突筋租酎 |閉口運動
l上車 製薬形骨太貿 l関節円仮 1&1口運劇、

外恨翼突筋|下車 線形骨翼状突起 |閏節突温(翼突筋寓 下顕示の前方運動
開方運動

x a 上顎第小臼歯の近心辺縁隆線にみられる結節で
ある。

Ob 下顎小臼歯の岐合面にみられる結節である。
Xc 上下顎智歯の遠1[;隣接面に形成された小結節であ

る。

q
d
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(問題 4) DNAの二重らせん構造を維持している結合

はどれか。

a 共有結合
b 水素結合

C 金属結合

d イオン結合

アプロチ

DNAの二重らせん摘造に関する問題である。

選択肢考察 答え b 

xa、Ob、xc 、xd
アデ二ンとチミンは2本の水素結合で、グアニ
ンとシトシンは3本の水素結合で二重らせん構造

を維持している。

ポイント

くDNAの二重らせん構造>

この温屋間同水標包含により DNA~そ.，..綱鏡と災に二重ら笹ん崎追を形成している

塩基 . リy慢の・箔
水素包含 ノ

5' 

3 

ζれl<i. S'-TCATCAAACGTAT-3 
3'-AOTAGTTTGCATA-S' のように表記される

(問題 5) コラ ゲンのアミノ酸組成で最も多く占める
のはどれか。

a グリシン
b アラ二ン

C プロりン

d ヒドロキシプロリン

アプローチ

コラーゲンのアミノ酸組成に関する問題である.

選択肢考察 答え a 
Oa. x b 、xc 、Xd
コラ ゲンのアミノ酸組成はGly-X-Yの繰り返

し偶造からなる。 Gly(グリシン)が約 1/3を占め、

プロリンおよびヒドロキシプロリンが21%、アラ
ニンが 11%とかなり偏った構成となっている。

Xの位置に多いのがプロリン、 Yの位置に多いのが

ヒドロキシプロリンである。

ポイント

くコラーゲンのアミノ酸組成>

Gν-X-Yの繰り返し備造

Gν(グリシン)が約1/3を占める。

Xの位置にはプロリン、 Yの位置にはヒドロキシプ
ロリンが多い。

午後問題H解説

[問題 6) 肺気量の区分(スパイログラム)を図に示す。

機能的残気量はどれか. 川
a ①醐
b ② a脚 1m ハ |②
C ③ ミ阻

d @ 
四

''''' 

アプローチ

図は肺気量の区分(スパイログラム)を示す。全肺気量、

肺活量、機能的残気量、1回換気霊の定義 (意昧)を正

しく理解しておく必要がある。

選択肢考察 答え d
x a ①は予備吸気重である。通常の吸気後さらに吸い
込むことのできる空気賓のことである。

x b ②は肺活量である。属大吸息位がら軍大呼息位ま
での飾容量の差のことである.

x c ③は1回換気重である.安静0耳慣時に1回の呼吸
で肺に出入りする量のごとである。

Od ④は機能的残気量である。安静呼君、位(阜、を出し
た状態)での肺の残気量のことである。

3' ポイント

〈肺気量>

[問題 7) 昧覚の伝導路はどれか。
a 小脳
b 中脳

C 視床

d 視床下部
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選択肢考察 答え c

xa 小脳は平衡感覚や筋の緊張調節など全身運動の統

合を行うo

x b 中脳は姿勢反射をつかさどり、身体の平衡を保持
する。

Oc 味覚は顔面神経(鼓索神経)、舌咽神経、迷走神
経由、ら延髄弧東桜を通過し、視床の後腹側内側核

(VPM)を経由して、大脳皮質に伝導される。

x d 視床下部に存在するのは、摂食中枢、飲水中枢、
体温謁節中枢、睡眠中枢である。

内
〆
』qM 

第25回第2回模試

ポイント

く味覚の伝導路〉

咽頭 園風頓一一ー一一・速走持辺、、

政ロ ー仙ー 倒置'壁、、、、.
査 一一泊惨柑-(i~絹-こ岨 鵬瞳剛一品目

前方213音符径一一+112':'・h菱ー- 韻面持管ー戸戸・重量雇殴 ・僻銚 'VPM，・~民同'o震練局 ~ 
き憧万'13ーーーー一・番町持;H!--

(問題 8) 代謝障害はどれか。

a 肥大
b 化 生

C 寝死

d 再生

アプローチ

代謝障害は生体に加わる障曹因子に対して、細胞、組

織、鯖器に生じる受け身の変化で、退行性病変ともよば

れる。変性、萎縮、壊死の3つに大別される。

選択肢考察 筈え C

x a 肥大とは、組織または臓器が本来の構造を保った
まま容積を増大した状態をいう。

xb 化生とは、 度分化した組織が、形態的、機能的

にほかの同 匪葉起瀬の組織に変化することである。

Oc 壊死とは、高度な障害によって細胞や組構が死に
至ることである。

Xd 再生とは、欠損部が残った細胞や組織の増殖によ
って修復されることである。

ポイント

<代謝樟吉(退行性病変)> 
変性|非生理的物質の出現や生理的物質白量的、場開的な異常出現

葺縞|単純葺縮 |個々の細胞の曹横田減少

|数的萎縮|構成細胞数回減少

壊死|高度な障害によって細胞や組織が死こ至ること

〔問題 9) 図は歯館組織の炎症像を示す。

正しいのはどれか。

a歯髄充血

b急性襲渡性歯髄炎

C 慢性潰耳障性歯髄炎

d慢性溜殖性歯髄炎

の図るあで題問

・

る
る

す

い
関

て
に
し
咽
腕
模

に
の

状

炎
プ

髄

一

歯

リ
性
ポ
殖
は

チ

噂

織

一
性

組

口
慢

髄

プ

歯

ア

選択肢考察 筈え d

x a 歯髄の血管内に過剰な血液が充満した状態であ
る。充血が長引くと歯髄炎へ移行する。

Xb 歯髄炎の初期の状態で、自発痛はないが、冷熱、甘、
酸などの刺曹により不快感や過性の落痛がみられ

る。

x c う蝕が進行して歯髄炎になったものである。歯髄
の表面の一部が組織破痩によって欠慣した状管(~

漬癒性病変という)がみられる.

午後問題解説

Od 露出した歯髄が種々の慢性刺激により、歯髄組織
に息肉状(ポリ プ状)あるいは葺状の噌殖がみら

れる。

ポイント

〈慢性噌殖性歯髄炎>

う高内に暗赤色の肉芽組織(~歯髄ポリ プ、歯髄

君、肉)がみられる。

(問題 10) 悪性非よ皮性腫療はどれか。

a 骨肉腫
b 歯牙臆
c 扇平上皮組
d エナメル上皮腫

るあでとア」の腫肉
+
A
O
 
と揚極性皮上

チ

非
一
性
ロ
悪

プア

選択肢考察 答え a
Oa 骨肉腫は悪性非上皮性腫携の 1つである。
X b 歯牙腫は歯原性上皮と歯原性外妊葉性問葉からな

り、硬組織を伴うあるいは伴わない腫癒(~混合腫

癒)で良性腫簿の1つである。
x c 肩平上皮癒は悪性上皮性腫携の 1つである。
Xd エナメル上皮腫は良性上皮性腫療の 1つである。

ポイント

く悪性腫耳障の分類〉

〔問題 11) 無細胞培地での発育が可能なのはどれか。
a 細菌
b ウイルス

c リッケチア
d ヲラミジア

アプローチ

鍋細胞渇地での発育が可能な微生物に関する問題であ

る。無細胞堵地での発育が不可能なものが、要するに「寄

生するJ微生物である。内容的にはやや難問である。

選択肢考察 答え a
Oa 細菌は無細胞培地での発育が可能である。
X b 、Xc、Xd ウイルス、リケッチア、クラミジア
は偏性細胞寄生体(他の生物の細胞内で増殖する)

である。

ポイント

く偏性細胞寄生体〉

ほかの生物の細胞内で増殖する

代表例は、ウイルス、リケッチア、7ラミジアである。

33 -
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アプローチ

唾液!こ含まれる抗菌因子の作用に関する問題である。[問題 12) 図に示す抗体はどれか。

a 日A

b IgE 

c IgG 
d IgM 

アプロチ

抗体とは抗原と特異的に結合するヲンパヲ質である。

免疫グ口プリン (Ig)ともよばれ、 5種類に分類される。

選択肢考察 答え d

x a IgAは血清型と分泌型がある。唾液や母乳などに

含まれる。

x b IgEは l型アレルギ に関与する。肥満細胞や好
塩基球!と結合する。

x c IgGは血清抗体の主体である。胎盤通過性がある。
Od IgMは抗原刺激後、すぐに産呈される。 5量体を

形成する。

ポイント

く免疫グ口プリン (Ig)> 
lqA 1血清型と分泌型がある。唾液や母乳などに含まれる。

同E11型アレルギ に関与する。肥満細胞や好塩基球!こ結合する。

lqG 1血清抗体の主体である。胎盤調過性がある。

lqMI抗原刺激後、すぐに産生される。 5畳体を形成する。

IqD 1リンパ球の表面に存在する。詳細は不明。

〔問題 13) 直腸下部粘膜から吸収されるのはどれか。

a 坐剤
b 頼粒剤

C カプセル剤

d トローチ剤

アプロチ

剤形に関する問題である。「巳本薬局方j の製剤総則

には、 27種の剤形が記載されている。

選択肢考察 答え a
Oa 坐剤とは医薬品を基剤に均等混和し、一定の形状
に成型して、旺門または陸lζ適用する固形の外用剤
で、 E腸内投与に用いる。
x b 頼粒剤とは医薬品を粒状に製したものである。
x c カプセル剤には硬カプセルと軟カプセルがある。
経口投専に用いられる。

Xd トロ チ剤とは医薬品を 定の形状に製したもの
で、口中で徐々に溶解させて口腔や咽頭などに適用

し、局所作用を期待する外用薬である。

ポイント

坐剤は直腸内投与に用いられる。

(問題 14) 図は薬物の適用方法(経口投与静脈内注射

筋肉内注射 皮下注射)による血中濃度の推移を示す。

肝臓での初回通過効果を受けるのはどれが。

a ① 
b ② 

C ③ 
d ④ ;怪ド

崎問

アプローチ

薬物の適用方法による血中濃度の変化に関する問題で

ある。

選択肢考察 答え d

X a ①は静脈内注射である。
X b ②は筋肉内注射である。

X C ③は皮下注射である。

Od ④は経口投与である。経口投与は肝臓での初回通

過効果を受けるので血中濃度の上昇は遅い。

ポイント

く経口投与〉

肝臓での初回通過効果を受ける。

簡便であるが作用の発現が遅い。

〔問題 15) ヲンパク合成田害作用を有する抗菌薬はどれか。

a セフヱム系
b べ二シリン系

C マヲロライド系

d ニューキノロン系

アプロチ

抗菌薬に関する問題である。

選択肢考察 答え C

X a 、Xb セ7工ム系とペニシリン系は、 βラヲヲム系
ともよばれ、細胞壁合成阻害作用在有する。

Oc マヲロライド系はヲン1('7合成阻害作用を有する。
xd 二ユ←キノロン系は按酸合成阻害作用を有する。

ポイント

く抗菌薬の作用機序>

〔問題 16) 唾液の抗菌因子でSCNを酸化して OSCN

を生成するのはどれか。

a ヒスヲチン
b リゾチム

C ラフトフ工リン

d べJ"オキシダーゼ
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選択肢考察 答え d

x a 力ンジダ菌に対する抗真菌作用や円gingivalisの
トリプシン犠プロテア ゼの阻害作用がある。

x b 細菌細胞壁のペプチドグリカンのN アセチJしム
ラミン酸と N アセチルグJ"コサミンのβ1，4グ
リコシド結合を加水分解し溶菌する酵素である。

x c 鉄結合性タンパヲ質で、鉄を含まないアポラフト
フ工リンとして分泌され、細菌増殖に必要な鉄を奪

うことで抗菌作用を発揮する。

Od H20Zの存在下でチオシアン酸イオン(ロダン

SCW)を酸化し、不安定な抗菌因子であるヒポチ

オシアンイオン (OSCN-)を生成する酵素である。

ポイント

<ベルオキシダーゼ>

細菌の増殖、グルコ ス取り込み阻害1こより抗菌作
用を発揮する。

無荷電のため細菌細胞壁を透過し、細菌の代謝経路

(解糖系)を阻害する。

HZ02の存在下でチオシアン酸イオン(ロダン)を

酸化し、不安定な抗菌因子であるヒポチオシアンイ

オンを生成する。

[問題 1η A小学校では 10年前力、ら週1回のフッ化物
洗口を行ってきたが、日小学校では行っていない。今年

度の6年生について、入学時と今年の定期健康診断から

算出した DMFT指数を表に示す。

| |入学時のDMFT1 今年田口MFT 1 

|A小学校| 且15 0.75 
|B小学佼| 且15 1.65 

日小学校に対するA小学校のう蝕抑制率はどれか。

a 20% 
b 40% 

c 60% 
d 80% 

アプローチ

う蝕抑制率 (RID)は2回の調査結果からう蝕の増加

豊を表す指標である。う蝕抑制率は、う蝕予防処置を施

した集団のう蝕増加数を且丁、対象集団のう蝕増加数を

凸Cとすると、う蝕抑制率二(凸T 凸C)!且Cx 10α%) 
で表される。

選択肢考察 答え c 

X a、Xb、Oc、Xd
A小学校の DMFT増加畳 0.75-0.15 ~ 0.60 

日小学校の DMFT増加豊 1.65 -0.15 ~ 1.50 
う蝕抑制率~(O 60ー 1 . 50)!1.50 X 100~-60(%) 

よって、日小学校に対するA小学校のう蝕抑制率は

60%である。

ポイント

ラ蝕抑制率(LlT-LlC)!凸 CX 100 (%) 

ー般にう蝕抑制率は「抑制されたJ という意昧として

マイナス記号をつけて表す。

〔問題 18) 研磨材と液体成分との分離を防止する目的で

歯磨剤に配合するのはどれか。

a 安息香酸ナトリウム

b アルギン酸ナトリウム

C ピロリン酸カルシウム

d ラウ 1)J"硫強ナトリウム
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選択肢考察 答え b

X a 安息香酸ナト1)ウムは防腐剤である。
Ob アルギン酸ナトリウムは粘結材である。
X C ピ口リン酸カルシウムは研磨剤である。

Xd ラウリJし硫酸ナトリウムは発泡剤である。

ポイント

<粘結材>

固体成分と液体成分の分離を防止する。

アルギン酸ナトリウム

力JレポキシメチルセJレロ スナトリウム

〔問題 19) 中学生1;::週 1回のフッ化物洗口を行っても歯

のフッ素症が起こらない理由はどれか。

a 歯冠が完成している。

b 歯の成熟が進んでいる。

C 唾液による緩衝作用がある。

d 週 1固法では洗口の頻度が少なし、。
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選択肢考察 答え a
Oa 中学生では第二大臼歯まで歯冠が完成している。
歯のフッ素症は歯冠完成後には生じない。

Xb 歯の成熱とは萌出後の歯冠部の石灰化度や耐酸性

が高くなることである。歯冠完成後の反応のため、

歯のフッ素症とは関係がない。

X C 歯が唾液に触れるのは歯冠完成後であり、歯のフ

ツ素症とは関係がない。

Xd 中学生では第二大臼歯まで歯冠が完成している。
週1回法に限らず毎日法であってもフッ化物洗口で
は歯のフッ素症の原因とはならない。

ポイント

歯のフッ素症は、出生時から7歳くらいまでにフッ化

物を日常的lこ多量に摂取した場合に永久歯に生じる。飲
料水濃度の発現悶値は 1~2ppm 程度である。
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〔問題 20) 水溶性グルカンと比較した不溶性グルカンの (問題 22) 歯周疾患の第二次予防はどれか。2つ選べ。

特徴はどれか。 a 歯面研磨

a 粘着性である。 b 歯科保健教育

b αー1.6グル力ンである。 c 動揺歯の固定

c グルコースから合成される。 d ルートプレ ニング

d グルコシルトランスフエラーゼ1"より分解される。

アプローチ

アプローチ 予防には第 次予防や第二次予防、第三次予防があり、

水溶性グル力ンと不溶性グルカンの特徴についての問 第 次予防には健リ康増進と特異的予防とがある。

題である。

選択肢考察 答え c d 

選択肢考察 答え a x a 歯画研磨は第一次予防である。

Oa 水溶性グル力ンと比較して不溶性グJしカンは粘着 x b 歯科保健教育は第一次予防である。

性である。 Oc 動揺歯の固定は第二次予防である。

x b 水溶性グルカンはα 1βグル力ンで、不溶性グ Od ルートプレ ニングは第二次予防である。

)1，カンはαー1，3グル力ンである。
x c 、xd 水溶性グルカンも不溶性グJし力ンもスウロ ポイント

ースからグJしコシルトランスフエラ ゼにより合成 歯石除去は、歯肉炎や歯周炎が生じる前に定期的に行

される。 うものは第一次予防に含まれる。歯周疾患で歯石除去を

行うものは第二次予防に含まれる。

ポイント

〈グ)1，力ン〉

不溶性クルカン |水港性クルカン (問題 23) シヨ麗を原材料とする代用甘味料はどれか。

偶成単穏 グ)1，コ ス a キシリ ト ル

おもな結合 α-1，3 α1.6 b ソルピトーJし
性質 不溶性、粘着性 | 水溶性 c バラチノース
合成基質 スヲロ ス d アスパルテーム
合成酵素 グルコシルトフンスフ工フーゼ

分解酵需 ムタナゼ |デキストフナ ゼ アプローチ

代用甘味料はう蝕予防を目的として、砂糖に代わり

4華々なものが開発されている。

〔問題 21) Streptococcus sobrinusと比較した
Streptococcus mutansの特徴はどれか。 選択肢考察 答え C 

a 耐酸性が強い。 xa キシリト Jしの原材料はキシロースである.

b う蝕を発症する。 xb ソルピト←ルの原材料はグルコースである。

c 過性嫌気性菌である。 Oc パラチノ スの原材料はスヲロ ス〈ショ纏〉で

d 菌体内貯蔵書極体を生成する。 ある。

x d アスパルテームの原材料はアミノ酸(しアスパ

アプローチ ラギン酸と 1フエニルアラニンの化合物)である。

Streptococcus mutansとStreptococcussobrinus 
はう蝕の原因菌として知られているB ポイント

〈パラチノース>

選択肢考察 答え d -スヲロ ス 〈ショ糖〉の異性体である.

x a 、xb、xc これらはStreptococcusmutans、 グルコースと同じ力ロリーがある。

5treptococcus sobrinu$ともにみられる特徴であり、 乳幼児のための間食に用いる食品として優れている。

Streptococcus sobrinusと比較したStreptococcus バラチノ スの糖アルコールはバラチニットである。

mutansの特徴とはいえない。
o d Streptococcus mutansは菌体内貯蔵書糟体を生
成するが、 Streptococcussobrinusは菌体内貯蔵 (問題 24) 公的医療保険の給付対象と怠るのはどれか。

多l1!i体を生成することができない。 a 正常分娩

b 入院中の食事

ポイント c 臓場の健康診断

Streptococcus mutansは菌体内!こアミロベヲチン撮 d インフル工ンザの予防接種

害指体を形成し、これを菌体内貯蔵多種体 (IPS)という。

アプローチ

公的医療保険の給付対象を考える問題である。

選択肢考察 答え b 

xa 正常分娩は医療保険が適用されない.

Ob 入院中の食事は医療保険からの入院時食事療養費

と患者の負担金で鮪われる。
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一x c 事業者は雇用者に対し定期的に健康診断を受けさ
せる義務があり、費用は事業者負担となる。医療保

険は適用されない.

xd インフ)1，工ンザの予防接種は医療保険が適用され

ない。

午後問題解説

ポイント

く国民医療費に含まれないもの〉

正常な妊娠や分娩などに要する費用

健康の維持増進を目的とした健康診断(人間ドツ

ヴ費用)、予防接種(個人的に行うもの)などに要

する費用

国定した身体障害のために必要とする義眼や義肢な

どの費用

介護保険の費用

〔問題 25) 我が固における喫煙について正しいのはどれ

力、

a 喫煙率は 25%を超える.

b 禁煙の薬物治療に医療保険が適用される。

c 喫煙指数は1自の喫煙本数×年齢である。
d ニコチンはたばこに含有される発癌物質である。

アプロチ

喫煙は歯周病のりスヲファ'J'9 である。喫煙につい

ての問題は出題されやすい.

選択肢考察 答え b

x a 平成26年の喫煙率で初めて 20%以下となった。
Ob 禁煙の薬物治療に医療保険が適用される。

x c 喫煙指数は1日の喫煙本数×喫煙年数である。
xd ニコチンはたばこに含有される依存性物質である。

ポイント

〈喫煙が発症リス?となる疾患〉

歯周病

喉頭癌(肺癌よりも喫煙との関連性が高い)

子宮内発育遅延

慢性閉塞性肺疾患など

(問題 26) 我が国の母子保健制度についてEしいのはど

れか。

a 母子健康手帳は妊娠の届出の際に交付される。

b 乳幼児の健康診査の根拠法は健康憎進法である。

C 母子保健法で定める事業の主体は都道府県である。

d 妊産婦の健康診査の実施時期は法律で定められて

いる。

アプローチ

母子保健制度についての問題である。

選択肢考察 答え a
Oa 母子健康手帳は妊娠の届出の際に交付される。

x b 乳幼児の健康診査の根組法は母子保健法である。
x c 母子保健法で定める事業の主体は市町村である。
xd 妊産婦の健康診査の実施時期は法律で定められて

いない。

ポイント

く市町村が行う母子保健事業>

保健指導

健康診査(1歳6か月児健康診査、3歳児健康診査)

栄養のi買取に関する援助
母子健康手帳の交付

新生児、妊産婦の訪問指導

低体重児の届出

養育医療

未熟児の訪問指導

母子健康センヲーの設置

〔問題 27) 介護主緩専門員 〈ケアマネジャ 〉について
正しいのはどれか。

a 入浴介助を行う。
b 関係機関との連絡調整在行う。

c 利用者を週に1度訪問する必要がある，
d 歯科医師の指示でケアプランを作成する。

アプローチ

介護認定を受けるとその要介護者を担当するケアマネ

ジャ が決められる。担当ケアマネジャーはその要介護

者に必要な介護サービス、用具レンヲJしなどを決定し、
ケアプランを作成する。

選択肢考察 答え b
x a 入浴介助は訪問入浴では、介護者2名と看護師 1
名とで行う。また、要介護者が動けるときは、訪問

看護の看護師の介助で入浴を行ったり、 訪問介護の

介護士が介助したりする。

Ob ケアマネジャ は要介護者が受ける介護サービス

を選択し、 日程などを調整する。そのときに関係機

関との連絡劉整を行う。

x c 利用者への訪問は月1回が義務付けられている。
xd 担当する要介護者のケアプランは歯科医師の指示

で作成するわけではない。

ポイント

ケアプランは要介護者の介護度を考慮しつつ、適切な

介護サービスや介護用具レンタルなどを決定して作成す

る。

(問題 28)発宜要因に関する仮説を設定するのはどれか。
a 記述疫学研究
b 症例対照研究
c 無作為化比較試験
d 前向きコホート研究

アプローチ

疫学研究に関する問題である。

選択肢考察 答え a

Oa 対象集団における疾病異常などの健康関連事象に

ついて、その頻度や分布をあるがままに記述し、発

生要因などに関する仮説を設定する研究である.

x b すでに疾病などに確患している群としていない群
を設定し、それらの過去における容疑因子への曝露

状況を調べて比較分析する研究である。

Xc 記述疫字によって設定された仮説を実験的に直接
証明する研究で、一般にヒ トを対象とする場合を介
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入研究とよんでいる.介入研究は、ある要因を与え

る群(実験群)と与えない群(対照群)を設定して

無作為化比較試験として行われる。

xd 容疑因子への曝露群と非曝露群の疾病の発生状況

などを比較する追跡調歪である。

ポイント

く記述疫学〉

対象集団における疾病異常などの健康関連事象につ

いて、その頻度や分布をあるがままに記述し、発生要

因などに関する仮説を設定する。

〔問題 29)我が園の人口について正しいのはどれか。 2
つ選べ。

a 生産年齢人口は増加している。
b 老年化指数は200を超えている。

c 8人に 1人が75歳以上人口である。
d 65歳以上人口は年少人口の3倍である。
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選択肢考察 答え bc 
Xa 生産年齢人口は近年減少しているe

Ob 日本は老年化指数が2口3を超える唯一の固である。
Oc 75歳以上人口の割合は 12.5%で、日人に 1人が

75歳以上人口である。

x d 65歳以上人口は年少人口の2倍である。

ポイント

老年化指数が上昇している理由には、老年人口の増加

だけでなく、年少人口の減少も関与している。

〔問題 30) 空気感染を起こす病原体はどれか。 2つ選べ.

a 結桜菌
b 百日殴菌

C 風疹ウイルス

d 麻疹ウイルス

アプローチ

微生物の感染経路についての問題であるa

選択肢考察 答え ad 
Oa、Od 結板や麻疹は空気感染する。

Xb 、Xc 百日咳や風疹は飛沫感染する。

ポイント

く空気感染〉

飛沫桜が空気によって運ばれ感染する(飛沫桜感染)， 

結核菌

麻疹ウイ)0ス
本痘帯状桓疹ウイルス (VZV)

午後問題解説

(問題 31) 容器に付された僚示 (別冊午後No.2)を別
に示す。

この僚示を付けるのはどれか。

a 劇薬
b 爆発物

c 感染性廃棄物
d 放射性廃棄物

I 而午後 NO.2 図
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選択肢考察 答え d

放射能撮識

x a 劇薬は『医薬品、医療機器等の品質、有効性及び
安全性の確保等に関する法律』により、白地に赤枠、

赤字で『劇」と標示する。

x b 爆発物は「毒物及び劇物取締法Jにより、赤地に
白字で「爆発危険J と標示する。

x c 感染性廃棄物は「廃棄物の処置及び清掃に関する
法律」 により、 1)(イオハザードマーヲ」を標示する。

Od 放射性廃棄物は「放射線障嘗防止法Jにより、「放

射能標識』を標示する。

ポイント

放射線が発生している場所、例えば病院や診療所の工

ッヲス線録影室などには放射能標識が標示される。

〔問題 32) 必須脂肪酸はどれか。 2つ選べ。

a オレイン酸
b リノル酸

C アラキドン酸

d パルミトレイン酸

アプロチ

必須脂肪酸は体内でほかの脂肪厳から合成でき屯いた

めに摂取する必要がある脂肪酸である。

選択肢考察 答え bc

xa オレイン酸は不飽和脂肪酸である.

Ob リノーJし酸は必須脂肪駿である。
Oc アラキドン酸は必須脂肪酸である.

Xd パルミトレイン酸は不飽和脂肪酸である。

ポイント

く必須脂肪酸>

リノル酸

r-リノレン酸
アラキドン酸

au 
q
d
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アプローチ

〔問題 33) セカンドオピニオンの目的はどれか。 滅菌法、消毒法の種類については、超澱出問題なので

a 院内感染対策 ぜひ覚えておくこと。

b 医療事故の防止

c 患者の権利施護 選択肢考察 答え c 

d 診療時間の短縮 x a 口腔粘膜には使用で吉ない。

Xb 手指、口腔粘膜には使用できない。

アプロチ Oc 手指、口腔粘膜および金属器具のいずれにも使用

セカンドオピ=オンは主治医以外の医療者町意見の己 できる。

とである。 Xd 童属器具には使用できない。

選択肢考察 答え C ポイント

xa 、xb 、Xd これらはセカンドオピニオンの目的 く消毒薬の適応〉

ではない。

Oc セカンドオピ二オンは患者の権利であり、患者の 消18薫 使用濃度 金器属具製 非製金器属具 手皮循膚 粘腫
権利擁護が目的の 1つである。

げI次消J亜毒L橿周ター索エ厳タしアナノートしルデd ウヒムド 1-2% 仁 x x 

ポイント
x x 

" 70% ι O 口 x 
くセカンドオピニオン〉 Iit.'ピドンヨード × x O 
主治医以外の意見のことである。患者が自らの意思 |塩化ベンザルコこっム 1-2% O O O O 
決定する際に参考にするために取得する情報である。 ン 仁 x 

セカンドオピニオンの取得は患者の権利の1つである.

(問題 36) 恨尖切除法の術式で正しいのはどれか。

〔問題 34) 隣接面う蝕の診査に有効なのはどれか。 2つ a 切開→逆揖菅充壇→恨尖部倒艇→観主部切除→縫合

選べ。 b 切開→担尖部撞照→逆担菅充唖 → 根主部切除~鐙古

a セパレ一世ー C 切開ー，担尖田昌~→根尖部切除→逆恨官充蝿→縫合

b コンヲフトゲジ d 切開→逆椙菅克壇→根尖部切除→根尖部撞健司縫合

C 診査用ファイパー照射器

d 岐合法による工ツヲス線写真蹟影 アプローチ

根尖切除法は外科的歯内療法の1つであり、根管治療

アプロチ で治癒しない症例や根管治療ができない症例などに適用

隣接面う蝕の診査用具に関する問題である。 する。

選択肢考察 答え a c 選択肢考察 筈え c 

Oa セバレーターを歯聞に悟入させて、隣接面う蝕の x a、Xb、Oc、Xd

診査を行う。 恨尖切除法では、まず歯肉在切開し歯肉弁を剥魁

xb コンヲヲトゲージはコンヲヲトポイントの診査や する。次に根尖相当部の皮質骨が残存している場合

クラウン試適の調整時に用いる。 には骨の削除を行った後、根尖部の炎症組織を極純

Oc 診査用ファイパー照射器で光を照射して、隣接面 して歯恨尖を露出させる。歯根尖を確認したら根尖

う蝕の診査を行う. 部を切除し、逆根管充棋を行ってから歯肉弁を縫合

xd 岐合法ではなく、唆翼法による工ツヲス線撮影が する。したがって、 CがEしい。

隣接面う蝕の診査に有効である。

ポイント

ポイント く根尖切除法〉

<隣接面初期う蝕の診査〉 歯肉切開 ・歯肉弁の形成→根尖部の骨削除恨尖

①探針による触診 部の炎症組織掻隈→損尖部切除 →逆根管充填→歯

②歯間分都器(セバレ ヲ )の利用 肉弁の縫合

③デンヲルフロスの利用

④工ッフス線写真(特に岐翼法が有効)

⑤診査用ファイパ照射器 (問題 37) 根管治療に用いる EDTA液の作用で正しい

のはどれか。

a 殺菌作用

〔問題 35) 手指、口腔粘膜および金属器具のいずれにも b 発泡作用

使用できる消毒薬はどれか。 C 脱灰作用

a 消毒用エヲノール d 有機質溶解作用

b グルヲ )0アルデヒド

c 塩化ベンザルコニウム アプローチ

d 次亜塩素酸ナト 1)ウム EDTA波は、損管治療の際の根管洗浄 (根管清掃)に

使用されている薬液である。なお、 EDTAぺーストは根

管の機械的広大の補助剤として用いられている。

-39 
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選択肢考察 答え c
x a EDTA液に殺菌作用はない。
x b EOTA液に発泡作用はない。
Oc EOTA液はキレート剤で、脱灰作用(無機質溶解
作用)がある。

x d EDTA液に有機質溶解作用はない.

ポイント

く根管洗浄に使用する薬液>

〔問題 38) 歯髄の生死を判定するのはどれか。 2つ選べ。

a 打診
b 温度診

C 電気診

d 電気抵抗値測定検査

アプロチ

歯髄の生死は、歯髄炎と根尖性歯周炎との鑑別に重要

である。

選択肢考察 答え bc
xa 打診は歯周組織の倹査であり、歯髄の生死は判定
できない。

Ob 混度診は歯髄の生死を判定するために行う。
Oc 電気診は歯髄の生死を判定するために行う。
xd 電気抵抗値測定検査はう蝕の深さや露髄の有無な

どを調べるもので、歯髄の士死は判定できない。

ポイント

〈歯髄の生死〉

電気診

温度診

切削診

[問題 39) 32歳の男性。下顎左側第二小臼歯の冷水痛

を主訴として来院した。 過性の冷水痛があるが、自発

痛はない。う寓のインピーダンスは 20kOを示す。う蝕

象牙質を一層残存させある処置を行うこととした。初診

時の口腔内写真(別冊午後 No.3A)およびエッヲス線

写真 (別冊午後 No.3日)を別に示す。

使用するのはどれか。 2つ選べ@
a ホルムクレゾル
b 水酸化カルシウム製剤

C 接着性レジンセメント

d HY剤配合力ルポキシレートセメント

|別冊午後 No.3A、B 写真|

アプロチ

一過性の冷水痛を訴えているが自発痛はない症例であ

る。 う高のインピーダンスや工ッヲス線写真からう蝕が歯

髄にかなり近接していることがわかる。う蝕象牙質を一

層残存させある処置を行うこととしていることから、深い

う蝕に対して暫間的間接覆髄法を行うと判断できる。

40 
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選択肢考察 筈え bd 

童片圧入 歯髄腔に近聾したう蝕

x a ホルムヲレゾーJしは根菅貼薬や乳歯の FC断髄に
用いられる。

Ob 水酸化力ルシウム製剤は暫間的間接覆髄法に用い
られる。

x c 倭着性レジンセメントは修復補綴物の合着などに
用いるが、暫間的間接覆髄法には用いないa

Od HY剤配合力Jしポキシレ トセメントは暫間的問
接覆髄法に用いられる。

ポイント

く暫間的間接覆髄法に使用する薬剤〉

水酸化カルシウム

HY/IlJ (ヲンニン フッ化物合剤)配合力ルポキシ
レートセメント

[問題 40) 5級寓洞のコンポジツトレジン修復に用いる
のはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉庄排来
b コーナーマトリッヲス

C サーピ力ルマトリッヲス

d ヲッフルマイヤ- 1)テーナー

アプローチ

5級寓洞とは、歯冠の唇側‘頬側、舌側の歯頭部1(3
における寓洞である。歯肉に近接しており、コンポジッ

トレジン修復を行う場合には、歯肉の排除を行うとよい。

選択肢考察 答え.c 
0. 歯肉庄排糸は歯頭部の修復を行う際の歯肉排除に
使用される。

x b コ ナ マトリ ッヲスは4級修復に用いられる。
Oc サ ピ力ルマトリッヲスは歯頭部の修復lζ用いる
隔壁である。

xd ヲッフルマイヤーリテーナーは2級修復に用いら

れる。

ポイント

く5級修復時の歯肉圧排に使用されるもの>
歯肉圧排糸

ガムリトラヲター

ラパーダムフランプ

第25回第2回復読

〔問題 41) 30歳の男性。 下顎右側第 小臼歯の修復物

脱離を訴えて来館したロ電気診に正常に反応し、 再修復

を行うこととなった。初診時の口腔内写真 (別問午後

No.4)を別に示す。

適切なのはどれか。 2つ選べ。
a メヲJしインレ修復
b コンポジッ トレジンベニア修復

c コンポジッ トレジンインレー修復
d グラスアイオノマ セメント修復

| 別冊午後 No.4写真

アプローチ

修復物脱離を訴えて来院しているが、口腔内写真から

2級(00寓洞)メヲルインレーが脱離したと考えられる。

選択肢考察 答え a c 

インレカ守

脱離している

0. 口腔内写真からメヲルインレーが脱離したと考え
られるため、再修復としてメヲルインレー修復は妥

当である。

xb コンポジッ トレジンベ二ア修復は臼歯の2級修復

には用いられない。

Oc 2級修復として、コンポジットレジンインレ 修
復を行うことは妥当である。

xd グラスアイオノマーセメント修復は2級インレ

が鋭離した後の修復としては適切では怠い。一般的

にグラスアイオノマ セメントは強度の面がら、岐

合面の修復には適していない。

ポイント

くコンポジッ トレジンインレ 〉

メヲルインレーと比較して審美性に優れている。し

かし、強度に劣るため、破折防止のためにインレ 体

の厚みを確保する必要があり、メヲルインレー修復よ

りも歯質切削量が多くなる。また、合着には接着性レ

ジンセメントを用いる。

〔問題 42) ブラーヲ性歯肉炎の特徴はどれか。 2つ選べ。

a 歯槽骨吸収
b 歯肉の発赤

c 付着の喪失
d 歯肉ポケッ ト形成

アプローチ

プラーヲ性歯肉炎とは、歯肉辺織に存在するプラ フ

中の細菌によって発症する歯肉の炎症のことである。い

わゆる一般的な歯肉炎を考えればよい。

選択肢考察 答え bdx. 歯掴骨吸収は歯肉炎ではなく歯周炎でみられる所
見である。

41 -
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Ob プラーク性歯肉炎は歯肉由炎症であり、歯肉の発
赤や腫脹がみられる.

x c 付着の喪失は歯肉炎では担く歯周炎で生じる。
Od プラ ヲ性歯肉炎では歯肉ポケットが形成される。

ポイント

歯肉炎は歯肉の発赤や腫脹がみられ、歯肉ポケットの

形成が生じる。歯周炎は歯僧骨吸収やアヲッチメントロ

ス{付着の喪失)がみられ、歯周ポケットの形成が生じる。

〔問題 43) 32歳の女性。歯肉腫脹を主訴として来院し

た。てんかんにて通院しており薬剤を服用中であるとい

う。初診時の口腔内写真 (別冊午後 No.5)を別に示す。

常用薬として考えられるのはどれか。

a 二力ルジピン
b 二7工ジピン

c フエ二トイン
d シヲロスポリン

| 別問午後 No.5 写真 | 

アプローチ

歯肉腫脹を主訴として来院した患者で、てんかんでの

通院歴があることから、抗てんかん薬による歯肉腫脹が

考えられる。

選択肢考察 答え c 

歯肉が

腫JJlしている

x. 二力ルジピンはカルシウム措抗薬である。歯肉腫
脹lζ関連するが、てんかんによる通院歴と直接関連
がない。

xb ニフ工ジピンはカルシウム括抗薬である。歯肉腫

脹に関連するが、てんかんによる通院歴と直使関連

がない。

Oc 7工二トインは抗てんかん薬であり歯肉腫脹に関
連する。てんかんでの通院歴があることか己、フェ

ニトインが常用薬であると考えられる。

x d シヲロスポリンは免疫抑制/IlJである。歯肉腫脹に
関連するが、てんかんによる通院歴と直接関連がな

い。

ポイント

〈歯肉腫脹と関連する薬物〉

フェ二トイン 抗てん由、ん薬

カルシウム箔抗薬降圧薬、抗狭心症薬

シヲロスポリン 免疫抑制剤
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〔問題 44) 上顎中切歯部に歯周組織再生療法を適用する

こととした。根画への工ナメルヲンパク質塗布直後の口

腔内写真 (別冊午後 No.6)を別に示す。

次に行うのはどれか。

a 骨整形

b 根面の先浄

C 歯肉弁の縫合

d )0 トプレニング

| 別冊 午後 No.6 写真 | 

アプロチ

歯周組織再生療法を行っている症例である。エナメル

ヲンパヲ質は歯周組織再生療法lこ用いる薬剤であり、す
でに根面への塗布が終了している。

選択肢考察 答え C 

骨が先損しており、

根面{こ工ナメル

タンパク質が塗布

されている

xa 工ナメ)09ンパヲ質を塗布後はそのまま歯肉井を
縫合するため、骨整形は行わない。

x b 根面の洗浄は工ナメ)09ンパヲ質の塗布前lこ行
つロ

Oc 工ナメ)(，9ンパフ質を根面に塗布したら、歯肉弁
を縫合して処置を終了とする。

xd ル トプレ 二ングを行ってからエナメルヲンパ

ヲ質在塗布するものであり、エナメルヲンパヲ質塗

布後にル トブレ 二ングは行わない。

ポイント

エナメルヲンパヲ質は歯周組織再生療法で用いるもの

であるロ歯肉弁を剥離し、炎症組織の掻胞や根面白スケ

ーリング ルートプレー二ング後、EDTAなどで根面処
理し、生理食塩液で洗浄してから工ナメルヲンパヲ質を

根面lζ塗布する。塗布後は歯肉井を縫合する。

〔問題 45) 全部床義歯製作において技工室で行うのはど

れか。

a 岐合採得
b 蝦義歯試遇

C 臼歯部人工歯排列

d 前歯部人工歯選択

アプローチ

全部床義菌製作手順に関する問題である。チ工アサイ

ド(診療室)とラポサイド(技工室)にわけて理解して

おくこと。

選択肢考察 答え C

x a 岐合床を用いて、患者の口腔内で行う操作である。
技工室で行うことはで吉ない。

x b 魁義歯は患者の口腔内に試適するので、チ工アサ
イドで行う。

午後問題解説

Oc 臼歯部人工歯排列は岐合器上で行うので、技工室
で行う。

xd 前歯部人工歯選択は患者と相談して、色調、形態、

大きさ、材質を決定するため、 チ工アサイドで行う

操作である。

ポイント

<全部床義歯の製作手順>

チ工アサイド(診療室 ラポサイド(技工室)
話査 1

前処置(外科的処置粘膜調整)
概形印象ーす 研究膿型個人トレーの製乍

精密印象師庄距成 三一ー作業模型の製作
R交合保得骨ト殴合時(基礎床+峻合理)の製俳
人工幽の選択一行人工歯排刊歯肉形成
岨義歯の試遁三ド埋没重合

既合器再装着
削合

4 研磨

装着 '(
本眠合採高五百面雇歯の試通までの過程陪いろいろなやり方がある.

〔問題 46) 義歯の写真 (別冊午後 No.7)を別に示す。

この義歯はどれか。

a 中間義歯
b 片側性遊離端義歯

C 歯根粘膜負担義歯

d アタッチメント義歯

| 別冊午後 No.7 写真 | 

アプローチ

遊離端義歯に関する問題である。遊離端義歯とは、最

後方臼歯が欠損している症例lこ装着される義歯のことで

ある。写真は左右側の臼歯部が欠損しているので両側性

遊離端義歯である。

選択肢考察 答え c 

連結装置

x a 中間義歯とは歯列の中聞に欠損がある症例に装着
される義歯のことである。

x b 遊離端義歯とは最後方自歯が欠員している症例に
装着される義歯のことである。左右側ともに遊離端

欠損なので、写真の義歯は両側性遊離端義歯である。

Oc 部分床義歯は歯根粘膜負担義歯である。
xd アヲッチメン卜義歯は支台歯を形成して設置され

る固定部と、義歯床に設置される可搬部の組み合わ

せにより、支台歯と義歯を連結する維持装置で構成

された義歯である。

ポイント

く遊離端義歯〉

最後方臼歯が欠損している症例に装着される義歯。

歯根粘膜負担義歯。
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{問題 47) よ顎前歯部の固定性ブリッシ・のポンデイツヴ

に用いるのはどれか。

a 鞍状型
b 船底型

C 離底型

d オベイ卜型

。
るあで題問るす関一」類分の能口3

 

耳
パクツイ

チ
テ
一
ン

ロ
ポ
プア

選択肢考察

x a 鞍状型は全面的に
たく白浄性|こ欠ける。

x b 船底型は半白浄型
顎臼歯部の固定性ブ

部に使用されること

されない。

x c 離底型は基底面を粘膜l己接触させない自浄型のポ
ンティッ?で、 口腔衛生管理上望ましいが、前歯部

では審美性や発音機能などを重視するので使用され

ない。

Od オベイト型は粘膜縫触型で、凸面状の基底面が顎
堤粘膜の陥凹部に入り込む形態となっている。審美

性1;::優れるので前歯部1;::使用される。

答え d 

粘膜に接触させているので、まっ

可撒性ブリッジで使用される。

のポンティツヴで、大部分は下

リッジで使用される。下顎前歯

もあるが、上顎前歯部には使用

ポイント

くオベイト型ポンティッヲ>

粘膜接触型で、凸面状の基底面が顎堤粘膜の陥凹部

に入り込む形態となっている。

歯閤乳頭の再現1;::優れる。
基底面は陶材を用いる。

補綴前外科処置が必要である。

(問題 48) 軟組織に発生するのはどれか。
a 歯根嚢飽
b 鼻歯僧嚢胞

C 含歯性嚢胞

d 術後性上顎嚢胞

アプロチ

軟組織に発生する褒胞に関する問題である。顎骨に発

生する嚢胞も覚えておこう。

選択肢考察 答え b

xa 重層扇平上皮で裏装された肉芽組織ならびに線維
性結合組織よりなる嚢胞で、顎骨内に生じる。失活

歯の根尖部に境界明瞭な類円形の工ッヲス線透過像

を示す。試験穿刺すると、コレステリン結品を含む

淡黄色の紫液性の内容液を含む。

Ob 上顎突起、球状突起、外側鼻突起の癒合部の軟組
織に発生する嚢胞である。轟翼の基部lζ好発する。

x c 歯冠形成終了後に退縮エナメlし上皮1;::褒胞化が生
じたものである。 嚢胞内に埋伏歯を含む。顎骨内に

生じる。

xd 上顎洞炎(蓄膿症)の根治術の後、数年以上経過

して癒痕組織中に生じる嚢胞である。顎骨内に生じ

る。

ポイント

く発生部位による嚢胞の分類〉

軟組織内に尭生する嚢胞|顎骨内{こ尭生する嚢胞

鼻歯僧喪澗 |歯根嚢胞
粘液護飽(粘;直癌含歯性嚢胞
類皮嚢胞 |鼻口蓋嚢胞
類表皮嚢官包 |術針生上顎嚢胞
鋸嚢胞(由頭嚢胞)
ガマ腫
甲状舌菅嚢胞

(問題 49) 関口障害が生じるのはどれか。 2つ選べ。

a 筋突起骨折
b 歯槽骨骨折

C 頬骨弓骨折

d 関節突起骨折

アプロチ

顎骨骨折に関する問題である。顎骨骨折は下顎が上顎

より多い。下顎は前歯部(オトガイ宮町、顎角部、関節

突起部(下顎頭部)に好発する。

選択肢考察 答え cd
x a 筋突起骨折では開口障害は生じない。
Xb 歯僧骨骨折は上顎前歯部に多くみられるが、開口
障害は生じない。

Oc 、Od 頬骨弓骨折、関節突起骨折では関口障害が

生じる。

ポイント

<関口障害がみられる疾患>

①顎関節症

②智歯周囲炎

③関節')ウマチ

④関節突起骨折

⑤頬骨弓骨折

⑥顎放線菌症

⑦口底蜂寓織炎

〔問題 50) 顎関節症の症状はどれか図 2つ選べ。

a 関節雑音

b 閉口障害

C 顎関節脱臼

d 関節円板前方転位

アプロチ

顎関節症の臨床症状iこ関する問題である。顎関節症と
は、顎運動時の関節痛、関節雑音、開口障害の3症状を
主徴とする。顎関節脱臼と区別できるようにしておくこ

と。

選択肢考察 答え ad 
Oa 関節雑音(~ヲ ') ッヲ)はæめられる。

x b 顎関節症では関口障害が認められる。 方、顎関
節脱臼では閉口障害が認められる。

Xc 顎関節症と顎関節脱臼とは異なるものである。
Od 関節円板前方転位は認められる。復位性の場合は

7リッヲ、非復位性の場合はクローズドロッヲを認
める。
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午後問題解説

Tell Show 00法などの行動変容法在行うことが多いが、

3歳未満の低年齢児lこは抑制l法や前投薬などを考慮す
る。

a c 筈え

(問題 56) 上顎より下顎のほうが早く萌出する乳歯はど

れか。2つ選ベロ
a 乳中切歯

b 乳側切歯

C 第乳臼歯

d 第二乳臼歯

第25回第2回模試

選択肢考察

午後問題解説

アプローチ

悪習癖lこより不正岐合が生じるが、口呼吸患者でも特

徴ある不正岐合がみられる@

第25回第2回模試

選択肢考察

x a 口呼吸では開吸が生じやすい。
x b、Od 口呼吸患者では、口輪筋の弛緩のため上顎
前歯の唇側傾斜が生じやすいが、対称捻転がみられ

やすいとはいえない。

Oc 口呼吸患者では、舌カ吋!lO位となるため上顎歯列弓
の狭窄が生じやすい。

c d 答え

アプロチ

乳歯の萌出に関する問題である。萌と白順序は覚えてお

吉たい。

選択肢考察 答え ad 
Oa 乳中切歯は上顎より下顎のほうが早く萌出するo
x b 乳側切歯は上顎より下顎のほうが遅く萌出する。
x c 第 乳臼歯は上顎より下顎のほうが遅く萌出する。
Od 第二乳臼歯は上顎より下顎のほうが早く萌出する。

A ~ B 0 C E 
d\d\~\~ 
/‘/‘/‘ノ

下顎 A B 0 C --I惨E

ポイント

<乳歯の萌出順序〉

上顎

Oa 急速艦大装置はバンドを利用レた矯正装置であ
る。撤去時!とバンドリムーピングプライヤ 在使用

する。

Xb アーチワイヤーは結紫線を切断してホウプライヤ

などで把持して徹去する。

Oc リンガ)L，T チはバンドを利用した矯正装置であ
る。撤去時にバンドリム ピングプライヤーを使刊

する。

Xd 矯E用ブラケットl立ブラケッ トリム ピングプラ
イヤーを使用する。

パンドリム ピンクプライヤー

ポイント

く口呼吸患者でみられやすい不正岐合>

開岐

上顎歯列弓の狭窄

上顎前歯の唇慣u傾斜

(問題 51) 62歳の女性。右側舌縁部の異常を主訴と
して来院した。約3年前から同部の白斑に気付いたが、
無痛性で擦過しても除去できないという。所属リンパ節

を触知しない。初診時の口腔内写真(別冊午後 No.8)

を別に示す。

疑われるのはどれか。

a 白飯症

b 扇平苔癖

C 橋矯性演標

d 口腔力ンジダ症

ポイント

バンドリム ピングプライヤー

試適あるいは合着されたバンドの撤去

ブラケットリム ピングプライヤ

歯面に接着したブラケットの除去

レジンリムーパー

ブラケットを除去した際に残ったレジンの除去

患者自身が着脱する矯正装置はどれか。 2つ

アプローチ

患者自身が着脱する矯正装置は可i融式矯正装置である。

[問題 53)

選べ。

a 急速拡大装置
b アヲチバトル

C ヲワドヘリックス

d ファンクシヨンレギュレーヲー選択肢考察 a 答え

写真NO.8 

アプローチ

舌の異常に関する問題である。

午後別冊

根未完成歯の生活断髄法1<:用いる薬物はどれ

パラホJしム製剤

ホJレムクレゾ-'"
7エノー'"カンフJレ
水酸化カルシウム製剤

(問題 57)
か。

a 
b 

C 

d 

(問題 55) 2歳の女児。う蝕処置を行うことと したが、

歯科診療への協力が得られない。

適切な対応はどれか。

a 抑制法

b 母子分離

c 笑気吸入鎮静法

d Teli Show 00法

選択肢考察 答え bd

x a 急速弧大装置は術者が着脱する固定式矯正装置で
ある。

Ob アフチパトールは可撤式矯E装置である。
x c ヲワドへリッフスは術者が着脱する固定式矯正装
置である。

Od ファンヲションレギユレ ヲーはフレンケル装置

ともいう。可撤式矯E装置であるc

舌側縁部の

白致E

アプローチ

生活断髄法とは、冠部歯髄を除去して根部歯髄を保存

する処置である。根未完成歯では歯根が完成しておらず、

歯根を完成させるために根部歯髄を保存することを考慮

して処置を行うのがよい。

選択肢考察 答え d

x a Hラ市'"ム製剤は失活剤である。 生活断髄法には
用いられない。

Xb ホルムヲレゾ '"は乳歯の FC断髄法に用いる。

x c フエノ '"カンフJしは歯髄鎮痛消炎療法に用い
る。生活断髄には用いられない。

Od 水酸化カルシウム製剤は根未完成歯の生活断髄法

1<:用いられている。

アプロチ

2歳児は、年齢的に歯料診療への協力を得ることは困
難であり、処置が必要な場合には特別な対応を考慮する

必要がある。

ポイント

根未完成歯に対して水酸化カルシウムを用いた生活断

鎚法を行うと、断髄部にデンチンブ1)ッジが形成される

だけではなく、根部歯髄が保存されることから歯根の正

常な形成が生じる。これをアベキソゲネーシスという。

選択肢考察 答え a
Oa 2歳の小児では説明に対する理解を得る事も困難
であり、歯科診療への協力が得られない場合には抑

制法を行う。

x b 母子分離を行うと不安や恐怖が増強してしまうた
曲、 2歳児には適切でない。
x c 笑気吸入鎮静法は鼻マスヲで笑気を吸入させるも
のであるが、意思の疎通が困難な低年齢児には適切

でない。

X d Tell Show 00法は、コミュ二ケーシヨンがとれ

ない幼児や障害児では困難である。歯科診療への協

力が得られない2歳児には適切でない。

Oa 白板症は前癌病変の1つで、舌、歯肉などに好発
する。擦5畠によって除去できない板状あるいは斑状
の白色病変である。

Xb 扇平苔癖は前癌状態の1つで、頬粘膜に好発する。

接触痛を伴うし ス状白斑がみられるのが特徴であ

る。

X C 樗癒性潰療は慢性の圧迫あるいは機械的刺激が原

因となり生じる潰揚である。写真から潰療がみられ

ない点、無痛性の点から否定される。

Xd 君、性偽膜性口腔力ンジダ症では、擦過すると白m
は除去できる。

ポイント

く主な可撤式矯正装置>

岐合斜面板

岐合挙上板

機能的矯正装置 アヲチパトーんやファンクシヨン

レギュレーヲーなど

床型矯正装置拡太床など

〔問題 54) 器具の写真 (別冊午後 No.9)を別に示す。

撤去時にこの器具を使用するのはどれか。 2つ選べ。

a 急速拡大装置
b アチつイヤ

C リンガルアーチ

d 矯正用ブラケット

ポイント

く顎関節症の臨床症状>

①顎運動時の関節痛

②関節雑音

③開口障害

④異常顎運動

ポイント

<白板症〉

擦過によって除去できない白斑ロ

前癌病変の1つ。
頬粘膜、舌、歯肉lζ好発。

写真NO.9 午後別冊
ロ呼吸の患者でみられやすいのはどれか。 2〔問題 52)

つ選べ。

a 過蓋岐合

b 対称捻転

C 上顎歯列弓の狭窄

d 上顎前歯の唇側傾斜
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〔問題 58) 3歳の男児。歯の変色を主訴として来院した。

初診時の口腔内写寓(別冊午後 No.lO)を別に示す。

原因として考えられるのはどれか。

a 遺伝
b 外傷

C ポルフィリン症

d テトラサイヲリンの服用

円市下玄司王10 写真

アプローチ

口腔内写真をみると左側乳中切歯が変色していること

がわかる。右側乳中切歯はとくに問題がない。

選択肢考察

"' .，.，.圃・・・・・・・・・・・・・-
E司医 、司.，..ウ咽，.曹司凶...・...'司司・・F司・・・・E
E司・ 1.;'1;_ iI 可。盟関r-'r. 掴.曹司
1~， [h'~~1"醒J司 h'l ' I 

答え b 

圃・・E...'L..o且:"'~官民2軍司・..1・首左側乳中切歯のみ
・・・圃・・・・hニ占園面幽・・・圃聖色がみられる

X a 工ナメJし質形成不全症など遺伝疾患により歯の変
色が生じることがあるが、 11過のみに限局して生じ

ることはない。

Ob 外傷により変色が生じることが多い。また、外傷
では1歯のみに限局して生じる己とが書いため、原
因として最も考えられる

X C ポ)0フィリン症は歯がピンウ色に変色するが、 1
歯のみに限局して生じることはない.

Xd テトラザイクリンの服用では歯が帯状、褐色に変

色するが、 1歯のみに限局して生じることはない。

ポイント

く歯の変色〉

遺伝や全身疾患などによる歯の変色は、左右対称性

lこ出現する。
外傷ゃう蝕などの局所的要因による歯の変色は、要

因が加わった歯のみに限局して生じる。

(問題 59) 加齢に伴う変化で増加するのはどれか.

a of!嘱能率
b 岐合支持域

C 岐頭展開角

d 歯列弓長径

アプローチ

加齢に伴う歯歯列の変化についての問題である。

選択肢考察 答え c
X a 、xb 加齢に伴う歯の喪先による岐合支持域や安

定した顎位の喪失により、岨噌能率は低下する。

Oc 加齢に伴う岐耗により岐頭展開角が壇大し、歯の
接触点面積が増大する.

xd 加齢に伴う歯の隣接面白岐耗や摩耗により‘歯列

弓長径は減少する。

46 

ポイント

〈加齢に伴う歯歯列の変化〉

歯数の減少

摩耗岐耗

歯髄腔の狭窄

歯根透明象牙質の出現

セメント質の肥厚

午後問題解説

(問題 60) 要介護認定を受けた者に対して介護老人保健
施設で行うのはどれか。

a ヲ ミナルケア
b セカンドオピヱオン

c リハビリテーシヨン
d ノーマヨイゼーシヨン

アプローチ

介護老人保健施設は中間施設とよばれ、 『医療法Jに

基づく医療機関であると同時に、 f介護保険法』の規定

に基づく介護保険施設(入所施設)でもある。

選択肢考察 答え c
xa ヲ ミナルケアは終末期医療ケアのことである。
xb セカンドオピニオンは主治医以外のほかの医師の

意見のことである。

Oc 介護老人保健施設は症状が安定した患者が入所
し、リハビリテ シヨンを中心とするケアと日常生

活上の介助を行う施設である。

xd ノ マライゼ ションは高齢者や障害者が、障害

があってもごく普通の生活を営むことができるよう

な社会をつくることである。

ポイント

リハビリテーシヨンでは、運動麻簿などの機能障害に

アプローチして少しでも麻樟などを軽混する努力を行う

と同時に、麻痩があるなりに動作練習して日常生活動作

(ADL)能力を高める.

[問題 61) 鴨下機能評価で標準的に用いられるのはどれ
か。

a CT 
b MRI 

c 超音波検査
d バリウム造影検査

アプローチ
摂食 。嚇下障害者に対する機能検査についての問題で

ある。器質的変化だけでなく、機能的評価ができる検査

を考える。

選択肢考察 答え d
xa、xb CTやMRIでは器質的変化は観察できるが、
機能的評価は行えない.

x c 超音波検査では機能的評価は行えない。
Od バリウム造影検査では、造影剤の動きや嚇下器官
の状態と動吉の観察を透視下に行う。

第25回第2回模試

ポイント

く嚇下機能評価法〉

嚇下内視鏡検査

パリウム造影検査

(問題 62)パ キンソン病でみられる口腔症状はどれ
か。 2つ選べ。
a 流漣
b ロ呼吸

C 唾液分泌過多

d 口腔ジスキネジア

アプローチ

パーキンソン病は、中脳黒質部のドバミン作動性ニユ

ロンの変性とレピー小体の出現を特徴とする。 4大症
状は、不随意運動(静止時の辰戦)、筋硬直、寡動(動

作緩慢)、姿勢反射障害である。

選択肢考察 答え ad 
Oa バーキンソン病の4大症状のうち摂食・鴨下障害
の症状はおもに国崎と動作緩慢古、らくる。口腔症状

としては溝正や舌運動の障害、開口障害、口腔通過

時間の延長‘瞭下反射の遅延、喉頭蓋谷 ー梨状陥凹

への食塊貯留、不顕性誤腐などがみられる。

xb ロ呼吸はバ キンソン病患者の口腔額面領域の症

状ではない。

x c J~ーキンソン病により唾液分泌過多になることは
ない。

Od 抗J(ーキンソン病薬投与時に口腔ジスキネジアが
みられることがある。ジスキネジアは、太脳基底核

の障害で出現する不随意運動の総称である。

ポイント

〈パーキンソン病でみられる口腔症状〉

流，延

誤聴

舌顕戦

口腔ジスキネジア

{問題 63) 歯科予防処置の内容で正しいのはどれか。 2

つ選べ.

a 裂溝う蝕のある患者への小禽裂満場塞
b 歯損面が露出した患者へのフッ化物塗布

c 骨縁上;r(ケットのある患者への薬物局所投与
d 健康な遊離歯肉，曹のある患者への歯肉縁上歯石の

除去

アプロチ

歯科予防処置は「歯および口腔の疾患を予防して健康

な状態を維持噌進するために行われる専門的な処置』

のことである。

選択肢考察 答え bd

x a 裂潤う蝕のある患者にはう蝕治療が必要である。
小高裂;胃填塞は健全歯に行う歯料予防処誼である。

Ob 歯損薗が露出した患者へのフッ化物塗布は歯科予
防処置である。

x c 骨縁上ポケットのある患者への薬物局所投与は歯
周治療であり、歯科予防処置ではない.
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午後問題解説

Od 健康弘遊離歯肉溝のある患者への歯肉縁上歯石田
除去は歯科予防処置である。

ポイント

く歯科予防処置>

歯菌や正常な歯肉の遊離縁下の付着物 沈着物(プ

ラ ヲや歯石など)を機械的に除去すること

→スケーリングや歯面研磨など

歯菌および口腔に対して薬物を塗布すること

→フッ化物塗布、小寓裂溝i轟塞など

(問題 64) 根台、岐部病変在進行させるのはどれが。 2つ
選べ。

a 稀突起
b 臼後結節
C 恨面の陥凹

d エナメル真珠

アプロチ

根分岐部病変は分岐部の解音IJ学的特徴により病変が悪

化しやすい。

選択肢考察 苦え cd

xa 練突起は上顎前歯の舌側lζ出現する突起であり、
恨分岐部病変とは関係ない。

xb 臼後結節は第三大臼歯の遠心に出現する結節であ

り、根分岐部病変とは関係ない。

Oc 分岐部の根面の陥凹は、プラ クの蓄積や清掃性
に関与し恨分岐部病変の憎悪因子となる。

Od エナメル真珠やエナメル突起は根分岐部病変の増
悪因子である。

ポイント

〈恨分岐部病変を進行させる解剖形態因子〉

歯崎直面白陥凹

小さな歯根離開度

エナメル突起、工ナメル真珠 など

〔問題 65) 喫煙者の歯周病の歯肉の特徴はどれか。
a 自然出血

b 角化の減少

C 色素の沈着

d 乳頭歯肉の頃死

アプロチ

喫煙者では、歯肉に特徴的な変化が生じる。

選択肢考察 答え c
x a 喫煙により歯肉の血流が減少するため、歯肉から
の出血を生じにくい.

xb 喫煙の影響により、歯肉の角化は増加しやすい。

Oc 喫煙者では歯肉にメラニン色素の沈着が生じやす
し、。
xd 乳頭歯肉の頃死は壊死性歯周疾患の特徴である。

ポイント

く喫煙者の歯周病の特徴〉

歯肉の色素沈着

歯肉の角化
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辺縁部町線維化

著明や歯槽骨吸収やアヲッチメントロス

〔問題 66) 歯肉縁上歯石の特徴はどれか。 2つ選べ。

a 暗褐色である。
b 層状構造をなす。

C 好発する歯種が決まっている。

d 歯肉溝漫出液由来のミネラ)cが関与している。

歯上縁肉歯りあでのもたし
。
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ア

選択肢考察 答え bc 
X 8 歯肉縁上歯石は白色~黄白色である。

Ob 歯肉縁よ歯石は層状構造をなす。

Oc 歯肉縁上歯石は唾液腺開口部付近の歯に生じやす
し、o

Xd 歯肉崎よ歯石は、縁上プラークに唾液由来の力)c

シウムイオンが沈着して石灰化する。

ポイント

<歯肉縁下歯石>

暗褐色を呈する。

緑下プラー?に歯肉溝JE書出液由来のカルシウムイオ
ンが沈着して石灰化する。

歯面へ強固に付着している。

(問題 67) 口腔清掃により発症の減少が期待できるのは

どれか。

a 肝炎

b 胃潰癒

C 歯牙腫

d 誤腕性肺炎
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選択肢考察 答え d

X 8 肝炎は肝炎ウイルスやアルコールなどが原因で生

じる。口腔内細菌の関与は考えられない。

x b 胃潰療はピロリ菌 (Helicobacterpylori)や非ス
テ口イド系抗炎症薬などが原因で生じる。口腔清掃

で発症が減少できるとは考えられない。

x c 歯牙腫は歯原性腫嬉であり、口腔清婦は関与しな
し、。

Od 誤瞭性肺炎は口腔内細菌が唾液とともに誤聴され
ることなどが原因で生じる。口腔清掃により発症減

少を期待で吉る。

ポイント

口腔内細菌により生じる歯周病は、全身の健康状態に

も影響を与えていると考えられている。歯周査と全身疾

患との因果関係や関連性を研究する学問をペリオドンヲ

)cメディシンといい、ベリオドンヲルメディシンに関わ

る疾患として、冠状動脈心疾患や糖尿病、誤畷性肺炎な

どが挙げられる。

午後問題解説

(問題 68) 下顎左側臼歯部の工ッヲス線写真(別冊午後
No.111在別に示す。

この写真から観察できるのはどれか。 2つ選べ。

a 歯根嚢胞

b 歯石沈着

C 垂直性骨吸収

d 歯の内部吸収

円IJflIl午後 NO.11 写真

アプローチ

工ッヲス線写真の読影問題である。

選択肢考察 筈え bc

歯石沈着

X 8 歯根嚢胞は観察できない。

Ob i!Iι、根の近心側1"歯石沈着がみられる。
Oc 下顎左側第 大臼歯の近心部に垂直性骨吸収がみ
られる。

Xd 歯の内部吸収は観察できない。

ポイント

垂直性骨吸収は、食片圧入や岐合性外傷などの関与が

考えられている。

[問題 69) 指数の最高スコアで正しいのはどれか。
8 CPI 3 

b PHP: 5 

c OHI: 10 
d PMA: 17 

点高最のアコスるあで題間るす聞に
。
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歯
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を
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選択肢考察 答え b

X 8 CPIのスコアの最高は4点である。

Ob PHPのスコアの最高は5点である。

x c OHIのスコアの最高は 12点である。
x d PMAのスコアの最高は全醤ならば82点、前歯

ならば34点である。

ポイント

PHPのスコアの最高点 5点
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[問題 70) スケ ラ の写真句リ冊午後 No.12)を示す。

この特徴で正しいのはどれか。 2つ選べ。

a 部地特異的である。
b 断面は三角形である。

C オフセットプレードを有する。

d 刃部南側にカツテイングエッジがある。

|別冊午後 NO.12 写真|
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選択肢考察 筈え 8 C 

グレーシータイプキュレツト

0 8 グレーシーヲイプキ1レットは部位特異的である。

x b 断面は三角形であるのはシッフルヲイプスケ ラ
である。グレ シ ヲイプキユレットの断面はほ

ぼ半円状である。

Oc グレ シ ヲイプキュレツトはオフセットプレー
ドを有している。

xd グレーシーヲイプキュレットは片刃である。刃部

両閣~に力ツデイング工ッジがあるのは1二パ サル

タイプキユレッドやシッヲJレヲイプスケ う であ
る。

ポイント

くキユレツトヲイプスケ ラ の特徴〉

刃先がスプン状で、刃部断面はほぼ半円形を呈し

ている。

グレ シ ヲイプキユレットとユニバーサルヲイプ

キユレットがある。

グレーシータイプキュレットは部位特異的である。

グレーシーヲイプキユしツトはオフセットプレ ド

である。

ーグレ シ ヲイプキユレットは刃部片側に、ユ二パ

サルヲイプキュレツトは刃部両慣~に力ツティング
エッジがある。

(問題 711 口腔内写真(別冊午後 No.13)で示す臼歯

部頬冊jに対して、あるポジシヨンからグレーシーヲイプ

キユレットを用いて歯石除去を行った。

歯石除去を行う際に術者の位置が同 であるのはどれ

か。 2つ選べ。
a 上顎右側前歯部口蓋側

b 下顎前歯部舌側

C 下顎左側臼歯部舌側

d 上顎左官~臼歯部口蓋側

1別冊午後 NO.13 写真|

アプロチ

スケ ')ングのポジショニングに関する問題である。

写真の部位は下顎右側臼歯部頬側であるため、 ワイドポ

ジションで行うo

選択肢考察 答え c d 

下顎右側臼歯部頬側

X 8 上顎右側前歯部口蓋側はパッケポジシヨン力、ら行

つ。

xb 下顎前歯部舌側はパックポジシヨンから行う。
Oc 下顎左側臼歯部舌慣lはすイドポジシヨンから行
う。

Od 上顎左側臼歯部口蓋側はサイドポジションから行
つ。

ポイント

くサイドポジションからヅしーシーヲィブキュレツ卜で瞳E除去をjjラ部位〉
下顎右側臼歯部頬側

下顎左側臼歯部舌側

よ顎左側臼歯部口蓋側

〔問題 72) 25歳の男性。歯石の除去を希望して来院し

た。口腔内写真(別冊午後 No.14A)と使用するスサー

ラ の写真(別冊午後 NO.14日)を別に示す。

歯面に対する角度で最適なのはどれか。

8 15度

b 40度

c 60度
d 70度

|別冊午後 NO.14A、日写真|
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選択肢考察 替え d 

歯石

シックルスケーラー

X 8、xb、xc 、Od
シッヲルスケーラーの内面と歯面のなす最も効果

的な角度は、 70-85度である。
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ポイント

〈スケーラーの歯面に対する操作角度>

シッフルタイプスケーフ

キ 巳ヒととZユレツトト壬子一つι-毛ー士
口二〈ーサしタイプ

ホウタイプ

チゼルタイプ

ファイルタイプ

超音波スケラ

工アスケラ

70・-85・
45"-90" 
70"-85" 
90" 
180・
70・-85"
15圃

15・

〔問題 73) スケ リング中に歯周ポケット内でスケ ラ
ーが破折して歯肉出血が生じた。

まず行うのはどれか。

a 口をすすいでもらう。

b ガーゼで圧迫止血する。

C ポケット探針で診査する。

d 工ツクス線写真撮影を行う。

アプロチ

スケ リング中に歯周ポケット内でスケ うが破折

した場合、まず破折片を確認することが重要である。

選択肢考察 答え b

xa 口をすすいでもらうと、厳折片が移動してしまう
可能性があるロ

Ob 歯肉出血が生じているため、まずガーゼで圧迫止
血し、その後破折片在確認するとよい。

x c 歯肉出血で確実に観察できない状態でポケット探
針で診査すると、破折片の押し込みなどの可能性が

ある。

xd 破折片の確認が困難な場合に工ッ7ス線写真I1量影

を行うことは考えられるが、歯肉出血が生じている

状態で工ツクス線写真撮影は行わない。

ポイント

スケラのシャ ブ二ングにより、刃部が細くなる

と、スケーリング中に刃部の破折が生じることがある。

刃部の破折が生じた場合には、破折片を確認して除去す

ることが大切であり、むやみに洗口させたりしないほう

力てよい。

[問題 74) スケ リング部位と使用するグレシタイ

プキ1 レットとの組合せで正しいのはどれか。2つ選べ。
a 上顎右側第一小臼盛口蓋側近心 # 11 

b 上顎左側第二小臼歯煩側近心一一一一一一 #12 
C 下顎左側第一大白歯舌側遠心一一一一一一 #13 
d 下顎右側第二大臼歯頬側遠心 # 14 
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選択肢考察 答え ad 
Oa 上顎右側l臼歯口蓋側近心lこは#11を用いる。
xb 上顎左側臼歯頬側近心には#11を用いる。

x c 下顎左側臼歯舌側遠心には#14を用いる。
Od 下顎右{目~臼歯頬側遠心!こは# 14を用いる。

午後問題解説

ポイント

くグレーシーヲイプキユレツ卜の番号と使用部位>

1/2 前歯部のすべての歯面

3/4 前歯部のすべての歯面

5/6 前歯部および小臼歯部のすべての歯面

7/8 臼歯部の頬側面舌側面

9/10 臼歯部の頬側面舌側面

11/12 臼歯部の近心面および近心方向の隣接歯間部

13/14 臼歯部の遠心面および遠心方向の隣接歯間部

応
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下顎 ¥心以/
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右 左

〔問題 75) 心臓ぺ←スメ 力装着者に対して低用でき

るのはどれ力、。 2つ選べ。
a 工アスケーラ-

b 電気歯髄診断器

C 超音波スケラ

d 重曹粉末噴射歯面清掃器
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選択肢考察 答え ad 
Oa、xc 工アスケーラはベスメ力装着者に
使用できる。しかし、超音波スケラ はベスメ

ーカーの誤作動を招くおそれがあるため、使用を避

けた方がよい。

x b 電気歯髄診断器はペスメ 力の誤作動を招く
おそれがあるため、使用を避けた方がよい。

Od 重曹粉末噴射歯面清掃器はナトリウム慢取制限中
の患者には禁忌であるが、ペースメ 力 装着者に

は使用できる。

ポイント

く心臓ベ スメーカー装着者への憧用を避けた方がよい機器>

電気メヌ

電気歯髄診断器

超音波ス7 ラ など
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(問題 76) 唾液を検体として微生物因子在判定するう蝕
活動性試験はどれか。

a スワップテスト
b 力リオスヲット⑩

C スナイダーテスト@

d Dentobuff~ STRIP 

アプロチ

う蝕活動性試験には、用いる検体や評価する因子によ

って区別される。

選択肢考察 答え c
xa スワッブテストはプラーヲを検体として微生物因
子(細菌のE量産生能)を評価する試験である。
x b 力りオスタット @はプラ-?在検体とレて微生
物因子(細菌の酸産生能)を評価する試験である。

Oc スナイダ テスト @は唾液を検体として微生物
因子 (細菌の酸産性能)を評価するものである。

x d OentobuffoBl STRIPは唾液を検体として宿主因子

(唾液緩衝能)を評面するものである。

ポイント

くプラ ?を検体とするう蝕活動性試験>

スワッブテスト

力リオスヲット@

Oentoculti81 SM 唾液またはプラー?を検体とする。

〔問題 77) フッ化物歯面塗布で正しいのはどれか。 2つ
選べ。

a 溜まった唾液を吐き出させる。
b フッ化物をガラス容器に準備する。

C 塗布後30分間は飲食を控えさせる。
d フッ化物配合歯磨剤と併用しないよう説明する。

アプロチ

7ッ化物歯面塗布はフッ化物の局所応用法であり、歯
科衛生士ができるプロフ工ショナルケアである。

選択肢考察 答え ac 
Oa 溜まった唾液は飲み込まず、吐き出させるように
説明する。

xb フッ化物はガラス製品を侵蝕しやすいため、ガラ

ス容器ではなくプラスチッヲ容器に準備する。

Oc 塗布後30分間はうがいや飲食を控えさせる。
xd フッ化物配合歯磨剤と併用しても問題ない。

ポイント

フッ化物歯薗塗布は、フッ化物の取り込み畳が多い萌

<Jj直後の歯に行うのが望ましい。そのため、小児に適用

することが多いが、 高齢者の根面う蝕予防にも効果的で

ある。

[問題 78) フッ化ジアンミン銀について正しいのはどれか。

a 黒色の薬液である。
b 無味の薬液である。

C う蝕の第二次予防に用いられるロ

d 幼若永久歯のう蝕進行抑制に多用される。

アプロチ

7ッ化シーアンミン銀は乳歯のう蝕進行抑制剤として使
用されるフッ化物である。

選択肢考察 答え C

xa フッ化ジアンミン銀をう蝕部位に塗布すると塗布
部位が黒変するが、フッ化ジアンミン銀自体は無色

透明の薬液である。

xb フッ化ジアンミン銀は苦みがある薬液である。

Oc フッ化ジアンミン銀はう蝕進行抑制に用いるもの
であるため、う蝕の第二次予防に用いられる。

xd フッ化ジアンミン銀は塗布部位が黒変し審美障害

が生じるため、一般的に永久歯には用いられない。

ポイント

くフッ化ジアンミン銀 38% A日(NH3)，F > 
乳歯のう蝕進行抑制!と用いられる。

無色透明で、苦みがある薬液であるロ

アル力 ')性である。

還元銀が生じ、付着部位は黒変するため、審美障害

が生じる。

(問題 79) レジン系填塞材による小高裂;青填塞法在行う

際に使用しないのはどれか。

a 岐合紙
b パ一二ッシュ

C ポリッシングブラシ

d 30 -50%iE ')ン酸溶液

アプロチ

小寓裂溝混塞法にはレジン系材料とグラスアイオノマ

ーセメント系材料が使用されており、術式が少し異なる。

選択肢考察 答え b

Oa 小寓裂溝填塞後、岐合紙で岐合在確認する。
xb パーニッシュはグラスアイオノマーセメント系材

料を填塞後lζ塗布する。

Oc 小窓裂溝予防填塞を行うには、ポリッシングブラ
シで歯面清掃を行う。

Od 30-50%正リン酸溶液はレジン系填塞材を使用
する際のエッチング1こ用いる。

ポイント

くレジン系予防填塞法〉

30 -50%正リン酸溶液による酸処理(工ツチング)

を行う。酸処理で脱灰されたエナメル質表面の凹凸に

レジンが侵入することでレジンヲグが形成され、これ

により填塞材の保持力が増強される。

〔問題 80) 摂食機能療法で直接訓練が行える職種はどれ

か。 2つ選べ。
a 管理栄養士
b 言語聴覚土

C 作業療法士

d 歯科衛生士

アプローチ

摂食機能療法では間接司11練と直接訓練とがあるが、直

接自崎車は実際[ζ食物を摂取する。この訓練において重要
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なのは、侵取する食品やその量を機能の回復(発達)1<: 

適したものにすることであり、行える職種は限られる。

選択肢考察 答え bd 

X a 管理栄養士は栄養改善サ ピスを行う。

Ob，Od 言語聴覚土や歯科衛生士は口腔機能向上サ
ーピスに関係し、摂食機能療法では直接訓練を行う

ことができる。

X C 作業療法土は運動機能向上サ ピヌ在行う。

ポイント

<摂食機能療法で直接言練が行える職輝>

医師

歯科医師

看護師

歯科衛生士

言語聴覚土

(問題 81) 68歳の男性。摂食嚇下障害を主訴として

来院した。機能自l限時の口腔内写真(別冊午後 No.15)

を別に示す。

=の訓練の目的はどれか。

a 声帯の内転強化

b 唾液分泌の抑制

C 瞭下誘発の感受性向上

d 食道入口部の聞大強化

|別冊午後 NO.15 写真 l

アプローチ

摂食鴨下障害に対する言練には間接副|練と直接訓練

とがある。間接訓練は食物を用いない基礎的司練のζと

であり、写真の訓練はThermal同調lestimulat旧n(冷
圧刺激法〉の 1つのアイヌマッサージである。

選択肢考察 答え C 

軟口蓋を;軍らせた綿棒で刺草している

X a 声帯の内転強化を目的とした訓練はpushing
exerα5e (押し運動〉である。
Xb 高齢者は口腔乾燥を伴うことが多く、唾液腺マッ
サ ジなどを行うことで唾液分泌を促進させる。唾

液分泌の抑制はアイスマッサージの目的ではない。

Oc アイスマッサージは凍らせた綿棒で軟口蓋などを
刺激し空瞭下させる訓練である。鴨下反射が誘発さ

れやすくなり、感受性が向上する。

xd 食道入口部の開大強化を目的とした自練はメンデ

ルゾン副l鞭である。

ポイント

Thermal tactile stimulat旧nの原法では軟口蓋部のみ
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を刺激し、舌恨部や咽頭後壁まで刺激する方法をアイス

マッサージという。

〔問題 82) 仮性球麻癖と比較した球麻癖の特徴はどれか。
a 軽症のことが多い。

b 鴨下反射がみられる。

C 構音障害は痘性である。

d 喉頭挙上が不完全である。

アプロチ

脳血管障害による摂食嚇下障害は、機能レベルで仮

性球麻緯によるものと球麻癖によるものの25'イプに分
類されることが多い。

選択肢考察 答え d

xa 仮性球麻揮は軽症で、球麻痩は重症のことが多い。
xb 仮性球麻障では鴨下反射は消失しないが、球麻癖

は瞭下反射が消失または著明lζ減弱する。
x c 仮性球麻樽では構音障害は痘性で、球麻揮では弛
緩性である。

Od 仮性理麻癖では喉頭挙上が可能で、球麻障では不
完全である。

ポイント

<球麻癖と仮性球麻痩>

障害部位

陣害白程度

輔下反射

喉頭挙上
高立脳機能
構音障害

l 球麻睡

延髄由時下中枢

重症

消生または著明に減弱
反射/(タ ンの異常

不完主
障害なし

弛緩性

仮性時晴海

延髄への両側性上位運動
ニュロン
軽症のととが多い
あり

反射パターン正常
可能

認知症、感情失禁、 長行

痘性

(問題 83) 歯ブラシの動かし方を図に示す。
該当するのはどれか。

a パス法

b フォ ンズ法

C 口 リング法

d チャヲズ法

アプロチ

世
ブラツシング方法には主として歯ブラシの毛先を使う

方法と主として歯ブラシの脇直在使う方法とがある。図

では歯ブラシの毛先在使用している。

選択肢考察 答え b
x a 毛先を歯軸に対して 45度の角度で歯肉溝1<:軽く
挿入し、近遠心的に数mmの範囲で、毛先は動か
さずに、軽く加圧振動させる。

Ob 上下顎の歯を岐頭対岐頭で岐合し、毛先を歯面に
直角にあて、歯肉を含めて上下の頬唇側面を円運動

しながら刷掃する。

x c 毛先を根尖側方向に向け、歯肉在約2mmカバー
するくらいに脇慮を歯肉にあて、加圧しながら、歯

冠方向へと回転させていく。

xd 毛先を歯冠側に向け、脇腹で辺緑歯肉を圧迫振動

する。

第25回第2回模試

ポイント

<主として毛先を使うブラッシング方法〉

水平法
垂直法

フォ ンズ法

パス法

スヲラピング法

〔問題 84)口腔内の清掃に用いる器具の写真 (別冊午後
No.16)を別に示す。

固定性ブリッジのポンテイツヲ基底面の清掃に適して

いるのはどれか。 2つ選べ。
a y b イ C ウ d 工

|別冊午後 NO.16 写真 |

アプローチ

固定性ブリッジのポンティッヲ基底面の清掃に過して

いる補助的清掃用具を考えるロ

選択肢考察 答え a d 

ア イ

ウ ヱ

Oa アは歯問ブラシである。固定性ブリッジのポンテ
イッヲ基底面の清掃に適している。

xb イは糸ょうじである。固定性ブリッジのポンティ

ッヲ基底面の清掃には使用できない。

x c ウは舌ブラシである。固定性ブリッジのポンティ
ツヲ基底面白清掃には使用できない。

Od 工はワンヲフトブラシである。固定性ブリッジの
ポンティッウ基底面の清掃に適している。

ポイント

<固E性ブリッジ町ポンティッヲ基底面の清掃ζ適している補助91清掃用量>
ー歯周ブラシ

ワンヲフトブラシ

〔問題 85) 4歳の男児。噛み合わせの異常を主訴として

来院した。初話時の顔貌写真 (別冊午後 No.17A)と口

腔内写真 (別冊午後No.17B)を別に示す。

まず行うのはどれか。

a 行動変容法

b 指サックの装着

C ヲングヲリブの装着

d 上顎乳前歯の舌側移動

|別冊午後 NO.17A、日写真|

午後問題解説

アプローチ

顔貌写真から母指吸引癖を行っており、口腔内写真か

ら上顎乳前歯の唇側傾斜がみられる。母指吸引癖を継続

じて行っていると顎骨に悪影響を与える可能性があるた

め改善する必要がある。

選択肢考察 答え a 

Oa 母j旨吸引癖を行っているため、行動変容法在用い
ることで母指販引癖を行わないように改善していく

ことが適切である。

x b 、xc 指サッフゃうジングヲリブを用いて君、に母指
吸引癖を防止すると、ストレスを与えることになり

逆効果となることがあるため、まずは行動変容法を

用いる。

xd 上顎乳前歯を舌側傾斜させても母指股引癖が改善

していなければ意昧がない。

ポイント

悪習癖に対しては急lこ防止するのではなく、行動変容

法などを行うことにより徐々に改善していくことが望ま

しい。

(問題自6) 1歳7か月の男児。 1歳6か月児歯科健診で

歯科受診を勧められて来院した。口腔内写真 (別冊午後

No.18)を別に示す。

口腔内の状態から考えられるのはどれか。 2つ選べ。
a 外傷の既主

b 牛乳の頻回摂取

C 口腔清掃の不良

d 就寝前の飲食習慣

|別冊午圭 NO.18 写真 |

アプローチ

口腔内写真では上顎両市制乳中切歯に隣接面う蝕がみら

れるロ 1歳7か月児の特徴を考慮しながら隣接面う蝕が
生じた原因を考える。

選択肢考察 答え cd 

|が
隣!韮面う蝕

x a 外傷による破折ではなく、隣接面う蝕がみられる。
xb 牛乳の頻回摂取はう蝕の1)スヲファフヲーではない。
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Oc 口腔清掃の不良はう蝕のリス77?クヲーである.

Od 就寝前に吉梅食品を慎取することはう蝕のリスヲ

ファヲヲーである。

ポイント

1歳6か月前後に上顎乳前歯lζう蝕がみられるとき

は、鴫乳ピンう蝕が考えられる。鴫乳ピンを用いて吉稽

飲料を摂取しないように指導することが重要である。

〔問題 87)30歳の男性。口臭を訴えて来院した。初訟
時の口腔診査結果および医満面接結果の 部を表に示す。

官能殺査とガスクロマ トグラフィ 検査とを行い、真

性口臭症と診断された。舌面の写真(別冊午後 No.19)

を別に示す。

〈口腔宣言査〉

現在歯 28本

歯周ポケット検査 全部位2mm以下
O'LearyのPCR:40% 

〈医療面嬢〉

全身震患なし

口腔胃掃 歯ブラシのみによる 1日3回のブラッシンデ

間食回数 1日1回

適切な歯科保健指導はどれか。 2つ選べ。
a 頻回の水分摂取を勧める。
b 精神科への受診を勧める。

c 舌ブラシによる舌，青滞在指導する。
d 専門家による機械的歯面清掃を勧めるロ

|別冊 午後 No.19 写真|

アプローチ

口臭症には真性口臭症と仮性口臭症とがある。官能検

査とガスヲロマトグラフィー検査力、ら真性口臭症と怠断

されているため、口腔内にみられる口臭白原因物質を除

去する方法を考える。

選択肢考察 答え cd 

舌苔白付着がみられる

X a 口腔乾煉による口臭ではないため、頻回の水分侵
取を勧めても改善されない。

X b 仮性口臭症ではないため、精神科への受診を勧め

る必要はない。

Oc 口腔内写真では舌苔がみられるため、舌ブラシに

よる舌清婦を指導する。

Od PTCなど専門家による機槻的歯面清掃を勧める。

ポイント

洗口液(縮化亜鉛;先口剤、工ツセンシャJlオイルと工
ヲノール含有洗ロ剤、ヲロルヘキシジン洗口剤)の使用

や、チューインガムを噛むなどの方法も効果的である.
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〔問題 88)63歳の男性。義歯の汚れを主訴として来続
した.使用中の義歯の写真 (別冊午後 No.20)を別に

示す。矢印で示す付着物を除去した後、患者に義歯清帰

指導を行うこととした。

清掃に適しているのはどれか。 2つ選べ。
a 熱湯
b 紙やすり

c 義歯周ブラシ
d 酵素系義歯洗浄剤

円市下蚕 No.20 写真

アプロチ

義歯の写真から矢印部に歯石の沈着がみられる。義歯

の，宵婦に使用するものを考える。

選択肢考察 答え cd 

き

は
で

と

。

去

こ

う

除

る

行

は

す

。

て

石

去

う

い

歯

除

行

問

た

で

て

を

し

り

い

剤

撞

着

す

用

品

草

枕

沈

ゃ

を

洗

刊

に

紙

シ

歯

託

歯

を

ラ

義

司

義

石

ブ

系

創

も

歯

歯

素

吉

て

た

義

醇

釦

し

し

は

は

用

着

掃

掃

使

沈

清

清

を

に

の

の

湯

。

歯

。

歯

歯

熱

い

義

い

義

義

な

な

a

b

e

d
 

x

×

O
O
 
ポイント

〈義歯の清掃>

義歯周ブラシ

酵素系義歯洗浄剤

(問題 89) 4歳の男児。歯の変色を主訴として来院し

た。初診時の口腔内写真 (別冊午後 No.21)を別に示す。

適切な対応はどれか。

a PTC 

b 飲料水の調査

C フッ化物歯面塗布

d コンポシ酬ツトレジン修復

円而τ玄可0.21 写真

アプロチ

口腔内写真で全顎に外来性色素沈着がみられるため、

これが除去できるものを考える。

選択肢考察 答え a 

第25回第2困撲試 午後閉館解説

'~~ :'i'.'舗胤ぬ事曲川圃

j愉 I
出血圃・ー~

全顎に外来性色棄沈着がみられる

Oa PTCにより外来性色素沈着物は除去できる。

X b 歯に白斑などはみられず歯のフッ素症は考えにく

いため、飲料水を調査する必要はない。

X C 歯の変色が主訴であり、歯の脱灰などがみられる

わけではないため、フッ化物歯面塗布を行う必要は

ない。

xd う蝕はみられないため、 コンポジッ トレジン修復

を行う必要はない。

ポイント

< PMTC > 
歯科医療従事者が行う歯面清掃を PTCといい、機

器を用いて行う PMTC(Profess旧nalMechanical 

Tooth αeaning)とは、熟練した術者が機械的器具と

フッ化物配合研磨ベ ストを用いて、歯肉縁上と歯肉

鼠下1-3mmにあるプラ フを徹底的にすべての歯
面から取り除くことをいう。

(問題 90) 1歳児の生活習慣でう蝕ハイリスヲと判断す
るのはどれか。

a 哨乳ピンの使用
b 保育園への通園

C 指しゃぶりの継続

d 手づかみ食べの支優

問るえ考在。ん状るなとヲス
・
ノィ・

1

、
蝕-つる

斗
Jおア

」

。
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ロ
1
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プ
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選択肢考察 答え a
Oa 歳を過ぎての晴乳ピンの使用は乳歯う蝕に穣患

するリスヲが高くなる。

xb 保育園に通園していることがう蝕ハイリスクとは

ならない。

x c 歳で指しゃぶりをしていてもあまり問題とはな
らず、う蝕八イリス?とはならない。

xd 手づかみ食べの支援はう蝕ハイ 1)スヲとはならな
し、。

ポイント

く1歳児のう蝕ハイリスヲ生活習慣>
晴乳ピンの使用

スポーツ飲料や甘味食品などの頻回摂取

〔問題 91) WHOが示した開発途上国における口腔保健

戦略はどれか。 2つ選べ。
a 歯科健康教育
b 砂穏便取制限

C 口腔健康格差の是正

d フッ化物歯面塗布事業

アプローチ

発展途上国の特性を考慮しながら口腔保健戦略を考え

る問題である。

選択肢考察 答え ac 
Oa セルフケアの基本となる歯科健康教育は基本戦略

の1つである。
xb 砂糎侵取制限はう蝕予防の観点から重要ではある

が、開発途上国にとって砂糖は重要な栄養源である

ため、う蝕予防のために砂臆摂取を制限することは

できない.

Oc 口腔保健の不均衡や口腔保健の不公平の是正は基

本戦略の1つである。
x d フッ化物歯面塗布事業は歯科専門医が必要であ
り、また費用がかかるため、開発途上国における口

腔保健戦略としては適切でない。

ポイント

WHOの西暦2020年までの国際口腔保健目僚Global

goals for oral health 2020)の内容を確認しておくこと.

(問題 92) 50歳の男性。喫煙しており、今は禁煙を考

えていないという。禁煙指導を行うことになった。

初回の指導で適切なのはどれか。

a 禁煙開始日を決定させるa
b 喫煙関連用品の処分を促す。

C 禁煙宣言させて決意を示させる。

d 歯周病と喫煙との関連性を説明する。

アプロチ

禁煙を考えてい怠い患者のため禁煙ステージの「無関

心期』である。禁煙ステージの f無関ι、期Jの患者に対
して初回の禁煙指導で行うことを考える。

選択肢考察 答え d
xa 禁煙ステ ジの「準備期J1ζ禁煙開始日を決定さ
せる。

xb 禁煙ステージの r準備期J に喫煙関連用品の処分

を促す。

x c 禁煙ステージの「準備期j に禁煙宣言などの決意
を示させる。

Od 禁煙ステージの「無関心期J 1<:歯周病と喫煙との
関連性を説明する。

ポイント

く禁煙ステージの「無関心I1JlJ> 
禁煙を考えてないステ ジである。無理やり行動さ

せることはせず、禁漣への動機づけを行う。

喫煙の健康影響デ ?などを示す。

患者に自分の喫煙習慣について考えてみるようには

たらきかける。

禁煙の動機付けを行うための糸口をみつける。

〔問題 93) 食塩の過剰俣取がリスクファヲ? となる生
活習慣病はどれか.

a 痛風
b 肝硬変

C 糎尿病

d 高血圧症
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アプローチ

食生活指導についての問題である。食塩の過剰規取に

より生じる生活習慣病を考える固

選択肢考察 答え d

xa 痛風のリスクファフヲ はプリン体に富む食品で

あるロ

xb 肝硬変のリスヲファヲヲーはアルコールである。

Xc 麓尿病のリスヲファヲヲーは高カロリー食である。

Od 高血圧症のリスヴファヲヲーは食塩の過剰摂取で

ある。

ポイント

食塩の過剰授取により高血圧症となると、脳便塞や脳

出血が生じる危険性が高まる。

〔問題 94) 診療用グ口ブの取級いで正しいのはどれか。

a はずした後は消毒液で洗ってから捨てる。
b 表面を薬液で丁寧に洗ってから再使用する。
C カルテに触れる時はその都度はずして倍てる。

d 滅菌されたものをポケット!こ入れて装着準備をす

る。

アプローチ

診療用グローブの取扱いに関する基本問題である。

選択肢考察 答え c
xa はずした後はそのまま特別管理産業廃棄物として

捨てる。

xb 再使用しない。

Oc カルテに触れる時はその都度はずしてI書てる。

xd ポケットに入れることはない。

ポイント

く診療用グローブの取級い〉

患者ごとに交換して使用する。再使用しない.

はずした後はそのまま特別管理産業廃棄物として拾

てる。

カルテに触れる度にはずして捨てる。

〔問題 95) 水平位診療における患者の基本位置で正しい

のはどれか。 2つ選べ。
a 上顎の岐合平面を床面lζ対して垂直にする.
b 患者と無影灯との距離を 30~ 50cmにする。

C 患者の鼻と膝とのラインを床面と平行にする。

d 患者の口と術者との明視距離を 40~ 50cmにす
る。

アプローチ

水平位診療における患者と術者との位置関係に関する

問題である。よく出題される内容なので復習しておくこ

と。

選択肢考察 答え ac 
Oa 上顎の岐合平面を床面に対して垂直にする。

x b 患者と無影灯との距離は 60~80cm にする。

Oc 患者の鼻と膝とのうインを床面と平行にする.

knee-nose-positionともいう。
xd 患者の口と術者との明視距離を 25~30cm にす
る。

午後問題解説

ポイント

く水平位診療の術者と患者との位置関係>

①補助者のスツ JL，は術者よりも1O~15cm高くする。

②補助者は3時の位置が基本である。
③上顎岐合平面を床に垂直にする。

④患者の昂と膝とを同じ高さにする (knee-nose
posit旧n)0 

⑤患者の口と術者との明視距離を25~3Ocmlこする。
⑥患者と無影灯との距離は60~80cmにする。

〔問題 96) 普通石膏で正しいのはどれか。

a 結晶はβ型である。
b 混水比は 0.23~ 0.30である。
c 長〈練和すると硬化は遅くなる。
d 硬化膨張宰は超硬石膏より小さい。

アプローチ

石膏に関する問題である。歯科理工学について勉強し

ておくこと。

選択肢考察

Oa 結晶はβ型である。

xb 混水比は0.50である。
Xc  長く練和すると硬化は速くなる。

x d 硬化膨張率は0.2~ 0.3%であり、超硬石膏
(0.1 %以下)より大きい。

答え a 

ポイント

く歯科用石膏>

[問題 97) 器具の写真(別冊午後 No.22)を別!と示す。

この器具と岡崎に使用するのはどれか。

a 水硬性飯封材
b レジン系仮封材

c テンポラリ ストッピング
d 酸化亜鉛ユ←ジノ JL，セメント

l別冊午後 No.22 写真

。
るあで題匂」:

 
F
 
るす関一」

チ

材
一
封
口
仮
プア

ストッピンクキャリア

x a、xb、Oc、xd

写真はストッヒ.ングキャリアである。これにテン

ポラリーストッピングを挿入し、温めて使用する。
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ポイント

く仮封材〉

①酸化亜鉛ユジノ ルセメンド

②仮封用ポ1)力ルポキシレートセメント

③テンポラ 1) ストツピング

④レジン系仮封材

⑤ザンダラッヲ綿球

⑥水硬性仮封材

〔問題 98) 回転用切削器具の写真(別冊午後 No.23)

を別に示す.

器具と用途との組合せでEしいのはどれか。
a ① 窟緑斜面の付与

b ②一一一一ー軟化象牙質の除去

C ③一一一支台歯形成の仕上げ

d ④一一一一 メヲルインレーの研磨

|別冊午後 No.23 写真|

アプローチ

回転用切削器具に関する問題である。国試での頻出問

題なので、ぜひ正解しておきたい。

答え c 

① ② ④ ③ 

x a ①はラウンドパである。踊寓の開鉱、軟化象牙
質の除去、髄腔穿孔に用いる。

xb ②はインパーテツドコーンパーである。アマルガ

ム寓洞の角型穿下付与、高底の平坦化に用いる。

Oc ③はエアヲーピン用のダイヤモンドポイントであ

る。仕上げ形成用(~ファイン)のパーである。

xd ④はホワイトポイントである。コンポジツトレジ

ンの形態修正、研磨に用いる。

ポイント

<パーの種類〉

う~の開艦、軟化輩牙置の除去、
髄腔穿孔

!アマルガム趨洞の角型曹下付与(~アン
インJ(ーテツドコーンJ(- I 

lダカット由形成)、寓底田平坦化

lヲロスカット インレー寓司由形成
テーjて ドフィッシャ j(-I 

|ファインカット 寓縁斜面の形成

|アマルガム高洞由箱形 (boxform)保
ストレ トフィッシャーパー||拷形態由形成

カ ポランデムポイント |喧合調整や歯冠修復物由形態管正

ラウンドj(一

ホワイトポイント
コンポジットレジンやダラスアイオノ
マ セメント由形態悟正、研磨

午後問題解説

(問題 99) 歯髄鎮痛消炎療法に用いられるのはどれか。

2つ選べe
a グアヤコル
b 水酸化カルシウム
c フッ化ジアンミン銀
d フ工ノールカンフル

アプローチ

歯髄鎮痛消炎療法では、フ工ノールカンフJし(CC)、
グアヤコール、ユ ジノールなどが使用される。

選択肢考察 答え ad 
Oa 、Od フ工ノ Jレ力ンフJし(CC)、グアヤコール、
酸化亜鉛1 ジノールセメントなどが歯髄鎮痛消炎

療法に用いられる。

xb 水酸化力lしシつムは硬組織形成作用を有し、間接

覆髄、直接覆髄、生活歯髄切断、 根菅貼薬、根管充

壊などに使用される.

Xc  フッ化ジアンミン銀(商品名，サホライド)には

う蝕進行抑制作用がある。

ポイント

〈歯髄鎮痛消炎薬〉

①フ工ノ ルカンフル (CC)

②グアヤコール

③ユージノール

④パラモノクロロフエノ ルカンフル (CMCP)

(問題 100) 68歳の女性。下顎前歯部の動揺を主訴とし

て来院した。口腔内写真 明IJ冊午後No.24)を別に示す。

MMA系の接着性レジンセメントを使用して瞥問固定を

行うこととなった。

準備するのはどれか。

a 金属処理剤
b 象牙質処理剤

C 工ナメル質処理剤

d ポーセレンライナ処理剤

l別冊午後 No.24 写真

アプローチ

暫問固定に関する問題であるo MMA系の接着性レジ

ンセメント(商品名 I スーパーポンドのこと)を使用す

るので、その際に準備するものを答えればよい。

選択肢考察 答え c 

開問

x a 金属は用いないので、金属処理剤は不要である。
xb 、Oc エナメルポンドシステムなので象牙質処理

剤は不要で、エナメjし質処理剤が必要である。

Xd 陶材は用いないので、ポ←セレンライナ 処理剤

は不要である。

-57-



-
第25@J第2回模試

ポイント

くMMA系の接着性レジンセメントによる暫問団定で準蝿するもの〉

①粉(ポリマ ) 

包〉液(モノマ ) +キャタリスト

③エナメJし質処理剤
④筆

⑤ディッシユ

{問題 101) 部分床義歯装着時lζ準備するのはどれかo 2 

つ選べ。

a 岐合紙
b サベヤー

C ゴードンプライヤー

d ダイヤモンドポイント

アプロチ

部分床義歯装着時の準備器材1<::関する問題である.

選択肢考察 答え ac 
Oa 岐合謁盤が必要なときに準備する。
Xb 義歯を設計するときに技工室で用いる。

Oc ゴードンプライヤーでヲラスプを屈曲する。
Xd ダイヤモンドポイントではなく、力ーポランダム

ポイントを準備する。

ポイント

く部分床義歯装着時の準備器材>

¢殿合紙

②力ーポランダムポイント

③スヲンプI(ー(=技工用力 パイドパ ) 

④市ワイトシリコーン(商品名 フィットチェッ力 ) 

⑤PIP (商品名デンスポット)

⑥プライヤ一類

(問題 102) 40歳の男性.上顎左側中切歯の前装冠を製

作することになった。前回の治療で最終印象採得を行い、

テンポラリ フラウンを仮着している。

前装冠装着時に準備するのはどれか。 2つ選べ。
a 平行測定器

b フ工イスポウ

C ヲヨウンリムーパー

d 力 ポランダムポイント

アプロ チ

前装冠装着時に準備する器具lζ関する問題である。

選択肢考察 答え cd

xa 平行測定器はブリッジの支台歯形成時に支台歯の
平行性を確留するために用いる。

Xb フェイスポウ(顔弓)は岐合採得時に準備する器

具である。

Oc ヲヨウンリムーパーを用いてテンポラリークラつ
ンをはずす。

Od カ ポランダムポイントを用いて岐合調整を行う。

ポイント

く前装冠装着時に準備する器具〉

①コンヲクトゲージ

②7イツトチェッカー

午後問題解説

③岐合紙

④力 ポランダムポイント

⑤合着用セメント

⑤線復

⑦セメントスパチユラ

⑧ヲラウンリムーパー

(問題 103) 55歳の男性。上顎中切歯の麻酔抜髄をする

ことになった。脳梗塞の既往があり、現在、'7)レファリ

ン力リウムを服用している。血圧は基準値内であった。

麻酔鍍髄において適切なのはどれか。 2つ選べ。
a 表面麻酔
b 浸潤麻酔

C 全身麻酔

d 伝達麻酔

アプローチ

銭髄の際に行う麻酔に関する問題である。 ワ )~ファリ

ンカリウムを服用しているが、血圧は基準値内であるこ

とから、通常の局所麻酔王で問題はないc

選択肢考察 筈え ab 
Oa、Ob 注射針の刺入時の痛みを軽減するために表
面麻酔を行い、その後、浸潤麻酔を行うのが最も一

般的な局所麻酔法である.

x c 全身麻酔は全身管理が必要な場合に行う麻酔方法
である。 上顎中切歯の抜髄で全身麻酔を行う ζとな

どなし、。

Xd 伝達リ麻酔は下顎大臼歯のように浸潤麻酔が効吉に

くい部位には有効である

ポイント

〈鎮髄時の局所麻酔>

表面麻酔、浸潤麻酔、伝達麻酔

〔問題 104) 写真 (別冊午後 No.25)を別に示す。

チュープが装着されている歯式 (FDI歯式)はどれか。

a 23 
b 25 

c 26 
d 36 

別冊 午後 NO.25 写真

アプローチ

矯正用チユ プに関する問題である。チューブはブラ

ケットと同じくマルチブラケット装置のア チワイヤー

を歯に固定するためのものである。矯正用バンド(帯環)

にろう着して用いる。

選択肢考察 答え c 

FDI歯式
〈ンド

58 

第25回第2固慎試

x a 、Xb、Oc、xd
矯正用バンド(帯環)が装着されているのは上顎

第一大臼歯(16と26)である。その矯正用パンド(帯
環)にチユ ブがろう着されている。

ポイント

<矯正用チユブ〉

プラケッ トと同じくマルチブラケット装置のア チ

ワイヤーを歯に固定するためのもの.矯正用パyド(帯

環)にろう着して用いる。

[問題 105) 9歳の女児。 上顎前突の治療のためにヘッド

ギアを装着することになった。

患者指導で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 自分で牽引力を調整される。
b 日2時間程度装着させる.

c 運動中の装着は避けさせる。
d ゴムは 1週間に 1団交践する。

あで題問るす関-」容内導指のへ
者患着装アギ

チ

ド
一

ツ
ロへ

。

プ

る

ア

選択肢考察 答え cd

xa 自分で牽引力を調整させるものではない。
xb 日12-14時間以上装着させる。

Oc 運動する時は外してもらう。
Od ゴムは 1週間に 1団交換する。

ポイント

<ヘッドギア装着患者への指導内容>

①フェイスポウの中央を押えてゴムの着脱を行い、外

すときは真っすく・前方へ引く。

②装着は1日14時間以上とする.
③ゴムは1週間に1度交換する。

唖漣動する時は外す。

⑤装置が痩れたときは連絡する。

⑥外したときはケースに入れて保管する.

〔問題 106) 8歳の重度知的障害児。う蝕治療を希望し保

護者と来院した。

適切な対応はどれか。

a トークン工コノミ 法を用いる。

b 歯科治療中は保護者を退室させる。

C 保護者に口腔清掃の重要性を認識させる。

d 筆談で患児とコミュ二ケーシヨンをとる。

アプロ チ

心身障害児の歯科診療に関する問題である。心身障害

児の歯科診療は患児の障害の種類や程度によって異な

る。コミュニケーシヨンがとれるなら、抑制具と開口器

は不要である。障害が重度で多数歯の治療が必要であれ

ば、全身麻酔下で治療することもある。

選択肢考察 答え c

x a トークンエコノミ一法とは代用貨幣という意味
で、カードやシ Jしなどを用いることをいう。オペ
ラント条件づけ法ともいう.正の強化因子(小児へ

の賞賞、シ Jしなどをあげる)と負の強化因子 (叱
責.身体の抑制怠ど)を併用する。

午後問題解説

x b 8歳であるが、重度知的障害児なので、歯科治療
中は保護者も同室させる。

Oc 患児とはコミュニケ シヨンがとれないので、保
護者1<::口腔清掃の重要性を認識させる。

xd 患児とコミュ二ケ ションをとるのは難しい。

ポイント

〈心身障害児の歯科診療〉

⑪~，、ず全身麻酔下で行うわけではない。

②障害の種類や程度によって対応が異なる。

③リコールを過して予後管理を続ける。

④必ず抑制臭と関口器を使用するわけではない。

⑤精神発達遅滞児では歯の数や形の異常、 不正岐合が

多い。

⑥精神発達遅滞児では歯肉炎 う蝕の擢患率が高い。

⑦ハンドオーバーマウス法は精神発達遅，帯児にあまり

有効ではない。

⑤全身麻酔法は不随意運動のある脳性麻鱒児に有効で

ある。

(問題 107) 高齢者への対応で正しいのはどれか。

a 全身疾患があれば歯桝治療は避ける。
b 治療時間を短くするため説明は省略する。
C 脳梗塞の既往のある患者では誤礁に注意する.

d 他人に聞こえないようにできるだけ小さい声で話

す。

アプローチ

高齢者への対応に関する問題である。内容的には容易

な問題である。

選択肢考察 答え c
x a 全身疾患の有無は歯科治療上において重要なので
問診は行うべきである.しかし、全身疾患があるか

らといって歯制治療を行わないわけではない。全身

疾患に注意しながら歯科治療を行う。

x b 治療の内容については十分時閣をかけて説明すベ
きである。

Oc 脳梗塞の既往のある患者は誤聴しやすいので注意
する必要がある.

xd 高齢者は聴力が低下しているので、大きな声でゆ
っくり話す必要がある。

ポイント

く高齢者への対応〉

①問診時、術者と患者の眼が同じ高さになるように患

者を座位にする。

②高齢者のスピード(テンポ)に合わせる。

@全身疾患に注意する。

@患者の訴えを+分時聞をかけて聞く.

⑤十分時聞をかけて説明する。

⑥精神医学的な評価を行う。

@脳梗塞になった患者の診療時には誤嚇しやすいので

注意する。
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Oc 血圧計は術者の自の高さに置く。
xd カフのゴム袋が前面にくるようにする.〔問題108) 歯科用デジヲルエックス線蝿影システムのセ

ンサーの写真(別冊午後 NO.26)を別に示す。

このシステムについて正しいのはどれか。 2つ選べ。
a U量影後直ちに画像が表示される。
b IP (イメージングプレート〉方式である。
c センザーの大きさはフィルムより小さい。
d レーザー光で情報を電気信号Ii:変換する。

|別冊 午後 NO.26 写真|

アプローチ

写真はCCDセンサ である。歯科用デジタル工ッヲ
ス線撮影システムには、 CCD方式とIP方式がある。

選択肢考察 答え a c 

センサー

(曲面に向ける欄)

コドI~PCに
直結

Oa CCD方式は検出器とパソコンが直結しているた
め、 l屠影直後に画像が描出される。
x b 写真はCCDセンサーである。 IP方式ではなく、
CCD方式である。
Oc センサーの大きさはフィルムより小さいが、厚く
て、硬い。

xd レーザ光を用いるのはIP方式である。

ポイント

くCCD方式と IP方式の違い>
CCD方式 IP方式
(荷電結合素子} (陣尽性蛍光体}

即時性(掴膨直後に O × 

画臨裏示可能) (スキャナーが必要)

装置がパソコンに直結 O x 

センザの厚吉 厚い 薄い

センザの大きさ
小さい 同じ

(フィルムに比べて)

センサの硬さ 硬い 軟らかい

(問題 109) 水銀式血圧計による測定で適切なのはどれ力、.

2つ選べ。
a 測定前に軽い運動をさせる。
b 肘関節を心臓と同じ高さにする。

C 血圧計は術者の自の高さに置く。

d 力フのゴム袋が後面にくるようにする。
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ポイント

く水銀式血圧計での血圧測定>

①安静時の血圧を測定する

②成人の血圧正常値 1201白口mmHg

③肘関節(マンシエツトを巻く上腕)を心臓と同じ高

さにする

④血圧計は術者の目の高さに置く

⑤力フのゴム袋が前面にくるようにする

⑤肘関節を軽く伸展させる

⑦上腕動脈を触れる位置に聴診器を当てる

⑧マンシエツトの巻く強さは指2本入るくらいがよい
⑨測定値は『収縮期血圧/拡張期血圧Jの順!こ記載する

⑩マンシI'Yトの巻きがゆるいと血圧は高く測定される

(問題 110) 心肺蘇生に使用する写真(別冊午後 No.27)

を別に示す。

通電後に直ちに行うのはどれか。

a 人工呼吸
b 胸骨圧迫
c 呼吸の確認
d 意識の確認

|別冊午後 NO.27 写真

アプロチ

写真はAED(自動体外式除細動器)である。 AEDに
よる除細動の術式について復習しておくこと。

選択肢考察 答え b 

本体

電極パッド

マ.，

x a、Ob、Xc、xd

AED (自動体外式除継動器)を装着使用後、引
き続吉心肺蘇生として胸骨圧迫、人工呼販を 30

2の割合で行う。したがって、 bの胸骨圧迫が正解

となる。

ポイント

< AEDによる除細動の術式〉
心室細動と脈なし心室頻抱が適応。心静止と脈拡し

電気活動は適H応とならない。

①周囲の安全確認(水分をヲオJしで拭きとる)
②電源を入れる

③電極パッドを胸の右上および胸の左下に貼付

@ケ プんをつなぐ
⑤解析の結果、 「除細動の適応』とのメッセージがあ

れば、指示に従って通電

⑥通電後は直ちに胸骨圧迫から救急処置を再開
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